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「はあ……」

　篠しの崎ざき朱あか里りは小さくため息をついた。

　もう時じ刻こくは夜中の二時を過ぎている。そろそろ寝ねないと、明日の朝起きられない。

　朱里は眼鏡めがねをとり、椅い子すの上で大きく伸のびをした。

　首を軽く回すと、さらりとセミロングの黒い髪かみが揺れる。

　朱里は高校一年生だが、大きな目に童どう顔がん、そして百五十センチに満たない小こ柄がらな体つきのため、年とし相そう応おうに見られることはまずない。

　見た目は幼い朱里だが、高校生であるとともに小説家でもあった。

「結局、進まなかったなあ……」

　朱里は小さな手を伸ばし、パソコンを終了させた。

　朱里は先月、小説の新人賞を受賞した。来月受じゆ賞しよう作さくが刊かん行こうされるが、すでに第二作を書き始めているところだ。

　だが、書いて早そう々そうに詰まってしまった。

「恋れん愛あいって難しい……」

　パソコンに向かっていても、つい考えてしまうのはクラスメイトの山やまノの上うえ大だい地ちのことだ。

　今書いている小説が、クラスメイトの男の子に恋をする少女の話のせいかもしれない。

　引ひっ込こみ思じ案あんな朱あか里りだが、大地と話すのは楽しかった。

　もっと話したくて、一緒にいたくて――朱里なりに頑がん張ばってみた。

　一緒に下げ校こうしたり、誘われた同好会に入ってみたり。

　どんどん仲良くなれている気がする。

　でも――。

　朱里の脳のう裏りに、学園のアイドルである麻生あそう渚なぎさの姿が浮かんだ。

　波打つ豊かな蜂はち蜜みつ色の髪かみ。神しん秘ぴ的てきな緑色の目。西洋の血が入っている整ととのった顔立ち。すらりとしたスタイル。

　そして上品で優しく、勉強もスポーツもこなす才女。

　同性の朱里から見ても、完かん璧ぺきな女の子。

　その渚と大地が、最近よく一緒にいて、とても親したしげなのだ。

　先週の日曜日も突然帰ると言った渚を、大地は追っていった。

　そんなことを考えると、ついため息が出てしまう。

　好きな人に一歩を踏み出す勇気が出ない主人公の少女と、自分が重なってどうしようもない。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしたらいいのかなあ……」

　大だい地ちと渚なぎさは付き合っているのだろうか？

　先月聞いたときは、「付き合っていない」と言っていたけれど、あれから変わったのかもしれない。

　悩なやんでばかりいる自分がもどかしい。

　でも、思いきって気持ちを伝えて、大地と気まずくなってしまったら？

　大地と気き軽がるに話ができなくなるなんて、悲しすぎる。想像するだけで、胸むねがぎゅっと引き絞しぼられて、息もできなくなる。

「もう寝ねなきゃ……」

　朱あか里りはぽつりとつぶやき、立ち上がった。



    

  
    
      
第一章　恋わずらいの少女たち





　山やまノの上うえ大地は登校中、足をとめて空を見上げた。

　六月。

　これから本格的な夏に向かおうとしている、澄み切った青い空が広がっている。

「気持ちいいなあ……」

　少し湿しめり気けを帯びた空気を、大きく吸い込んでみる。

「絶好のＵＭＡ探たん索さく日和びよりだ……」

　大地はうっとりと目を細めた。

　学校になど行かず、このまま山の中を突き進みたい気分だ。

　もちろん、ＵＭＡ――未み確かく認にん生せい物ぶつ――を求めて。

　大地は誰だれもが認めるＵＭＡ好きだった。

　ここ浜はま森もりでは、さまざまなＵＭＡの伝説が残る。祖そ父ふの影えい響きようもあって、子どもの頃からＵＭＡに夢中だった。

　そんな大地は変わり者として校内で認識されていたのだが、最近は少し状況が変わりつつあった。

　そうあの夜、麻生あそう渚なぎさに出会ってから――

「山やまノの上うえくん、おはよう！」

　背はい後ごから、快かい活かつで玲れい瓏ろうな声が響いた。

「うがっ！」

　不ふ意い打うちを食らい、大だい地ちは跳び上がった。

「な、ななななな渚！」

　すっと隣に並んできたのは、とっておきの笑顔を浮かべた美少女、麻生渚だった。

　風になびく豊かな蜂はち蜜みつ色の髪かみは、日の光を浴びて鮮あざやかな黄金色に輝いている。

　宝石に負けない輝きを放つ大きな緑色の目。

　浜はま森もり高こう校こうの夏服に包まれた、形よく盛り上がった胸むねのライン。

　短いスカートからすらりと伸のびる足。

　どれをとっても、うっとりするほど美しい。

　だが、大地はそれどころではなかった。

「驚おどろかせるなよ！　いきなりおまえに声をかけられたら、命の危険を感じるだろ！　背後から声をかけるときは、もっと離れた場所から――」

「何、人を怪物みたいに言ってんのよ！」

　さっきまでの極ごく上じようの笑みはどこへやら、渚の目はつりあがり、声はドスがきいていた。

「ひいっ！」

　その鬼のような形ぎよう相そうに、大地は反射的に悲鳴を上げた。

「朝っぱらから、とびっきりの美少女が挨あい拶さつしてきてるのよ!?　涙に濡ぬれて感謝こそすれ、怯おびえられる筋合いはないわ！」

　渚が不ふ本ほん意いだと言わんばかりに、腰に手を当てて睨にらみつけてくる。

　もちろん、周囲に誰だれもいないのを確かめてからだ。

　渚がこの恐ろしい本性を露あらわにするのは、大地の前だけなのだ。

「こ、この猫かぶりマーメイド！」

　麻生渚は学園のアイドルだ。その美び貌ぼうだけでなく、清せい楚そなたたずまいや優しい言動に男女問わず人気がある。

　だが、大地しか知らない渚のもう一つの顔がある。

　それは、超凶暴わがままな性格の、人魚姫のハーフだということだ。

「さ、今日はどのラーメンを食べようかなあ……」

「まだ食うのかよ！」

　つぶやく渚に、大地は思わずつっこんだ。

　これもまた渚の秘密なのだが、無む類るいのラーメン好きなのだ。

　大地からするとなぜ隠かくす必要があるのかわからないが、渚からすると『自分の優ゆう雅がなイメージが損そこなわれるからイヤ』らしい。

「いいじゃないの、ご褒ほう美びに！」

「これでもう、三日目だぞ！」

　先週、浜はま森もり高こう校こうで女子の制服や下着がなくなるという事件が起こった。

　大だい地ちは危うく犯人にされそうになったが、実はカワハギと呼ばれる魔ま物ものの仕業だった。

　そして日曜日、渚なぎさが自らの拳こぶしでカワハギを屠ほふったのだ。

　そのご褒美としてラーメンをおごるように言われたのだが――。

「うぐ……」

　大地は口に手を当てた。

「どうしたの!?　顔が青いわよ！」

　渚が心配そうに顔をのぞき込んでくる。

「いや、大丈夫だ。素す手でで魔物をぼこっている女の姿を思い出してちょっと気分が……」

　そう言った瞬間、大地は胸むなぐらをつかまれた。

「まさか、それって私のことじゃないでしょうね!?」

　渚の緑色の目が、飢えた虎とらのように爛らん々らんと輝く。

「おまえ以外の誰だれが、魔物を素手でボコるんだよ!!」

　思い出すだけで恐ろしい……

　訳のわからないことをわめきながら、拳を魔物の頭に叩たたき込んでいた渚の姿。

　あれはこの世のものとは思えない。

「な、なんですって！　まるで私が凶暴みたいに！　失礼だわ!!」

「はあ!?　おまえ、自分が凶暴じゃないとでも思ってるのか！」

　驚おどろきのあまり、大地の口から本音が飛び出した。

　しまった――と思ったが、遅かった。

　渚の目が更につりあがり、襟えりを引き絞しぼられる。

「ぐえっ！」

　そう、人魚の特筆すべき能力の一つに、この人間離れした怪かい力りきがある。

　ぎりぎりと喉のどが圧迫され、息ができない。大地が「こ、殺される!?」と思った瞬間、いきなり渚が手を放した。

　解放された大地は、思いきりむせこんだ。

「おはよう、篠しの崎ざきさん」

　何事もなかったかのように、渚が涼やかな声を出した。

　振り向いた大地は、少し離れたところに百五十センチに満たない小こ柄がらな少女が立っていることに気づいた。

　眼鏡めがねの奥から、大きく澄んだ黒い瞳ひとみが大地をとらえる。

　クラスメイトの篠しの崎ざき朱あか里りだった。

　渚なぎさがにっこり微笑ほほえんでいる。

「助かった……」

　第三者がいるときは、渚は猫をかぶってくれるのだ。とびきりの分厚い猫皮を。
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「おはよう、渚さん、大だい地ちくん」

　おずおずと朱里は挨あい拶さつした。

　二人が並んでにこりと笑ってくれている。こころなし、大地の顔色が悪い気がするが、気のせいだろうか。

「一緒に学校へ行きましょう」

　渚が笑顔で声をかけてくれる。

　同性とはいえ、輝くような美しさを放つ渚に見つめられると胸むねがドキドキする。

「い、いいの？」

　朱里はそっと大地の顔をうかがった。

　二人で仲良く登校しているのに、邪じや魔まをしたら――そう思ったのだ。

「もちろん！　なぎ……麻生あそうさんともさっき会ったばっかりだし」

「そうなの」

　朱里は心の中でホッとした。

　さっき二人が並んでいるのを見たとき、何か特別な親密さを感じたのだ。

　しかも、一瞬だが渚が大地の首もとに手を当てているように見えた。

　もしかして、一緒に約束して登校しているのでは、と思い、胸が痛かった。

「どうしたの、篠崎さん。元気ないね？」

　大地が顔をのぞき込んでくる。

　それだけで、朱里の胸は大きく弾はずんだ。気にかけてくれる嬉うれしさとともに、恥ずかしさもこみ上げてくる。

「あ、うん……何でもないの」

「そう？　でも疲れてるみたいよ」

　渚も声をかけてくれる。

　本当は悩なやみ事がある。だが、あまりに恥ずかしくて口にできない。

　自分に自信がなくて、うまく小説の恋れん愛あいが書けないなんて。

「あ、本当に大丈夫。ちょっと寝ね不ぶ足そくで」

　嘘うそではない。昨晩は夜中の二時過ぎまで悩んでいた。

「そうなの？　何かあったら言ってね。私たち、クラスメイトだし、それに同じＵＭＡ研究会のメンバーなんだから」

「うん、ありがとう……」

　ＵＭＡ研究会という同好会が発ほつ足そくし、大だい地ちに誘ってもらった朱あか里りはＵＭＡの知識がほとんどないにもかかわらず、参加することになった。

　メンバーは生徒会会長の空く美みに会計の香かお流る、それに渚なぎさもいる、華はなやかな顔ぶれだ。

　私なんかが入ってもよかったんだろうか……。

　そんなふうに考えてしまい、朱里は慌てて暗い気持ちを振り払った。

　ダメ。そんなふうに考えているから、書けないんだ。

　もっと積極的にならなくちゃ。

「ねえ、ＵＭＡ研究会ってこれからどういう活動をするの？」

　朱里は思いきって大地に声をかけてみた。

　昔、男の子たちにいじめられていた朱里にとって、男子に話しかけるのは勇気がいることだ。

　だが、大地はとても話しやすい。いつも穏おだやかで自然体で話してくれるので、安心できるのだ。

「やっぱり、一番はＵＭＡの探たん索さくかな？　山に潜んでそうなんだよなあ……」

「山やまノの上うえくん、前！」

　渚が叫ぶと、大地の服を引っ張った。

　大地の数センチ前には電信柱がそびえたっている。

　渚が止めなければ、危うく激突するところだった。

「わあ、サンキュ！」

「気をつけないと危ないわよ」

　渚がにっこり微笑ほほえむ。女の朱里ですら、うっとりするような優しい笑顔だ。

　だが、なぜか大地が噴き出した。

　こらえきれないように、腹を抱えて笑い出す。

「ど、どうしたの大地くん？」

　朱里は驚おどろいて、大地に尋たずねた。

「え？　あ、いや、おかしくって。だって、すっごい声がさー、綺き麗れいっていうか、上品だから……」

　朱里はきょとんとした。

　その何がおかしいのだろう？

　いつもの渚だと思うのだが。

「さ、行くわよ、山ノ上くん」

　ちらっと渚なぎさが大だい地ちを見た。その瞬間、大地がバカ笑いをやめ、しゃきっと背筋を伸のばして歩き出した。

　あれ？

　朱あか里りは違い和わ感かんを覚え、じっと二人を見つめた。

　並んで歩く二人は別に手などつないでいない。

　不自然なほど、くっついているわけでもない。

　でも――何かこれまでになかった親密さを感じるのは、二人の間に特別な何かがあるように思うのは、なぜなんだろう。

　つきん、と朱里の胸むねに痛みが走った。

　ここ三日ほど、似たようなことを感じていた。

　気のせいだと思いたかったが、そうではないと朱里の本能が告げる。

　以前から仲がいいとは思っていたが、ここ数日でぐっと親密さが増した感じだ。

　何があったのだろう。

　土曜日にＵＭＡ研究会の面々で公園に集まったときは、それほど感じなかった。

　あの後何か――。

「あの……」

　言いかけて、朱里は口をつぐんだ。

　聞いてどうしようっていうの。

　私には関係ないじゃない。

　図ずう々ずうしいと思われちゃう。

　朱里はとぼとぼと、二人の後をついていった。
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「ああっ、渚ちゃんだ!!」

　校門まで来たとき、世にも脳のう天てん気きな声が響いた。

　大地はうんざりと声のするほうを見た。

　草色のツンツン頭を振り乱しながら、クラスメイトで幼なじみの風かざ間ま光こう輝きが弾はずむように駆けてきた。

　光輝も例に漏れず、渚のファンだ。

　満面の笑みを浮かべ、渚に駆け寄ってくる。もちろん、隣にいる大地など、眼中にない。

「渚ちゃん、今日も綺き麗れいだね！」

「ありがとう」

　渚が余裕の笑みを浮かべる。傲ごう慢まんさの欠片かけらもない、優ゆう雅がな笑顔だった。

「元気になって、本当によかった！」

「光こう輝きくんには心配かけちゃったわね。ごめんなさい」

　渚なぎさがすまなそうに言う。

　先週の土曜日、光輝たちとカラオケに行った渚は声が出ず、光輝たちはものすごく心配したらしい。

「おはよう！　あれ、ＵＭＡ研究会の一年生メンバーがおそろいね！」

　明るく声をかけてきたのは、生徒会長でもあり、ＵＭＡ研究会の部長でもある二年生の早はや瀬せ空く美みだった。

　長いポニーテールを揺らし、生き生きと歩いてくるさまは、躍動感にあふれていて眩まぶしいくらいだ。

　傍らには相方である、同じく二年生で生徒会会計の小お野の寺でら香かお流るがいる。

　色しき素その薄い、淡い色の髪かみが印象的だ。いつもながら無表情だが、これが普通で別に機き嫌げんが悪いわけではないらしい。

「ＵＭＡ研究会メンバー、勢せい揃ぞろいですね」

　渚がにこりと笑う。

　いつの間にか、早瀬空美、小野寺香流、山やまノの上うえ大だい地ち、麻生あそう渚、篠しの崎ざき朱あか里り、風かざ間ま光輝――以上六名全員が、校門前に集まっていた。

「空美先輩、本当にすいませんでした、日曜日ドタキャンしちゃって……」

　大地は改めて、空美に謝った。

　日曜日に空美と買い物に行く約束をしていたのだが、渚を助けに行ったために、結局待ち合わせ場所に行けなかったのだ。

「あ、いいのいいの、急ぎじゃないし」

　空美はまったく気にしてないというように、あっけらかんと笑う。

「プレゼントはもう買ったんですか？」

「ううん……でも、買うのをやめようかと思ってさ」

　空美には今、片思いをしている年上の男性がいる。その彼にアプローチするために、誕生日プレゼントを買おうとしていたはずなのだが。

「なんでですか？」

「だって……私、あの人とろくに話したこともないんだよね。よく知らない子から、いきなり誕生日プレゼントなんて、重くない？」

「俺おれなら、大喜びですよ！」

　目を輝かせた光輝を、

「おまえは黙ってろ」

　と、大地は襟えり首くびをひっつかんで引き下がらせた。

「ふう……」

　空く美みがため息をついた。

　明るくて剛ごう毅きでさばさばしている空美も、恋れん愛あいは苦手なようだ。
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　ため息をついた空美を、朱あか里りはじっと見つめた。

　彼女の気持ちが痛いほどわかる。

「あんたは、恋に恋してるの」

　涼やかな声がした。空美の相方である、香かお流るだった。

「好きっていうか、単なる憧あこがれの人でしょ？　挨あい拶さつくらいしかしたことのない」

「だ、だってしょうがないじゃない！　見ただけで、もう心臓がばくばくいうんだよ！　あの人の前に出たらもう！　うわ！」

　空美が頭をブルブルと振った。長いポニーテールがムチのように激しく揺れる。

「確かに空美先輩のテンパり具合はすごかったですね……ベンチからひっくり返るし」

　大だい地ちが苦笑しながら言う。

「プレゼント云うん々ぬんの前に、まず話してみたら？」

「む、無む理りだよ、そんなこと！」

　香流の提案に、とんでもないというように、空美が大きく手をぶんぶん振った。

「話してみないと何も始まらないじゃない。……意外に、話してみたら、思っていた人と違うって、がっかりするかもしれないし」

「香流のいじわる……」

　空美が唇くちびるをとがらせ、恨うらめしそうに見る。

　だが、香流は甘やかさなかった。

「すねてもダメ。見ているだけじゃ、恋は手に入らない」

　その言葉に、朱里の胸むねはずきん、と痛んだ。

　わかっている、そんなことは。

　でも、相手にアプローチできるのは、自分に自信がある人だけだ。

　空美先輩くらい魅力的だったら、もっと積極的に出てもいいと思う。

　でも、私は無理だ……。

　しょんぼりしている朱里の肩かたが叩たたかれた。

　ボブカットの髪かみにカチューシャをつけた、生き真面目まじめそうな少女――委員長の加か島しま葉よう子こだ。

「おはよう、篠しの崎ざきさん。ちょっといいかな？」

「うん……」

　なんだろう、委員長が私に話なんて。

「私が新聞部の部員だって知ってる？」

「え？　ううん……」

　朱あか里りは首を振った。葉よう子ことは同じクラスだが、それほど親したしくない。

　頭のいい委員長というイメージしかなかった。

「部長に同じクラスだから頼むように言われたんだけどね、来月の校内新聞を篠しの崎ざきさんの特集にしたいんだけど」

「私の!?」

　思いがけない提案に、朱里は声を上げた。

「受じゆ賞しよう作さくが来月発売でしょ？　それに合わせてＰＲしようと思って」

「そんな……私なんか……」

　思いがけない言葉に、朱里はおろおろとした。

　昔から、注目を浴びることに慣れていない。嬉うれしさよりも、当とう惑わくと若じやつ干かんの恐怖がわきあがる。

「だって、この学校始まって以来の快挙よ？　在校生が小説家デビューなんて！　しかもあの有名な群ぐん青じよう新人文学賞で、最年少受賞者！　すごいじゃない！」

「……」

　葉子が褒ほめれば褒めるほど、朱里はいたたまれない気分になった。

「それで、いろいろインタビューしたいのよ！」

「え……あの、でも……」

　インタビュー。

　受賞した後、新聞やら雑誌やらテレビやら――いろいろなメディアからインタビューを受けた。

　しどろもどろで何を言ったかほとんど覚えていない。宣伝になるからと、インタビューを勧めていた編集者が、これからの執筆に差し障ると気づき、セーブしてくれるほど、朱里はガチガチになっていた。

「私、そういうの苦手で……」

　朱里は蚊の鳴くような声で言った。

　そんな自分が情けなくてしょうがないが、他人に注目を浴びて期待されるのは、ある意味苦痛だった。気の利いたことを言わなければというプレッシャーに押し潰つぶされそうになる。

「あ、そんなに緊きん張ちようしないで！　ちょっと話を聞きたいってだけなんだから！　プロのマスコミじゃなくて、同じ生徒同士だから堅苦しく考えないでほしいの」

　朱里の落ち込みぶりに慌てたのか、葉子が慌てて笑顔を浮かべた。

「みんな、篠しの崎ざきさんに興味があるのよ。小説を書く人ってどんなことを考えているんだろう、とか、いつから書き始めたのか、とか……もちろん、言いにくいことは答えなくていいから、ね、お願い！」

　葉よう子こが拝むように手を合わせる。

「ほら、先月の事件で、今月予定していた『女子有名人ランキング』がなくなったじゃない？」

「ええ……」

　五月に浜はま森もり高こう校こうでちょっとした事件があった。

　男子有名人ランキングの上位三人が、それぞれトラブルを起こしたのだ。

　その余よ波はを受け、六月に予定されていた女子有名人ランキングがなくなったとは聞いていた。

「六月の校内新聞の目玉がなくなっちゃって、代わりの記事を探したけどいいのがなくって、もう大変だったのよ。だから、せめて来月は派手にやりたいの！　篠崎さんの特集だったら、みんなが興味を持ってくれると思うから……」

　葉子が手を合わせたまま、頭を下げる。

　気の強い葉子にこうもお願いされては、朱あか里りも断りにくい。

　新聞部の苦境がわかる分、尚なお更さらだ。

「わかった……」

「本当に!?」

　ぱっと葉子の顔が輝く。

「ありがとう！　さっそく部長に報告するね！　インタビューの内容を考えなくっちゃ！　あ、篠崎さんのほうから、これは言っておきたい、ってことがあれば、それも歓迎よ！」

「私は別に……」

「今回の受じゆ賞しよう作さくの見所とか、次回作の構想とかは？　楽しみにしてるね！」

　親したしげに肩かたを叩たたき、葉子は走っていった。

　朱里は困こん惑わくしたまま、立ちつくした。
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「すごいね、篠崎さん」

　委員長の葉子が立ち去るのを確認してから大だい地ちは朱里に声をかけた。先週のカワハギ事件で犯人扱いされて以来、葉子はちょっと苦手だ。

「来月の新聞部の特集、篠崎さんなんだって？」

　大地は感心して言った。

　イベントごとならともかく、一個人が校内新聞のトップを飾るなど、よほど注目されているからに違いない。

「うん……」

　でも、朱あか里りは嬉うれしくなさそうだ。むしろ、気が重そうに見える。

「どうしたの？」

「な、何でもない……」

　朱里が潤んだ目をして見上げてきた。

　眼鏡めがねの奥の、大きな黒い瞳ひとみをまともに見てしまい、大だい地ちの胸むねが大きく弾はずんだ。

　か、可愛かわいい……。

　朱里は眼鏡をとるまで目立たなかったが、かなりの美少女なのだ。

　渚なぎさとはまた違ったタイプの小動物系の魅力がある。

　すがるような、心細そうな、そんな頼りなげな顔をされると、抱きしめたくなってしまう。

　大地はその衝しよう動どうを必死でこらえた。

　そんな大地を朱里はしばらく見ていたが、

「先に行ってるね」

　そう言うと、朱里は寂さびしそうに微笑ほほえんで行ってしまった。

　大地はほうっと息を吐いた。

　あと二、三秒見つめ合っていたら、衝動に負けていたかもしれない。

「……ずいぶん長い間見つめ合っていたわね」

　低い、恐ろしい声が響いてきて、大地は思わず跳び上がった。

「ひいっ、渚！」

　先ほどまでの優ゆう雅がな態度はどこへやら、渚は露骨に顔を歪ゆがめて不ふ機き嫌げんそうだ。

　気づくと、空く美みたちも学校内に入り、二人きりになっていた。

「篠しの崎ざきさんフィーバーがようやく落ち着いてきたかと思ったら、来月の校内新聞の目玉ですって？　私を差し置いて！」

　渚が面おも白しろくなさそうに言う。

　常に一番の人気者でいたい渚にとって、先月、大注目を浴びた朱里は目下ライバルとして認定されているらしい。

　もちろん、天下の猫かぶり。そんな様子はおくびにも出さないが。大地の前以外は。

「校内新聞かあ……ＵＭＡ特集とかしてくれないかな……俺おれにインタビューがきたら、いくらでも話すんだけどなあ」

「するわけないでしょ」

　渚が吐き捨てるように言った。

　まだ機き嫌げんが悪いらしい。

「ＵＭＡの話なんて誰だれも読まないわよ、そんなの！」

　決めつけるような言い方に、大だい地ちは思わず叫んだ。

「認知度が低いだけなんだ！　きっと、みんな、ＵＭＡのことを知ったらもっと興味を持ってくれる！」

「無む理り無む理り」

　あっさり断定し、渚なぎさが手を振る。小憎らしいことこの上ない。

「そんなことない！　この浜はま森もりにこれほどの神しん秘ぴが隠かくされていると知ったら、みんなの気持ちも動くよ」

「あんたって本当に変わり者ねえ……」

　渚がほうっと呆あきれたようにため息をつく。

「おまえに言われたくない！　ラーメン好きの人魚なんておまえくらいだよ！」

「何ですって……!!」

　渚のヴァイオリンケースを握る手に力がこもる。

　ちなみにケースの中身はヴァイオリンではなく、魔ま物ものの魂がこめられた魔ま獣じゆう具ぐだ。

　大地は撲殺される前に、校舎に向かって駆けだした。
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　教室に入った朱あか里りは、そっと席についた。

　頬ほお杖づえをつき、目を閉じると、二作目の構想を練る。

　受じゆ賞しよう作さくと同じく十代の少女が主人公の恋れん愛あいものだ。

　受賞作と同じ趣向のほうが、作家としてのカラーもつくし、ファンになってくれた人が続いて読んでくれるだろう、と編集者にアドバイスされたのだ。

　あと、背せ伸のびをせずに、等身大の人物を描くほうが共感されるだろうし、同年代だからこそ書ける感性がプラスに働くのではないかとのことだった。

　だが、言われなくとも、朱里は恋愛ものにチャレンジするつもりだった。

　受賞作を書きあげたとき、ある種の満足感はあった。

　だが、悲ひ恋れんで終わる物語に、少し思うところがあった。自分のコンプレックスに引きずられてしまった感があったのだ。

　次は主人公である少女が積極的に恋愛を頑がん張ばる話を書きたい――そう思ったはずなのに。

　編集さんも賛成してくれたのに。

　なのに、どう考えても、ヒロインが動き出してくれない。臆おく病びようなままなのだ。

「私がダメなんだ……」

　行き着く先は、やはり自分になる。ヒロインが片思いをしている男の子に踏み出せないのは、自分が怖いからだ。

　傷つきたくない――そう思ってしまう。

　かといって、自分とかけ離れた明るく積極的なヒロインを主人公にすえると、途と端たんに物語が動かなくなる。

「どうしたらいいの……」

　朱あか里りは頭を抱えた。

　現げん役えき女子高校生による最年少受賞が話題になったので、おそらく受じゆ賞しよう作さくの売り上げは期待できる。なるべく早めに二作目を上じよう梓しし、世間に認知されるのが大事だと編集さんからは急せかされている。

　だが、焦るばかりで前に進めない。

「よし！」

　朱里は席を立った。

　行き詰まったときは、体を動かすのが効果的だと経験上知っている。

　じっと座ったままだと、思考も硬こう直ちよく化して動けなくなるのだ。

　朱里は創作用のノートとボールペンを手に廊下に出た。

　朱里はゆっくり歩きながら、次回作の構想を思い浮かべた。

　気になるクラスメイトがいる少女。

　近づきたい、でも近づけない。

　この心理はよくわかる。でも、自分と似たタイプの彼女がどうアプローチしていくのか、思いつかないのだ。

「好きな男の子と仲良くなる方法……」

　頑がん張ばって声をかけてみて、積極的に話してみる。彼の好きなことに興味を持つ。

「そこから、どう進んだらいいのかなあ……」

　恋に積極的な友達の園その田だ三み花かに聞いてみると、「ボディタッチよ、ボディタッチ！　男の子はそういうのに弱いんだから！　さりげなく、肩かたとか手とかいろいろ触るのよ！」とアドバイスをしてくれた。

「……絶対無む理り」

　体に触るなんて、そんな勇気はない。想像するだけで、胸むねがドキドキする。

　他ほかにも「まずは二人きりにならなくちゃ！　デートに誘うのよ」とも言ってくれたが、とてもじゃないが実行できそうになかった。

　誘って、もし迷惑そうな、困ったような顔をされたら――そんなことを思ってしまう。

「ふう……」

　朱里はため息をついた。

　渚なぎさや空く美みのように、綺き麗れいで人気者だったら、こんなことを悩なやみもしないのだろう。

　私ってダメだなあ。

　つい、そんな後ろ向きなことを考えてしまう。

「あっ！」

　小さい悲鳴が聞こえた瞬間、朱あか里りは強い力でぶつかられ、尻しり餅もちをついた。

　手からノートとペンが飛ぶ。

　痛みと衝しよう撃げきに、朱里はようやく空想の世界から、現実へと舞い戻った。

「ご、ごめんなさい！　ちゃんと前を見てなくて！」

　当とう惑わくしたように自分を見下ろしているのは、長いストレートヘアの小こ柄がらな少女だった。

　上履きのラインが赤色なので、同じ一年生だとわかる。

「こちらこそ、ぼうっとしてて！」

　朱里はノートとペンを拾うと、慌てて立ち上がる。

「怪け我がはないですか？」

　心配そうに聞く少女に、朱里はうなづいた。

「大丈夫。ちょっとお尻が痛いだけ」

　ホッとしたように少女が微笑ほほえんだ。

　可愛かわいい女の子だった。でもどこか儚はかなげで、ちょっと二作目のヒロインに似てる――。

「篠しの崎ざきさん、大丈夫？」

　いきなり声をかけられ、朱里は驚おどろいて声を上げた。

「あ――純じゆん先輩!!」

　そこに立っていたのは、美み木き多た純だった。相変わらず茶色のさらさらの髪かみと、男子とは思えないほどの白いすべすべの肌をしている。

　優しげな顔立ちと、そのイメージぴったりの上品さで女子から絶大な人気を誇る。

　またの名を『ピアニスト』。二年生で、先月行われた男子有名人ランキングの三位だ。

「大丈夫です」

　朱里はびくびくと言った。

　先月の事件以来、純の顔がまともに見られなくなっていた。

　大だい地ちたちといた教室に現れた純の奇妙な言動、そして純の背はい後ごから出てきた金きん髪ぱつの女――その後、気を失ってしまったこともあり、よく覚えていない。

　大地や渚からは気のせいだと言われてしまった。

　そんな金髪の女など、出てこなかったと。

　純も何も覚えていないらしい。

　あれは夢だったと思う反面、あのときの恐ろしさが胸むねに刻まれている。

　だが、こうして変わらない笑顔を浮かべている純を見ると、やはり自分の勘かん違ちがいではないかと思うのも事実だ。

「じゃあ」

　純じゆんが笑顔で去っていく。

　そのとき、朱あか里りはぶつかったロングヘアの女の子の頬ほおが上気していることに気づいた。もとから色が白いせいもあり、真っ赤になってしまっている。

　その目は純先輩を追っている。傍はたから見てもわかる、熱っぽい視線。

　この子、もしかして純先輩のこと――。

「渚なぎさちゃん！」

　純が登校してきた渚を見ると、嬉うれしげに駆け寄った。

「あら、純先輩」

　渚と純が、何事か楽しそうに話している。

　その穏おだやかな光景を見ていると、先月の出来事が、やはり夢だったのかと思えた。

「！」

　顔を元に戻した朱里は驚おどろいた。

　ロングヘアの女の子が、とても悲しそうな表情になっていたからだ。

　きゅっと小さな唇くちびるをかみしめたその顔は、今にも泣き出しそうだ。

　彼女の視線は、楽しげに談笑している渚と純に向けられている。

「あの、大丈夫？」

　朱里は思わず声をかけた。

　少女の顔からどんどん血の気が引き、紙のように白くなっていったからだ。

　今にも貧血を起こして倒れそうに見えた。

　そのとき、朱里は足下に定期入れが落ちていることに気づいた。綺き麗れいな赤い色の定期入れだ。

　拾った朱里ははっとした。

「これ……」

　定期入れの片面に、写真が入っていた。

　そこに写っているのは、制服姿の美み木き多た純だった。

　隠かくし撮りらしく、目線がこちらを向いていない。

「あ、それ私の！」

　少女が慌てたように、朱里の手から定期入れをひったくった。

　みるみるうちに、顔に血がのぼっていく。

　視線をそらせた少女に、朱里は尋たずねた。

「……純先輩が好きなの？」

　しばらく、沈黙が流れた。

　だが、少女は観かん念ねんしたようにうなずいた。

「うん。でも、私なんか相手にされていないのはわかってる……あなた、篠しの崎ざきさんよね？」

「ええ、私のこと知ってるの？」

　朱あか里りは驚おどろいた。他ほかのクラスの子で、共通点などないのに。

「だって、純じゆん先輩に頼まれていたでしょう？　誕生日のコンサート」

「あ、ええ……」

　朱里は今月の純の誕生日に開かれるミニコンサートに、司会をしてほしいと頼まれていた。

　結局、純の体調不良を理由に中止になってしまっていたので、知っている人がいるのが驚きだった。

「うらやましかった……あなたが」

　言葉を裏付けるように、少女の目には明らかな羨せん望ぼうが浮かんでいた。

　朱里がひるんでしまうほど、強い光を帯びていた。

「私がうらやましい？」

　朱里は驚いた。そんなこと、今まで言われたことがない。

「だって、私は純先輩に話しかけることすらできないもの……」

　少女は切なそうにうつむいた。長い髪かみがさらりと悲しげに揺れる。

　朱里には彼女の気持ちがよくわかった。

　もし自分が、学年の違う人を好きになってしまったら。その人とはクラブなどの共通点もなかったら。

　話しかけることなんてできなかったに違いない。

「あ、あの……もし、私にできることがあったら言ってね」

　朱里は思わずそんなことを口にしていた。

　少女の顔に赤みが差し、笑みが浮かんだ。

「ありがとう。優しいのね。私は一年二組の矢や口ぐち里り緒お奈な」

「里緒奈……可愛かわいい名前ね」

　小こ柄がらで華きや奢しやで繊細そうな彼女にぴったりだ。

　こんなに可愛いのに――。空く美みもそうだが、客観的に見て非常に魅力的な女の子ですら、恋となると尻しり込ごみしてしまう。それが朱里には不ふ思し議ぎだった。

　私がもしあんなに可愛かったら。魅力的だったら。もっと積極的になるのに。

「篠崎さん、あなた、ＵＭＡ研究会に入ってるんですって？」

「えっ、もう知ってるの？」

　朱里は驚いた。

　つい先週、入ったばかりなのに、なぜ同じクラスでもない里緒奈が知っているのだろう。

　そんな朱あか里りの反応に、里り緒お奈なが苦笑した。

「だって、有名人ばかりいるんだもの。校内で噂うわさの的よ」

「あ、そっか……」

　生徒会長である空く美みや、学園のアイドルである渚なぎさがいるのだ。彼女たちが入部した、新しい同好会が注目を浴びても不ふ思し議ぎではない。

「でも変わってるわよね、ＵＭＡなんて」

「そ、そうだね……」

　かくいう自分も、よくわかっていない。

「ＵＭＡ研究会って不思議な生き物について調べるんでしょ？」

「うん、そうみたい……」

「それって、幽霊みたいなものでもいいの？」

「え？」

　朱里は驚おどろいて里緒奈を見た。

　彼女の表情は真しん剣けんそのものだった。

「ＵＭＡ研究会で、調べてほしいことがあるの」
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「大だい地ちくん！」

　昼休みに廊下を歩いていた大地は、呼び止められて振り返った。

　大きく手を振っているのは空く美みだった。

　一年生の教室の前に現れた美人生徒会長に、廊下にいた生徒たちがざわめく。

「なんですか？」

「明日の放課後、ＵＭＡ研究会の集会をやるから、第三会議室に集まってね！」

「はあ……集会ですか」

「秋の文化祭に向けて、活動をどうしていくか相談したいんだ。何か面おも白しろいテーマとか素材とか考えておいてね。じゃあね！」

　忙しいのか、ポニーテールを揺らして空美が慌ただしく去っていく。

　相変わらずバイタリティのある人だ。

「文化祭か……」

　ＵＭＡといってもいろいろある。

　ここはやはり浜はま森もりの伝説に迫るべきだろう。

　いや、初めての文化祭なのだ。

　まずは主なＵＭＡについて系統だって発表すべきだろうか。

　そのとき、ちょうど渚なぎさが通りかかった。

「あ、渚！」

　そう言った瞬間、凄すさまじい目で睨にらみつけられた。

「……じゃなくて麻生あそうさん」

「遅いわよ！」

　周囲に聞こえないよう低いドスのきいた声で渚が言う。

「何よ？」

「明日、ＵＭＡ研究会の集会があるって聞いた？」

　渚がこっくり頷うなずいた。豊かな蜂はち蜜みつ色の髪かみが揺れる。

「ええ、さっき空美先輩に会って」

「何をテーマにするといいかな？」

「別に何でもいいんじゃないの？」

　渚が興味なさげに言う。

「どうせ、誰だれも来ないわよ」

「それじゃ困るんだ！　う――――ん、どうしよう……」

「大地！　明日の放課後、集会なんだって？」

　悩なやんでいるところに、光こう輝きが来た。

「ああ、文化祭、どうやったら人が集まってくれるかな……」

「人集めか……確かにやるからには目立ちたいよな！」

　首をひねっていた光こう輝きだったが、急に顔を輝かせた。

「俺おれにいいアイディアがある！」

「ほんとか！」

　大だい地ちは期待に満ちた目を光輝に向けた。

　光輝が自信ありげに胸むねを張る。

「渚なぎさちゃん、篠しの崎ざきさん、空く美み先輩に香かお流る先輩……これだけタイプの違う美少女たちが集まっているんだ！　彼女たちをメインに据すえるべきだろう!?　たとえば、先輩たちにコスプレをしてもらい、メイド喫茶とかいいんじゃないか？　絶対に人が来る！」

　大地はようやく口を開いた。

「……おまえ、それのどこにＵＭＡが関係するんだ」

「ＵＭＡ？　ＵＭＡがどうかしたのか？」

　光輝がきょとんとする。

「あのな――――!!　ＵＭＡ研究会の出し物について考えてるの！」

「だから、ＵＭＡ研究会の目玉って美少女だろ!!」

「もういい!!」

　呆あきれ果てたのか、既に渚の姿はなかった。
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　大地は家に帰ると、自分の部屋に上がった。

「えーと……」

　本棚の奥にさしてある、一冊の古びた本を手に取った。

　薄い本で、何回も読んでいるうえに年季が入っているので、よれよれだ。

　タイトルは『浜はま森もりの不ふ思し議ぎな生き物たち』。

　著者は山やまノの上うえ陸りく三ぞう。大地の祖そ父ふが自費出版したものだ。

「俺が持っているのは一冊だけなんだよな……」

　大地は一階に下りると、台所にいる母に声をかけた。

「ねえ、じいちゃんの本ってどこにあったっけ？」

「本？」

「ほら、じいちゃんが浜森の本を出してただろ？　あれって何冊くらいあったっけ？」

　母が首を傾かしげる。

「さあ、お母さん、そういうの興味ないから……二、三冊じゃないの？」

「それだけしかなかったっけ？」

　もっと本を出していたイメージがあったのだが……。

「それだけって……普通の人が本を出すこと自体、珍しいと思うけど。自費出版だったから、けっこうお金がかかったみたいだし」

「そっか……」

　では自分の手元にある一冊と、あとは空く美みの持っているという一冊。その二種類しかないのかもしれない。

「そうだよな……別に作家じゃなくて、普通の人だったんだから……」

　今、大だい地ちの持っている知識は、祖そ父ふの陸りく三ぞうから直接聞いたものがほとんどだ。

　もちろん、覚えているものも多い。

　だが、忘れてしまっているものもあるだろう。

「もっと……もっともっとじいちゃんと話しておけばよかったな……。それを書いておけばよかった……」

　大地はがっくりした。

「テーマをどうしよう……」

　大地はぱらぱらと本をめくった。

「やっぱり、これしかないか」

　祖父もずっと探し求めていた、幻のＵＭＡ。

　智ち仙せん丸まる。

　外見は巨大な恐竜に似ていて、迷い人に真実を授けてくれるという、知ち恵えのＵＭＡ。

「よし！　やっぱりこれしかないな！」

　大地は力強く頷うなずいた。



    

  
    
      
第二章　初依頼





「さあ、みんな、テーマを考えてきた？」

　空く美みがにっこり微笑ほほえんで、室内を見まわした。

　長いポニーテールがさらりと揺れる。

　翌日の放課後。

　第三会議室には、ＵＭＡ研究会の全メンバーが集まっていた。

「じゃあ、文化祭に向けての発表テーマの会議を始めます。まず私からね」

　立ち上がった空美が長いポニーテールを揺らし、豊かな胸むねを張る。

「ＵＭＡの一般認知度の低さが気になるんだ。だから、文化祭では今までＵＭＡのことをよく知らなかった人たちに認識してもらうという目的で、いわゆる有名どころのＵＭＡの発表がいいと思う」

「たとえば飛ひ頭とう蛮ばんとか？」

　香かお流るの言葉に、空美ががっくり肩かたを落とした。

「あんた、なんで空飛ぶ首のお化けなんか知ってんの？　でも、それＵＭＡじゃないから」

「ネッシーとかですか？」

　おずおずと朱あか里りが言った。得たりと空美が大きく頷うなずく。

「そう！　イエティ、モスマン、オゴポゴとかいろいろあるけど、やっぱり一番に思い浮かぶのはネッシーよね!?　だから、ネッシーをメインに据すえようと思うのよ」

　ネッシー。

　過去、これほどまでに世間を騒がせたＵＭＡがあっただろうか。

　起源は５６５年にもさかのぼる。ネス湖――当時は川だったらしいが――に怪物がいるとの伝でん承しよう。

　目撃情報によると、七メートルから二十メートルくらい。首の長い巨大な蛇とも、恐竜ともいわれている。

　１９９３年には初めて写真が撮られた。世界中を騒然とさせ、写真の真偽に関する大論争が巻き起こった。

　写真が偽物だとの説が有力となった今も、ネッシーを求めてネス湖に訪れる人は絶たない。

「う―――ん。確かに知名度はありますが、面おも白しろみに欠けませんか？　新しい事実が発見されたわけでもないし……」

　ネッシーは一般の人でも聞いたことはあるだろうし、イメージも浮かぶだろう。

　それだけに新鮮さがないともいえる。

　大だい地ちはそれを懸け念ねんした。

「だから、これまでにない、迫力のある展示にするわけ！　ちょうど夏休みがあるから、現地に探しに行って、そのレポートを発表ってどう？」

「は？　探すってまさか……」

　空く美みが力強くうなずいた。

「そう、ネス湖へ行くのよ！」

「はああ!?」

　唖あ然ぜんとする大地に気づかず、空美がぐっと拳こぶしを握る。

「神しん秘ぴのネス湖へ！」

「ネス湖ってどこ？　名前からして日本じゃないわよね……」

　渚なぎさが呆ぼう然ぜんとしながら大地に言った。

「イギリスだよ！　スコットランドの北部にある」

「自然が豊かで、すんごいいい所みたいよ～。ちなみにネス湖はイギリス最大の淡たん水すい湖こで、長さが三十五キロもある細長い湖なんだって～」

　空美がすらすら言う。しっかり調べてきたのだろう。

「海外なんて無む茶ちやですよ！　せめてツチノコとか、日本で見つかりそうなやつにしましょうよ！」

「それじゃ、地じ味みじゃない！　イギリスの湖なんて皆行ったことないから、きっと珍しがると思うわ！　写真とかたくさん飾りましょう！　水中テレビやソナー付きの船に乗ってネッシーを探たん索さくするクルーズツアーもあるし、面おも白しろいレポートができそうよ！」

　興奮した空美はもう大地の言うことなど耳に入っていない。

「却きやつ下か」

　香かお流るの静かな声が会議室に響いた。香流が無表情のまま、色しき素その薄い目で空美を見た。

「空美、その予算は？」

「え？」

　空美がぎくりと体を強こわばらせる。

「イギリスまでの旅費、それが六人分。イギリス旅行のツアー代金はシーズンにもよるけど、だいたい十万前後。計六十万なんて大金、たかだか同好会の部費から捻ねん出しゆつできるわけない。よって、検討の余地なし。却下」

　判決を聞いた囚人のように、空美ががっくりうなだれる。

「さ、さすが会計……」

　あっさり空美をやりこめた香流を、大地は尊敬の念をこめて見つめた。

　肩かたを落とした空美が大地を見た。

「じゃあ、次は副部長の大地くんね。何かある？」

「お、俺おれが副部長なんですか!?」

　いきなりの任命に戸と惑まどいつつ、大だい地ちは立ち上がった。

「せっかく浜はま森もりにいるんだから、浜森のＵＭＡについての特集はどうかな、と」

「まあ、確かにそれもありだよね。地元の伝説、っていうことで、興味も引けるだろうし」

　空く美みがうなずく。自分の意見が却きやつ下かされても、全然めげていない。こういうさっぱりしたところが彼女の特色だ。

「で、浜森のＵＭＡっていったら、やっぱり『智ち仙せん丸まる』でしょう！」

「智仙丸？　何それ？」

　空美がきょとんとする。

　空美の意外な反応に大地は驚おどろいた。

「ええっ、なんで知らないんですか？」

「だって、聞いたことないよ……智仙丸ってなに？」

「人語を解する賢者のＵＭＡって言われていて、出会った人間の望みを叶かなえてくれるっていう話を聞いたことないですか？　祖そ父ふの本に載のってませんでした？」

「全然知らない……。それに、載っていたら覚えてるよ」

「そんな……」

　大地は呆ぼう然ぜんとした。

　あれほど祖父から何度も聞いていたＵＭＡを、空美はまったく知らないようだ。

　どうやら祖父は、大地にだけ話したらしい。

　秘密のＵＭＡなのだろうか？

　戸惑いながらも、大地はまとめた。

「じゃあ、とにかく智仙丸を探しに！」

「で、それは浜森のどこに出没したことがあるの？」

「えっ……」

　空美の質問に、大地は詰まった。

「それが、浜森のどこか、ということしかわからないんです」

　大地はばさっと地図を広げた。

「なので、夏休みを全部使って、浜森全域を調査しましょう。このとき、問題は山になりますね……浜森にある山の中には道が作られているものもありますが、その他ほかの山は道なき道を行くことになります。また、山中泊になると思うので、アウトドア用品を一式揃そろえることになります。シュラフやテントはもちろん、トレッキングシューズや専用のザック、防水加工した雨具、ヘッドライトなどは必須ですね」

　そう、ここがネックだったのだ。

　泊まりまで考えたアウトドア用品を揃えるのは、大地の小遣いだけではとうていまかなえない。

　また、たった一人で山に行くのも危険すぎる。

　この同好会の発ほつ足そくで、それが一気に解決する！

「どうですか!?」

　勇んだ大だい地ちだったが、返ってきたのは冷たい沈黙だった。

「あ、あれ？」

　予想した反応と違う。大地は硬かたい表情のメンバーを見まわした。

「ちょっと、それ、キツくない？　俺おれたち、山岳部じゃないんだぜ？」

　光こう輝きがうんざりしたように言った。

　渚なぎさや朱あか里りもうなずく。

　大地は慌てて空く美みを見た。

「空美先輩はどう思います!?」

　空美ならば。浜はま森もりのＵＭＡに関して興味を持っている空美ならば、賛成してくれるのではないか。

　そう思ったのだが。

　空美が眉み間けんにしわを寄せ、首を傾かしげた。

「その智ち仙せん丸まるっていうＵＭＡって本当にいるの？　私、聞いたことないんだけど……」

「お、俺は昔から祖そ父ふに聞いていて……」

「う―――ん、どうも私は馴な染じみがないから、ピンとこないなあ。まあ、それはさておき、出没する場所や条件もはっきりしてないんだよね？」

「え、ええ、それは……」

「あまりにも手がかりがなさすぎない？　当てもなく、そんな山奥まで探しに行くのは、ちょっときついなあ」

「あ……」

　ずっとこだわりのある自分には苦でもないが、確かに初めて聞く空美たちからするとそうだろう。

「智仙丸に関しては、もっと情報が集まってからにしない？　調査は今じゃなくてもいいと思う」

「そうですね……」

　つい、勢いにのって提案したものの、空美の言うとおりだ。

　大地はがっくりと肩かたを落とした。

「じゃあ、次、香かお流るは？」

　空美に言われ、香流がすっと立ち上がった。

　華きや奢しやで色しき素そが薄いせいか、ほとんど重さを感じさせない軽やかな動作だ。

「『早はや瀬せ空く美み』の生態について」

　あまりに自然に言ったので、一瞬香かお流るの言っている意味がわからなかった。

　それは他ほかのメンバーも同様のようで、きょとんとしている。

「は？」

「だから、『早瀬空美』という生き物の生態について」

「あ、あんたね、ＵＭＡについての研究って言ったでしょ！」

「……だから選んだんだけど」

　香流がぼそっと言う。

　ようやく理解したメンバーが笑い出した。

　空美一人が納得いかないというように、「なんで私がＵＭＡ？」とブツブツつぶやいている。

「もう！　渚なぎさちゃん、何かある？」

　空美から指名を受け、渚が上品に立ち上がった。

「いろいろ考えてみたんですが、私はまだＵＭＡについて勉強不足なので……皆さんの意見に従おうと思います」

　渚が行ぎよう儀ぎよく言うと、静かに腰掛けた。

　渚の本性を知らなければもっともらしく聞こえるが、要は『興味がないから考えるのが面めん倒どう』、というところだろう。

　大だい地ちは渚の澄まし顔を見つめた。

「光こう輝きくんは？」

　待ってましたとばかりに光輝が勢いよく立ち上がった。

「やっぱり、今はやりの『メイド喫茶』でしょう！　女子全員にメイドの格好をしてもらいます。本格的なロングスカートタイプもあり、ゴスロリ風のミニもありの幅広いニーズに対応する――」

「却きやつ下か」

　香流に一秒で切り捨てられ、光輝はがっくりと席についた。

　残念ながら、憐あわれみを感じない。

「篠しの崎ざきさんは？」

　大地はあまり期待せず、朱あか里りに尋たずねた。

　渚や光輝、香流同様、朱里もＵＭＡについてほとんど知らないのだ。

　だが、朱里がおずおずと口を開いた。

「あの……これはＵＭＡじゃないかもしれないんですけど、実は『白はく蛇じや鏡きよう』についての調査を依頼されて……」

「依頼!?」

　思いがけない言葉に、一気に場がざわめいた。

　朱あか里りがその勢いに押されたように、声を小さくする。

「ええ、ＵＭＡ研究会の人に調べてほしいって……一年二組の矢や口ぐち里り緒お奈なさんって人なんですが」

　違うクラスの女子など、もちろん大だい地ちが知るわけもない。

　唯一光こう輝きが、

「なんか聞いたことあるなあ……地じ味みだけど、小さくて可愛かわいい、髪かみの長い子じゃなかったっけ？」

　と女子に対する博識ぶりを披ひ露ろうしていた。

「浜はま森もりには白しろ蛇へび伝説があるそうなんですが、聞いたことありますか？」

　朱里の言葉に、大地と空く美みは顔を合わせた。

「聞いたことないなあ」

「俺おれも」

「そうですか……里緒奈さんによると、丹に野の山やまに小さな祠ほこらがあって、白い蛇をまつっているそうなんです。そこには鏡があって、『白はく蛇じや鏡きよう』といわれているらしいです」

「丹野山にそんな伝でん承しようがあったの!?　なんで私、知らないんだろう」

　空美が目を輝かせた。

　丹野山は浜森の郊外にある標高八百メートルほどの山だ。登山道もあり、学校の遠足に使われることもある。

「俺も知らないです……祠まであるんなら、聞いていてもよさそうなんですが……」

　大地は記憶をたどってみたが、やはり祖そ父ふから白蛇に関する話を聞いた覚えはなかった。

「その白蛇は神様の使いとも、恋に破れ死んだ女の霊とも、いろいろ説があるようなんですが、恋を成就させてくれる、という噂うわさがあるそうです。それで里緒奈さんは一人で行ってみたそうなんですが……」

「一人で山に!?」

　大地はちょっと驚おどろいた。丹野山は確かに日帰り登山が可能な、さほど難しい山ではないが、それでも一応山は山だ。そこに高校生の女の子が一人で登ったと聞いて、ちょっと驚いた。

「それで、祠で祈ったらしいんですが、そこで見たそうなんです。白い蛇を」

「へえ！　生きてるの？」

　空美が興きよう味み津しん々しんで目を輝かせた。

「生きているというか……その、まるで龍りゆうのような大蛇だったそうです。何十メートルもありそうな」

　朱里がおずおず言った。

「はあ!?　夢でも見たんじゃないの？」

　光こう輝きが馬鹿馬鹿しいというように言った。まあ、これが普通の反応だろう。

　だが、空く美みは違った。くわっと目を見開き、立ち上がる。

「す、すごい！　それが本当なら大発見よ！　山で蛇のＵＭＡというと、日本では『剣つるぎ山ざんの大蛇』とかがあるけど、浜はま森もりにもいたなんて！」

「いや、まだいると決まったわけじゃ……」

　光輝の声を、空美はさくっとスルーした。

「しかも白しろ蛇へびかあ……。海蛇関係だとシーサーペントをはじめ、世界中で大蛇が報告されているけど、山には珍しいのよね……」

　もう空美はうっとりしている。

「カメラ……カメラを持っていかなくちゃ！」

　空美はもう、行く気満々だ。

「あ、あの……続きがあるんですけど……いいですか？」

　朱あか里りがおどおどと、興奮状態の空美を見た。

「空美、落ち着いて。まだ、依頼内容を聞いてない」

　香かお流るにたしなめられ、空美はようやく席についた。

「里り緒お奈なさんは大蛇に驚おどろいて逃げ帰ったそうなんですけど……」

「よかった。無事だったのね」

「ええ。でも、体がどんどん衰弱していってるそうなんです。それで、私たちのＵＭＡ研究会の噂うわさを聞いて、調べてもらえないかと……」

「わかったわ。じゃあ、もっと詳しい話を聞かなきゃね。その子、見たんでしょ？　白い大蛇を！」

「え、ええ……でも、今日は体調が悪くって欠席しているんです。さっき二組に行ったらそう言われました」

「心配ね……帰りにお見み舞まいがてら、みんなで家に行ってみよう」

　空美の言葉に、メンバーは頷うなずいた。
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　学校を出たメンバーは、空美が担任から聞き出した住所をもとに、里緒奈の家に向かっていた。

「この家ね。へえ、大きいなあ……」

　空美が感心したように、二階建ての立派な家を見上げた。

　明るいクリーム色を基調にした、すっきりしたデザインの洋風の家だ。

　ゆったりと造られているのが、外観からもわかる。

　そのまま住宅メーカーのＣＭに出せそうな立派な家だったが、どこか寒々しい感じがした。

　活気がないというか、それこそモデルハウスのような無機質さがあったのだ。

「じゃあ、行くよ」

　代表として空く美みがインターホンを押す。

【はい】

　帰ってきたのは、意外にも若い男の声だった。

「あの、私たち浜はま森もり高こう校こうの生徒です。里り緒お奈なさんのお見み舞まいに来たんですけど」

　しばらく沈黙が流れた。

【どうぞ】

　素そっ気けない声が返ってきた。

「じゃあ、行こうか？」

　空美が玄関の格子のドアを開け、エントランスに入った。

　そのとき、家のドアが開いた。

「いらっしゃい」

　静かな声でそう言ったのは、二十歳くらいのすらりとした男性だった。

　白いシャツにスラックスを着て、落ち着いた雰ふん囲い気きがある。

　さっき、インターホンで対応してくれた人だろう。

　里緒奈の兄だろうか。

「あ、初めまして。私は生徒会長の早はや瀬せ空美といいます。里緒奈さんの具合はどうですか？」

「伏せっていますが」

　クールな口調だった。青年がじっとこちらを見てくるが、そこから何の感情も読み取れない。同じポーカーフェイスでも、香かお流ると違って圧迫感があった。

「あ、そうですか。じゃあ、これ、お見舞いなので……」

　空美がお見舞いのクッキーを差し出した。

「いえ、少しなら話せるそうなので、どうぞお上がりください」

「いいんですか？」

「どうぞ」

　彼に誘われ、空美たちは家に入った。

「うわ……」

　大だい地ちは思わず声を上げた。

　入るなり、吹き抜けになっていて、天井が高い。

　磨き上げられた玄関には塵ちり一つ落ちていない。

　外観だけでなく、中もモデルハウス然としている。

　あまりに静かすぎるせいか、大だい地ちはちょっと緊きん張ちようしてきた。

「リビングにどうぞ」

　青年が手近なドアを開けてくれた。

　そこはゆったりしたリビングになっており、コの字型にベージュのソファが置かれていた。

「里り緒お奈なを呼んできますね」

　青年はそう言うと、リビングを出て行った。

　大地がソファに腰をおろすと、ぐっと体が沈み込んだ。

「なんかすごいですね……」

　ソファの前には映画を見ると迫力がありそうな、大型の薄型テレビが置かれている。センスのいいリビングを大地たちは見まわした。

「テレビなんかに出てきそうな部屋ねえ……」

　空く美みが居い心ごこ地ち悪そうにもぞもぞした。

「ねえ、病人のところにこんな大勢で押しかけちゃって迷惑だったかなあ……」

「そういうことはもっと早く気づきなさい」

　香かお流るが冷ややかにつっこむ。

「負担になるようだったら、会おうとしたりしないと思います。気にすることないですよ」

　渚なぎさが優しくフォローを入れた。

「ありがとう、渚ちゃん」

　空美が感激したように手を合わせる。

　さすがの猫かぶり……。

　大地は一人感心した。

　そのとき、ドアがノックされた。

「お邪じや魔まします……」

　入ってきたのは、トレイを手にした里緒奈だった。

　ふるふる震えるトレイには、人数分のグラスが載のっている。

「あっ、手伝うわ！」

　顔色の悪い里緒奈を気遣い、近くにいた渚が立ち上がるとトレイを手にした。

「ありがとうございます……」

　か細い声が、里緒奈の口から漏れた。

　細っこい子だなあ、というのが大地の第一印象だった。

　朱あか里りほどではないが、けっこう小こ柄がらだ。

　色の淡い長い髪かみをして、ワンピース姿で虚うつろに立っている姿は、どこか幽霊っぽかった。

　病気というのは嘘うそではあるまい。

　もとから細い少女なのだろうが、頬ほおがこけ、やつれているのが一目でわかる。

　今にも消えてしまいそうなほど、儚はかない印象があった。

「大勢で押しかけちゃってごめんなさい！　初めまして。生徒会長でＵＭＡ研究会の部長、早はや瀬せ空く美みです。それからメンバー全員」

　空美が一人ずつ名前を紹介してくれた。

　里り緒お奈なが緊きん張ちようの面持ちで頭を下げる。

「初めまして……わざわざ家まで来てもらえるなんて、びっくりしました。朱あか里りさん、白しろ蛇へびの話をしてくれたのね」

　里緒奈が感謝の念をこめて朱里を見た。

「ええ。みんな、興味を持って里緒奈さんの話が聞きたいって。それより、体の具合はどう？」

　朱里が心配そうに里緒奈を見つめた。

「朝はつらかったんだけど、寝ねていたら少し楽になったわ」

　弱々しく里緒奈が言う。

「ごめんね。体調が悪いんだったら、すぐ帰るから」

　空美が慌てて手を振った。

「いえ……来てくれて嬉うれしいです」

　里緒奈がうっすら微笑ほほえんだ。

　本当に今にも消え入りそうな感じだ。

「ちょっと白蛇の話を聞きたいんだけど、いいかな？」

　空美の言葉に里緒奈がこくんと頷うなずいた。

「山で白い蛇を見たって本当？　すごい大蛇って聞いたけど……」

「ええ……自分でも信じられないんですが、本当に見たんです。体は丸太のように太くって、すっごい長い白い大蛇を……あれは何だったのか……」

　里緒奈はそのときの恐怖を思い出したのか、ぶるぶる震えだした。

　いたわるように、朱里がそっと里緒奈の肩かたを抱く。

「白はく蛇じや鏡きようの伝でん承しようって私たちは知らないんだけど、里緒奈ちゃんはどこで聞いたの？」

　大だい地ちも気になっていたことを、空美が尋たずねた。

「私……ネットで見たんです」

「ネット？」

「ええ。恋が成就する方法を検索していたら、浜はま森もりの名前があるページを見つけて……」

「それってどんなサイト？　アドレスはわかる？」

　空美が勢い込んだ。

　だが、里り緒お奈なはかぶりを振った。

「それが……見たのは一回だけで、削除されたか何かで見られなくなっていました……」

「そっか……残念」

　空く美みががっくりと肩かたを落とす。

　それは大だい地ちも同じだった。それほどマイナーな浜はま森もりの情報があるということは、もっと他ほかにも面おも白しろい情報があったかもしれないし、管理人がどんな人だったかも気になる。

「とにかく、ＵＭＡ研究会としては気になるし、行ってみようと思うの。場所は覚えてる？」

「はい」

　香かお流るがさっとメモの用意をした。空美とのコンビネーションは抜群だ。

「駅前から出ているバスに乗って、終点の『丹に野の山やま登山口』で降りました。そして、道なりに林りん道どうを辿たどっていきました。三十分くらい登ったら分ぶん岐きに出て、左に曲がりました。すぐに行き止まりになるので、そこから上へ登りました」

「上へ？」

「行き止まりのところは二メートルくらいの崖がけになっているんです。出っ張った石や木の根っこを足がかりにしたら、私でも登れました……。上がると、平地に近いなだらかな傾斜になっているんです」

　大地は小こ柄がらな彼女の執しゆう念ねんに驚おどろいた。

　山の道なき道をたった一人で突き進むのは、昼間でも勇気がいるはずだ。

「そこから五分ほど歩くと、祠ほこらがあるんです……」

「よく迷わなかったわね」

　道がないということは、方向を見失いやすい。

「コンパスで方角を確かめたので……山頂のほうに向かうんです」

　コンパス――その言葉に、大地はびくっとした。自然に右手を握りしめてしまう。

　大地の右手に宿るのは、魔の海の羅ら針しん盤ばんだ。

　道に迷ったとき、絶大な力を発揮してくれる。

　だから、大地にはコンパスは必要ないのだ。

「里緒奈さんって大人しそうなイメージなのに、すごい行動力があるのね」

　渚なぎさが感心したように言う。

　里緒奈が恥ずかしそうに頬ほおを染めた。

「私も……今考えたら自分でも信じられないんです。でも、あのときは夢中で、それしか方法がないって思い詰めちゃって……山に行かなきゃってそればっかり」

「わかるわ」

　空美が深く頷うなずいたので、大地は思わず噴き出してしまった。

「祠に飾ってある鏡に祈って、しばらくしたら鏡が光ったんです。そうしたら、木の陰からいつの間にか大きい白い蛇が出てきて――」

「それは本当に蛇だったの？」

「そうだと思います。鎌かま首くびをもたげていたし、舌もあの蛇特有の二つに分かれたやつで――」

　思い出したのか、里り緒お奈ながぶるりと体を震わせた。

「怖くて怖くて――蛇に見つからないように必死で逃げたんです。家に帰ったらホッとして、あれは夢だったのかなとも思ったんですけど……」

　里緒奈がうつむいた。

「体の調子が悪くなってきて……。あんな巨大な蛇なんて現実にあり得ないし、もし幽霊とか妖怪とかだったら、私の体の具合が悪いのも、病院に行っても治らないかもしれないし……不安で不安で。でもこんな話、誰だれに言っても信じてもらえないだろうから、相談もできなくて」

　里緒奈がきゅっと小さい手を握った。

「どうしていいかわからなくって……そんなとき、ＵＭＡ研究会が発ほつ足そくしたって聞いて、朱あか里りさんにお願いしたんです。奇妙な生き物を調査する会なんですよね？　だから、もしかしたらって……」

「任せなさい！」

　空く美みがバン、と自分の胸むねを強く叩たたき、そして激しくむせた。

「張り切りすぎ」

　そんな空美に、香かお流るがさくっと言う。

「げほっ……心配しないで、私たちが調査に行ってくるから」

「本当ですか！」

　里緒奈の顔がぱあっと輝いた。

「お願いします！」

「任せて！」

　空美が力強く請け負った。



　　　　　　　＊



　里緒奈の家を出たあと、ＵＭＡ研究会のメンバーは駅前のファミレスに集まった。

　席につくなり、空美ががばっと頭を下げた。

「ごめん！　勝手に安やす請うけ合あいしちゃって！　もし、皆が嫌なら私一人で行くから！」

「いや、いいですよ。俺おれも興味があるし、行きますよ」

　大だい地ちの言葉に、他ほかのメンバーも頷うなずく。

「で、でも、女の子はどうかな？　怖いなら無む理りに参加しなくてもいいんだよ？」

「蛇は怖いですけど……皆もいるし、大丈夫です」

「ぶはっ！」

　渚なぎさが健けな気げな笑顔を見せたので、大だい地ちは噴き出しそうになった。

　大蛇を軽かる々がる引きちぎっている渚を想像してしまったのだ。

　この中で一番、蛇が怖くないだろうに。

「ぎゃあ！」

　大地は悲鳴を上げた。テーブルの下で思いきり足を踏まれたのだ。

　足の甲を踏み潰つぶそうとした犯人は、涼しげな表情で窓の外を向いた。

　澄まし顔の渚を大地は睨にらんでみたが、もちろん毛ほどのダメージを与えることはできない。

「私も……行きます」

　か細い声で朱あか里りが言った。

　その小さな手がきゅっと膝ひざの上で握りしめられている。

　頑がん張ばって勇気を出そうとしている朱里を見ていると、胸むねがきゅんとした。

　大丈夫、俺おれがついてるから。

　そう言ってやりたい気分になる。

「蛇は怖いけど、里り緒お奈なさんが無事に帰ってきていることだし、そんなに危なくないかな」

　香かお流るがぽつりと言う。

「怨おん霊りようだと怖いけど……皆が行くなら俺は行く！」

　光こう輝きが勇んで言った。その目がとろんとする。

「美少女たちとお出かけ……それがジャングルだろうが深海だろうが、俺は行く！」

　言ってることはアホそのものだが、その情熱はすごい。

「じゃあ、この土日に行くってどう？　日帰りだと慌ただしいから、泊まりで。分ぶん岐きの近くに泊まれるロッジがあったから、そこを予約するわ」

「了解。じゃあ、食料が必要ね」

　香流がさっそくメモをとる。

「うん。それは私が調達するよ。調理場もあったから、何か温めたり、簡単なものを作ったりするのはできると思う。一応登山になるから、動きやすい格好でね。それから――」

　空く美みがてきぱきと服装や持ち物などのアドバイスをしてくれる。

「でも、おまじないって、高校生になっても信じるもんなんですね～。小学生くらいならともかく」

　何気なしに大地が言うと、空美が、

「そうでもないよ。ねえ？」

　と、香かお流るを見た。

「去年、浜はま森もり高こう校こうでおまじないがはやってた」

　香流がうなずく。

　もちろん大だい地ちたちは一年生なので、去年の高校のことは知らない。

「はやったおまじないって何ですか？」

「両思いになれるっていう、恋のおまじない。これが効力があったとかで、爆発的に広がったんだ」

「へえ……どんなやつですか!?」

　なぜか光こう輝きが興きよう味み津しん々しんの顔になる。

「左手の手のひらに、青いペンで好きな子の名前をアルファベットで三回書くの。それが消える前に、その好きな相手と握手すると両思いになれる、っていうやつ」

「へええ……」

　思ったより簡単そうだ。

「シンプルなんだけど、片思いの子と握手するって結構ハードルが高いじゃない？　だから余計に効力がありそうな感じがあったみたいで」

「みんな、手を気にしていて面おも白しろかった」

　香流が言う。

「うん。誰だれが誰と手を触ったとか、誰々の手に書いていた名前は誰のものか――とか、やたらと手が注目された時期があったねえ」

　楽しげに言う空く美みを、香流がちらっと見た。

「空美もやってみたら？」

　かあっと空美の顔が赤くなる。

「ちょ、ちょ、ちょっと何言ってんのよ！」

「簡単じゃない？　『握手してください！』って言ったらやってくれるよ、きっと」

「む、むむむむ無む理りだよ、そんなの！」

「わかったから、おしぼりをひきちぎるのやめてくれる？」

　香流に言われ、空美は無意識にやっていたのだろう、ビリビリにちぎれた使い捨てのおしぼりから、慌てて手を放した。

「半径一メートル以内に入ったら息もできなくなるんだよ！　無理、無理！」

「ふう……情けない……」

　香流が肩かたをすくめる。

「ね、渚なぎさちゃんたちもやってみたら？」

　空美にそう言われ、渚が優美な微笑ほほえみを浮かべた。

「私、おまじないって興味がないんですよ。占いとかも気にしないし」

「まあ、渚なぎさちゃんなら、神頼みなんか必要ないか」

　空く美みがふうっとため息をついた。

「おまじないかあ……」

　隣で小さなつぶやきがした。

　大だい地ちは真しん剣けんな表情の朱あか里りを見た。

「興味あるの？」

「え？　ええっ、べ、別に……」

　朱里がハッとしたように大地を見ると、真っ赤になった。

　いきなり声をかけたので、びっくりしたらしい。

「た、ただ、本当に効力があるのかなって……」

　朱里もやはり気になるようだ。

　俺おれはおまじないなんて、全然興味ないが。

　そのとき、大地は朱里の様子がずっと気になっていたことを思い出した。

「なんだか、最近考えごとしているけど、悩なやみごと？」

　大地はさりげなく聞いてみた。

「えっ、あの、その……」

　朱里は更に驚おどろいたように、手をばたつかせた。

　その手がグラスに当たり、倒してしまう。

「あっ！　ごめんなさい！」

「いや、俺が驚かせたから――」

　倒れたグラスに同時に手が伸のびた。

　すっと大地の手に朱里の手が重なる。

「あっ」

　まるで火傷やけどをしたかのように、朱里が手を引っ込めた。

「大丈夫？」

　空美が心配そうに見てきたので、大地は慌てて頷うなずいた。

「はい、グラスも割れていませんし、中身もほとんどなかったので……」

　言いながら、大地はドキドキする胸むねの鼓こ動どうを痛いほど感じていた。

　ちょっと手が触れただけじゃないか。

　そう思ってみても、ドキドキは収まらない。

「じゃあ、土曜日の朝、九時に駅前でね！」

　空美がそう言って、お開きになった。

　ファミレスを出ると、その場で解散となった。

「さて、帰るか」

　そうつぶやいた大だい地ちは、朱あか里りがじっと自分のことを見つめているのに気づいた。

「あの、大地くん……」

「何？」

　だが、朱里は口を開かない。

　何か言いたげなのに言葉が出てこない。そんな風に見えた。

「ねえ、山やまノの上うえくん！」

　渚なぎさに明るく声をかけられ、大地は慌てて振り返った。

　渚が大地の陰に隠かくれていた朱里に気づいた。

「あ、ごめんなさい。話し中だった？」

　朱里が慌てて手を振った。

「ううん、何でもないの」

「でも……何か話があったんじゃないの？」

「つまらないことなの！」

　そう言うと、朱里は逃げるように走っていった。

「どうしたのかしら、篠しの崎ざきさん」

　渚があっという間に走り去った朱里を呆ぼう然ぜんと見送る。

「さあ……おまえの顔が怖かったのかなあ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「何ですって！」

　渚なぎさの目がつりあがった。

「い、いや、いい天気だなあ」

「それ、ごまかしてるつもり!?」

「いでっ、いでででで！」

　思いきり腕をつねられ、大だい地ちは悲鳴を上げた。

「ぎゃあ！　肉がちぎられる！」

「乙女心を傷つけるからよ！　まあ、いいわ、そんなことより」

　ずいっと渚が顔を近づけてきた。

　ふわりと蜂はち蜜みつ色の髪かみがやわらかく揺れる。

　宝石のような緑色の目に、大地はすいこまれそうな気分になった。

「どう思う？　あの話」

　渚が真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

「嘘うそを言ってる感じじゃなかった」

　里り緒お奈なの口調には確信があった。あやふやな目撃情報とは思えなかった。

「魔の海の魔ま物ものかしら？」

　ここ浜はま森もりでは、『魔の海』と呼ばれる異世界とつながることがある。そこからやってきた魔物たちが人に害をなすことがあり、渚はたった一人で魔物たちを密ひそかに退たい治じしていた。

「その可能性もあるだろうな。そんなでかい白い蛇なんて、まず普通ではありえない。霊的なものって考えにくいしな……」

「そうね、幽霊なんて非科学的だし……」

　自分が人魚のハーフということは棚に上げ、渚がしゃあしゃあと言う。

「魔物だったら、倒しておかなくちゃね」

「ああ」

　大地は頷うなずいた。

「まあ、私に任せておきなさいよ！」

　渚が胸むねを張る。どうやら、前回の事件でカワハギを素す手ででボコったことで更に自信をつけたらしい。実際強いのだが。

「“〝レヴィ”〟もいるしね」

　渚が黒いヴァイオリンケースを見る。

　大地は苦笑した。魔ま獣じゆう具ぐの魔物を、“〝レヴィ”〟と勝手に仇あだ名なをつけたらしい。

　黒いヴァイオリンケースに入っているのは、一見古びた棍こん棒ぼう。だが、それは魔物の魂が込められた魔獣具だ。

　渚がその人魚の歌声で目覚めさせると、天を駆けめぐる巨大な龍りゆうのごとき魔物が出現する。

　その姿が聖書に出てくる『レヴィアタン』そっくりなのだ。

「でもさ、びっくりしなかった？　里り緒お奈なさんってあんなに大人しそうなのに、おまじないのために一人で山に行くなんて」

「ああ、俺おれも驚おどろいた。女ってああいうの好きだよな」

「あ、あら、私は興味ないけど」

「ふうん。まあ、おまえは『おまじないをしてみよう』なんて可愛かわいいガラでもないしなあ」

　バキ。

　不吉な音に、大だい地ちはぎょっとして渚なぎさを見た。

　両手の指と指をからめた渚の関節がバキボキ鳴っている。

　その緑色の目は怒りに輝いていた。

「ちょっ……おまえ、なんかまるで臨戦態勢のプロレスラーみたいなんだけど」

「……人を相撲取りとかレスラーに喩たとえるの、やめろって言ったでしょ――――!!」

「ひいっ！」

　がしっと胸むなぐらをつかまれ、大地は体を縮めた。

　撲殺される!!

　だが、パンチは飛んでこなかった。

「許してほしい？」

　渚が思わせぶりな声を出す。

「はいっ！　許してほしいです！」

　命がかかっているのだ。この際、プライドなどどうでもいい。

「そう……」

　渚があっさり手を離した。

　どうしたというのだろう。

　咳せき込こみながら、大地は渚をこわごわ見た。

「……あのさ、私、ちょっと食べきれないものがあるのよね」

「はあ……」

　急に話題が変わり、大地はきょとんとした。

「『ラーメンくがぬま』ってあるでしょ？」

「ああ、博はか多たの名店な」

　最近、よく雑誌やテレビでとりあげられるようになっている、博多の豚骨ラーメン店だ。

　なんでも、まだ二十代の若い兄弟が立ち上げたということで、『ラーメン界に新しん旋せん風ぷうか!?』と注目を浴びている。

「今週の『ラーメン道一直線！』を見た？」

　渚なぎさがバラエティ番組のコーナー名を挙げた。

「いや、見逃した」

「『ラーメンくがぬま』って評判がいいけど、なんといっても場所が九州だし、若い兄弟が始めた小さな店だから、まだまだ地元の人くらいしか食べてもらえないみたいなのよね。それで、これから新店舗の誘ゆう致ちとかイベントの参加とかにさきがけて、ラーメンの通販を始めたらしいのよ。で、さっそくサイトを見てみたのよね」

「はあ……マメだなあ、おまえ」

　大だい地ちもかなりのラーメン好きだが、情報収集力と行動力では渚のほうが上だ。

「な、何よ！　食い意地が張ってるって言いたいわけ!?」

　渚が顔を赤くし、急に怒り出した。

　なんでだ。さっぱりわからない。

　だが、とりあえず機き嫌げんをとっておくことにする。

「い、いや、そういうわけじゃ。ラーメンを愛してるんだなあ、と思っただけで」

　だが、これがまずかったらしく、渚が目をつりあげた。

「べ、別にラーメンなんか好きじゃないわよ！　私、ラーメン好きじゃない!!」

「おまえ……それは無む理りがあるんじゃ……」

　目を輝かせながらラーメンを食べ、雑誌やテレビをマメにチェックして新しい店の開拓もおろそかにしない――どこからどう見ても、ラーメン愛好家なのだが。

　だが、「ラーメン好きと認めるくらいなら、この場でおまえを殴り殺す！」というように睨にらみつけてくる渚を見て、大地はあっさり前言を翻した。

「わかった。おまえはラーメンが好きじゃないんだな。で？」

「でね」

　さっと渚が機嫌を直し、本題に入った。

「せっかくだから注文してみたわけよ。ラーメンを」

「ほう……」

　わざわざラーメンをお取り寄せ。それのどこがラーメン愛好家じゃないんだ。

　そう言いたいが、大地はぐっとこらえた。一応、学習能力はあるのだ。これでも。

　大地の葛かつ藤とうに気づかず、渚がとくとくと話を続ける。

「で、四食入りを買ったはずが、なんか十二食入りを注文しちゃったみたいで。さすがに一人じゃ多いかなーって」

　ようやく話がつながった。

「へえ……。つまり、食べきれないものってラーメンなのか」

「そ、そうよ、悪い？」

　渚がキッと睨んでくる。

「一ダースか……おまえなら軽く食べそうだけどな」

　つけ麺めん五杯を余裕で食べていた渚なぎさを思い出す。

「なんか言った？」

「い、いや何でも……」

「付け合わせのチャーシューやシナチク、それからネギも用意しているから、後は作るだけなんだけどね！」

「へえ……」

「すっごいおいしいって評判らしいわ。現地に行かなくても、『ラーメンくがぬま』を味わえるっていうのが売り文句でね。その分日持ちしないから、あと三日くらいで食べないと！」

「ほう」

　渚が一生懸命話しながら、だんだんイライラしたように足の先を小刻みに上下させて地面を叩たたき始めた。

「私の家さあ……今、私しかいないのよね」

「そうなのか」

「パパが東京に長期出張中で、ママがついていったから」

「ほう」

　また話題が飛んだ。渚が何の話をしたいのか、よくわからない。

　渚が腕組みをして睨にらみつけてくる。

　何か言わなくては――そんなプレッシャーを感じた。

「おまえ、ひとりっこなんだな」

「そうよ……でもそんなことはどうでもいいの！」

　渚がキッと睨んできた。

「だからさ、今、気兼ねなく人を家に呼べるってわけ」

「なるほど」

「そして、名店のラーメンが食べきれないほどあるのね」

「ラーメンパーティーでも開いたらどうだ？」

　なかなかいいアイディアだと思ったが、渚の髪かみがゆらっと揺らめき、その目が爛らん々らんと輝き始めた。

　怒ってる。絶対怒ってる。

　なんでだ……。

　大だい地ちはびくびくと渚を見つめた。

「……私がラーメンを好きって、あんたしか知らないんだけど」

「そ、そうだね……ていうか、『ラーメンが好き』って自分で認めてるけど、大丈夫？」

「!!」

　渚なぎさの顔が瞬時に赤く染まった。その拳こぶしがぎゅっと固く握られる。髪かみが更に大きく揺らめいた気がした。

「ひいいっ！」

　命の危険を感じた大だい地ちは身構えた。

　つまらないツッコミで、火に油を注いでしまった！　俺おれのバカバカ!!

　だが、渚は何とか自分の中の怒りをなだめたようだ。

　顔を赤く染めながらも、静かにつぶやく。

「……誰だれにでも言い間違いってあるでしょ」

「そうだね、その通りだね。よくあるある、言い間違えって!!」

　大地は必死で頷うなずいた。

　渚がコホンと咳せき払ばらいをした。

「あのさ、あんたがどうしても『ラーメンくがぬま』のラーメンを食べたいっていうんなら――」

「あら、渚!?」

　鈴を転がすような、美しい声がした。

　大地と渚は同時に振り返った。

　そこに笑顔で立っていたのは、長い金きん髪ぱつの若い女性だった。すらりとした体を淡いグリーンのワンピースに包んでいる。

　渚が緑色の目を大きく見開く。

「ママ!?」

「ママ？　おまえのお母さん!?」

　大地は驚おどろいた。上品な笑顔を浮かべている女性は、どう見ても二十歳そこそこにしか見えない。渚の姉で充分通用するだろう。

「すごい美人だな……」

　大地は思わずつぶやいていた。

　まるでアメリカ映画から飛び出してきたかのような、現実離れした美女だった。

　腰まである長い金色の髪はゆるやかなウエーブを描き、日の光を浴びてまばゆく輝いている。

　渚と同じエメラルドグリーンの瞳ひとみは澄みきって、上等な宝石そのものだ。

　ほっそりしているのに、胸むねは大きく隆起し、健康的な色気を感じさせる。

　そして大人とは思えない屈くつ託たくのない笑顔は、太陽顔負けの明るさで周囲を照らしていた。

「久しぶり会いたかった！」

　渚の母が、ぎゅっと渚を抱きしめる。

「うぐっ、苦しいって！　なんで急に帰ってきたの？　ていうか、帰ってくるなら連絡ぐらいしてよ」

　渚なぎさが抱きしめられながらまくしたてた。

　ゆっくり渚の母が体を離した。

「だって要かなめさんがね、どうしてもアップルパイを食べたいっていうから」

　渚の母がとろけるような笑顔を浮かべる。

　薄うす桃ももに頬ほおを染めるその姿は、渚よりも幼く見えた。

　渚がぶすっとした表情で言う。

「……パパがアップルパイを食べたいのと家に帰ってくるのとどう関係があるの？」

「あ、あら。あらららら、渚ちゃん、この素す敵てきな男の子はだあれ？」

　渚の言葉をさらっとスルーした渚の母が、大だい地ちに視線を向けた。

　澄んだ緑色の目が、大地を興味深げに見つめる。

　とびきりの金きん髪ぱつ美女に見つめられ、大地は硬こう直ちよくした。

　心臓がどきどきする。

　渚の母というからには、もう三十歳は越えているはずで――だが、ここまで美しいともう年なんか関係ない。

　ていうか、この人、人魚なんだよな!?

　スカートの下から伸のびる足は、モデルのようにすらりとして長い。

　まったく魚っぽくない。

　母の足をまじまじ見つめる大地をちらっと見やり、渚がしぶしぶ口を開いた。

「……山やまノの上うえ大地くんよ。クラスメイトなの。変人でアホだけど、悪い奴やつじゃないわ」

「おまえなんだその紹介は――――――!!」

　あまりのことに、大地は食ってかかった。

　いきなりイメージダウンじゃないか。

　大地はこわごわ渚の母の反応をうかがった。

　ところが、渚の母の顔が輝いた。

「あなたが大地くんなの!?　会いたかったわ！」

　渚の母が大きく手を開き――そして、大地の体を包んだ。

「えっ」

　いきなり抱きつかれ、大地は硬直した。

「う……わ……」

　やわらかい体から、温かい体温が伝わる。

　顔をくすぐる、波打つ豊かなブロンド。

　甘い香りに包まれて、大地は陶とう然ぜんとなった。

　外国スタイルの挨あい拶さつ――最高。

「ママ!!」

　渚なぎさの苛いら立だった声に、大だい地ちはびくっとした。

「大地から離れてよ！　困ってるじゃないの！」

「あら間近で見ると、本当にハンサムね！　もっと顔をよく見せて」

　渚の母は渚の声など気にする風もなく、大地の顔をそっと両手で包んだ。

　頬ほおを滑る細い指の感触。

　そして美女のアップに、大地はくらくらしてきた。

「あ、あの……」

「あら、まだ自己紹介してなかったわね。セシリアよ。セシルって呼んで」

　セシリアの甘い声に大地はうっとりした。

　うう、さすがは人魚だ。声を聞いているだけで、体がとろけていきそうだ。

「セシリアでいいわよ！　セシルって呼ぶのはパパだけでしょ！　ママったら、本当に話を聞かないんだから！」

　渚が大地の襟えり首くびをひっつかむと、ぐいっとセシリアから引き離した。

「どうも……山やまノの上うえ大地です……よろしくです……」

　まだ甘い香りが鼻び腔こうに残る。大地はよろよろしながら、何とか挨拶をした。



    

  
    
      



    

  
    
      　セシリアが豊かな胸むねの前で手を組み、楽しげに微笑ほほえんだ。

「本当に嬉うれしいわ！　渚なぎさちゃんから話を聞いて、ずっと会いたいって思ってたの！」

「ママ！」

　渚が抗議の声を上げる。その顔が真っ赤になった。

　渚が俺おれの話を家で？

　意外な思いで、大だい地ちは渚を見つめた。

　視線に気づいた渚が、つんと顔をそらせる。

　あの様子では、どうせ、ロクなことではあるまい……。

「さ、行きましょ」

　すっとセシリアに腕をからめられ、大地は驚おどろいた。

「あ、あの……」

「今帰りでしょ？　ウチに寄っていって！　お茶をごちそうするわ！　そうだ、アップルパイも一緒にどうかしら？　すぐに焼くから！」

「は、はあ……」

　渚そっくりの輝くエメラルドのような瞳ひとみ。

　けむるような黄金色の髪かみ。

　その美しさに、大地は圧倒されっぱなしだった。

　そして肘ひじにあたるやわらかく弾力のある胸の感触が、大地のすべての判断力を奪っていた。

　完全に彼女のペースだ。

　だんだんだん!!と足を踏みならす音に、大地はハッとした。

　仁王立ちになった渚が、こちらを睨にらみつけている。

「ママったら！　強引すぎるわよ！」

「なんで？　好きな男の子を家に呼びたいって思うのは普通でしょ？」

「なっ……！」

「渚ちゃんも大地くんを家に連れてこようとしてたんじゃないの？」

　セシリアがそう言った瞬間、渚の顔が真っ赤になった。

「だ、誰だれが、このバカを家に招待なんか！　絶対、そんなことしてないわよ！　私はただ、ラーメンを買いすぎちゃったから、その――」

「渚ちゃんったら、相変わらずねえ……」

　セシリアが呆あきれたようにため息をついた。

「人魚の血を引いているっていうのに……。そんなんじゃ、他ほかの女の子にとられるわよ？」

「な、なんですって！」

　渚がおろおろと声を上げる。

　渚なぎさのこんな姿を見るのは初めてだ。

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自分勝手な渚が、完全に振り回されている。

　恐るべし、人魚姫。

「何笑ってるのよ！」

　渚がキッと睨にらんできた。

「いや、だって、そんなにおたおたしているおまえを見るのって初めてだからさー」

　つい本音を言ったのが悪かった。

　ゆらっと渚の長い蜂はち蜜みつ色の髪かみが揺れた。

　その目がみるみるうちにつり上がっていく。

「あんたがデレデレしてるからでしょうが」

「ひいっ！」

　その形ぎよう相そうの恐ろしさに、大だい地ちは悲鳴を上げた。

　つかつかと渚が歩いてきたかと思うと、

「もう！」

　ぐい――――っと大地のもう片方の腕を引っ張った。

「いででででで!!」

　悲鳴を上げたが、渚は腕をつかむ力を緩めない。

「大地にひっつかないでよ、ママ！」

「だって、絶対に逃したくないんだもん」

　セシリアはまったくこたえた様子もなく、大地の腕をぎゅっとつかむとあっけらかんと言う。

　渚の顔が赤く染まった。

「私が逃がさないから大丈夫！　行くわよ、大地！」

「あでででで！」

　渚に乱暴に腕をつかまれ、引きずられるようにして、大地は道を進む羽は目めになった。
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「ここが私の家！」

「へえ、すごいな……」

　大地は感嘆の声を上げた。

　二階建ての一軒家で、大きさはさっきの里り緒お奈なの家と変わらないくらいだ。

　広くて立派なのも共通している。

　だが、大きな違いは、家から温かさが感じられるところだ。

　初めての人の家だというのに、落ち着くのを感じる。

　逆に、さっきの里り緒お奈なの家で、自分がいかに居い心ごこ地ちが悪かったか気づいてしまった。

　説明はできないのだが、どこか心を疲ひ弊へいさせるような空気があった。

「さ、入って！」

「お邪じや魔まします……」

　玄関に入ると、ずらりと壁に飾られた写真が目に入った。

「うわあ……」

　なんだか、アメリカの家に来たようだ。

「フフ……素す敵てきでしょ！　ほら、あれが結婚式の写真。あのとき、私泣いちゃって、ちょっと目が腫はれちゃってるのよね。でも、要かなめさんがすっごく優しくて感激したわ。本当に最高の人なのよ、彼。で、あれが新婚旅行の」

「ママったら！　大だい地ちが靴脱げないでしょ！」

　渚なぎさがセシリアを突き飛ばす。

「何するの、渚ちゃん！」

「ノロケ話はやめてよ！」

「いいじゃないの！　ママがパパを大好きなのは本当のことなんだから！」

　堂々と言うセシリア。

　さすが恋に生きるという人魚だ。

「さあ、早くパイを焼いて帰らなくちゃ！」

　渚が頭痛がする、とでもいうように額ひたいに手を当て、眉を寄せた。

「……もしかして、パイを焼くためにわっざわざ帰ってきたの？」

「だって手作りを食べさせたいじゃない？　昔作ったら、すごく喜んでくれたのよ。こんなおいしいパイは初めてだって！」

　セシリアが嬉うれしそうに体をくねらせる。

「本当にバカップルなんだから……」

　渚がうんざりしたようにため息をついた。

「ねえ、大地くん、一緒に作る？　じっくり教えるわよ」

　セシリアがするっと体を寄せてくる。

「え、あの……」

「ママったら！　勝手にパイでもケーキでも作りなさいよ！　大地、とにかく応おう接せつ間まに入って！」

　突き飛ばされるようにして、大地は応接間に入った。

　白をベースに淡いブルーを配した、シンプルだが趣味のいいインテリアが目に入る。

　木の棚には、やはり写真立てがいくつも飾られていたが、玄関に比べ、ぐっと落ち着きを感じさせる。

「いい家だね……」

「え？　ありがと」

　息を切らせた渚なぎさが驚おどろいたように言った。

「へえ、これおまえ？」

　棚に飾られた写真に、幼い渚の写真があった。

　蜂はち蜜みつ色の髪かみをツインテールにして、リボンで結んでいる。四歳くらいか。今より頬ほおがふっくらしているが、顔立ちはさすがに整ととのっていた。

「ぷくぷくしてるなあ……」

「ちょっと！　見ないでよ！」

　渚が慌てて写真立てをひったくる。

「なんで？　可愛かわいいじゃん」

「かっ、可愛いですって……!!」

　渚の顔が真っ赤になった。

「とにかく、座って！」

　イライラしたように、渚がソファにどっかり腰掛ける。

「もう……ママが帰ってくるなんて！」

　大だい地ちもソファの端に座った。ゆったり体が沈み込み、座り心ごこ地ちがいい。

　大地はくつろいだ気分になった。

「お父さんは何の仕事をしているの？　会社員？」

「建けん築ちく家かなの。贔ひい屓きにしてくれている社長が今度家を新築するから、その設計を頼まれていて、ずっと東京にいるのよ」

「へえ……」

　建築家なのか。

　人魚の奥さんがいて、渚のような娘がいる――どんな人なのだろう。

　写真では、生き真面目まじめそうな優しそうな感じがした。

　実際、そうなのだろう。

　それは渚が語る声音からも想像がついた。

「ちなみに、浜はま森もりでもパパが造った建物がいくつかあるわよ」

「すご腕なんだね」

「まあね」

　渚がちょっと自慢げに言った。

　大地は写真に写っていた男性を思い浮かべた。

　くっきりとした目鼻立ちをしているハンサム。

　しかも仕事ができる。

　人魚に愛されるはずだ。

「見てわかったと思うけど、ママはもうパパにラブラブなわけ。私がしっかりしてるのをいいことに、すっかり放ほうりっぱなしよ」

　渚なぎさがそう言った瞬間、応おう接せつ間まのドアが開け放たれた。

「ママ!?」

「セシリアさん、どうしたんですか!?」

　渚と大だい地ちは驚おどろいて声を上げた。

　セシリアが大粒の涙をいくつもこぼしながら立っていたのだ。

「キッチンにいたら、要かなめさんのことを思い出しちゃって……」

「はあ？」

「今、彼はここにいないんだと思うと悲しくって……」

　セシリアが肩かたを震わせる。

「じゃあ、パイなんか作りに来なかったらよかったじゃない！」

　渚が呆あきれ声を出した。

　セシリアがパンと手を打ち鳴らした。

「そうだわ！　電話をかけて声を聞いたらいいのよ！」

　そう言うと、駆けていく。

「……あの人って本当にもう。心配して損したわ！」

　渚がぷりぷりと怒り出す。

「面おも白しろい人だな、セシリアさんは」

「面白い!?　一緒にいるとイライラするわよ、ほんと」

「あ、要さんの声ってやっぱり素す敵てき！」

　くるりと体を一回転させて、踊るようにしてセシリアが入ってきた。

　手にはお茶の載のったトレイ。

　金色の髪かみと水色のワンピースがふわりと舞うその姿は、まるでミュージカルのワンシーンのように決まっていた。

「ママ！　普通に入ってきてよ！」

　渚が頭を抱え、蜂はち蜜みつ色の豊かな髪を揺らす。

　セシリアはこたえた様子もなく、にっこり大地に微笑ほほえみかけた。

「はい、大地くん、お茶よ。ゆっくりしていってね」

「あ、ありがとうございます」

　白いティーポットから、いい香りのする紅茶が揃そろいのカップに注つがれる。

「パイを焼いたら、すぐに東京に戻らなきゃ。渚ちゃん、寂さびしい？」

「全然。ていうか、今すぐ帰ったら？」

　渚なぎさがぶすっとした表情でセシリアを見た。

「まあ、冷たいわね！　でも、私は大だい地ちくんとお話しするまで帰らないわよ？」

　不敵に笑うセシリアに、渚が立ち上がった。

「なっ……大地は私のクラスメイトなんだから！」

「あら、大地くんを招待したのは、私よ？　ね、大地くん？」

　美しい緑色の目で見つめられ、大地はふらふらと頷うなずいた。

「大地、この裏切り者！」

　渚が形ぎよう相そうを変え、大地の胸むなぐらをつかんできた。

「ぐえ！　だ、だって本当のことだろ！」

「う本当は私の方が先なのにあんたが、あんたがニブイから!!」

「え？」

「何でもないわよ！」

　渚がぷいっと顔をそらせる。

　セシリアが頬ほおに手を当て、ほうっとため息をついた。

「ダメよ、渚ちゃん。男の人には優しくしなきゃ。でないと、振り向いてもらえないわよ？」

「ふ、振り向いてもらわなくて結構よ!!」

　セシリアが困ったものだ、というように肩かたをすくめる。

「もう、この子ったら……大地くんは知ってるのよね？　この子が人魚の血を引いているってこと」

「え、ええ……」

「大変でしょう？　人魚って情熱的だから、振り回されてるんじゃない？」

「ええ、それはもう！」

　何度命の危険を感じたか！　そう言おうとしたが、やめておいた。

　渚がすごい目で睨にらんでいたからだ。

　セシリアがくすっと笑った。

「人魚と付き合うっていうのは、覚悟がいるけれども、すごく幸せよ。あふれんばかりの愛を永えい遠えんに与え続けるから――」

「はあ……」

　確かにセシリアを見ていると、それが納得できた。

「ママ！　大地は関係ないでしょ！」

　セシリアがじっと渚を見つめた。

　その真しん剣けんな目は、悲しみに満ちていた。

「な、何よ」

　セシリアが深々とため息をついた。

「もう、本当にこの子は……育て方が悪かったのかしら……。人魚の血を引いているのに、好きな男の子にこんな態度をとるなんて……」

「誰だれが誰を好きって!?　もういいから、ママはアップルパイを作りなさいよ！　大だい地ち、行くわよ！　ママ、部屋に来ないでね！」

　渚なぎさが大地の腕をつかむ。
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　二階にひきずりあげられた大地は渚の部屋へ招かれた。

「ここよ」

　ドアを開けた瞬間、大地は思わずうめいていた。

「うおおお……」

　あまりに煌きらびやかな空間に、ただただ声を上げることしかできない。

　目に飛び込むのは、淡いブルーの精せい緻ちなレースやら花やらだ。

　きわめつけは、天てん蓋がい付きのベッド。

「こんなものに本当に寝ねている人間がいるのか……」

　外国映画でしか見たことのない大地は感心して言った。

　だんだん目眩めまいがしてくる。

「どう？　『麻生あそう渚』の部屋っぽいでしょ？」

　渚が自慢げにソファに座る。バラ模様のクッションに、大地はまた目眩を覚えた。

「ああ、そうだな……見るだけで男にダメージを与える部屋だ……」

「なんですって！」

「い、いや、なんかすごいなあ……」

「でしょ！　このクッションとかわざわざ東京から取り寄せたのよ。限定品でね！　……ちょっと大地、聞いてる!?」

「いや、おまえにＵＭＡの話とかして申し訳なかったな……と」

「どういう意味？」

「興味のない話を聞かされるのって苦く行ぎようだよなあ……」

　いきなり、渚が大地の顔にぐいぐいとクッションを押しつけてきた。

「ぐはあ！　おまえ、俺おれを殺す気か！」

「別に……『ちょっと黙れ』と思っただけ」

「おまえ、そのたびに人を窒ちつ息そくさせるのか！　この！」

　ほんのちょっとした脅かしのつもりだった。

　大だい地ちは妹の芽め衣いにするように、渚なぎさの首に両手をかけた。軽く首を絞めるつもりだったのだ。

「何するのよ！」

　だが、渚は芽衣より敏びん捷しようだった。

　さっとよけられた手は空を切り、力なく落ちた。

　首の下にあって、盛り上がっている渚の胸むねの上へと。

「あ――」

　ふにゅっと柔らかい感触。

　ものすごく心ここ地ちいい――。

　だが、つきあげてきたのは恐怖だった。

　おそるおそる渚の顔を見た大地の悲鳴は凍りついた。

　そこにいたのは女ではなく、牙きばをむいた般はん若にやだった。

　バチコン！　バチコン！

　――平手打ちとは思えない激しい音が渚の部屋に響いた。
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「ほんと、油断も隙すきもないんだから！」

　渚はまだドキドキする胸をぎゅっと押さえ、吐き捨てた。

「うぐ……勘かん違ちがいだ……」

　両りよう頬ほおを赤くした大地が恨うらめしそうに渚を見ている。

　その大地を見ているとき、渚は気づいた。

　あ、あれ……二人きりなんだわ。

　下にはママがいるけど、アップルパイを作っているから、一時間は出てこないだろうし。

　何だか緊きん張ちようしてきた。

　何でだろ。

　渚はちらっと大地を見た。こいつも、女の子の部屋で二人きりだから、もしかしたら意識してるのかしら。

「あっ！」

　大地が声を上げた。

「な、何？」

「おまえ、興味を持ってくれてたんだな」

　大地の視線の先には本棚があった。

　そこにはＵＭＡの本が一冊置かれている。

「ああ。一応、知っておこうと思って」

「いいチョイスだよ！　この本は初心者向けにわかりやすいし」

　大だい地ちが顔を輝かせ、本を手に取った。

「ふ、ふうん……」

　渚なぎさはちょっと足を組んでみた。

　ふわりと短いスカートがはねあがり、太ふと腿ももの付け根近くまで白い足が見える。

　なかなかに扇情的な光景のはずだ。

　だが、大地は食い入るようにページをめくっている。

「蛇のＵＭＡか……うん、ツチノコ系は多いけど、やっぱり大蛇の目撃情報って少ないよなあ」

　大地が本を凝ぎよう視ししながら、ブツブツつぶやいている。

　全然気づかない。

　美しいラインを描く素足が目の前にあるというのに。

　渚は足をぶらぶら振ってみせたが、大地がまったく気づかないので諦あきらめた。

「ふうん……」

　渚はすっと手を後ろに置き、胸むねをつきだしてみせる。

　盛り上がった胸のラインが強調され、かなり色っぽいはずだ。

　だが。

「でも、恋のおまじないと関係しているってのが引っかかるんだよな。ＵＭＡというより、幽霊系なのかな……そうだとしたら、がっかりだな……」

　大地の頭はＵＭＡでいっぱいのようだった。

　これっぽっちも女の子と二人きりでいると、意識してくれない。

　信じられない。

　渚は屈辱にわなないた。

「こ、このっ……」

　本や雑誌では、十代の男の子が女の子と二人きりになったらもう、意識してどうしようもなくなるって書いてあるのに！

　このバカときたら、とびっきりの美少女がセクシーポーズをとってるのに、全然興味を持たない！

「もう！」

　必死で本を見る大地を放ほうって、渚は立ち上がった。

　机の上に置いてある青いペンをとる。

　ちらり、と振り返ったが、大地は相変わらず本をじっと読んでいて気づいていない。

　渚は左手の手のひらに、

『ＹＡＭＡＮＯＵＥ　ＤＡＩＣＨＩ』

　と三回書いた。

「別におまじないなんか信じてないけどね！」

　自分に言い訳するように呟いてみる。

　試すだけ。あくまで、そんなに効力があるのかどうか試すだけなんだから。

「ね、大だい地ち」

「何？」

　顔も上げず、大地が生返事をする。

　渚なぎさはぐっと拳こぶしを握りしめた。

　こんな美少女が呼びかけているっていうのに!!

　自分をこんな風に扱うのは大地だけだ。

　このＵＭＡオタクが―――――――――!!

　と、大地の頭頂部にかかと落としを喰くらわしたいのを渚はぐっとこらえた。

「何だか手が熱いの。熱があるのかみて？」

　そう言うと、大地がようやく顔を上げた。

「熱？」

「ええ」

　渚はソファに腰掛けると、すっと左手を差し出した。

　さりげなく握手するなんて簡単よ！

　胸むねの中で、渚はほくそ笑んだ。

　大地が無む防ぼう備びに手を伸のばしてくる。

　そして――渚の額ひたいに手を当てた。

「きゃっ！」

　思いがけない行動に、渚は思わず跳び上がりかけた。

「わっ、何だよ！　熱があるか、みただけだろ！」

　大地が驚おどろいたように声を上げる。

「あ、ああ、そう……」

　てっきり手を握ってくるかと思ったのに。

　渚はドキドキしている胸に手を当てた。

　額に当てられた大地の手は大きく、ゴツゴツしているのに心ここ地ちよかった。

「ちょっと熱いな……風か邪ぜか？」

「さ、さあ……たいしたことないみたい」

　渚は慌てて打ち切った。

　心臓が激しく打ちすぎて、苦しくなったのだ。

　思わぬ失敗だった。さて、次はどうやって手を――。

「あ、電話だ」

　渚なぎさの携帯電話が震えていた。

「ちょっと待ってね。仕事の電話だわ」
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「仕事？」

　大だい地ちはきょとんとした。

「はい、お疲れ様です。渚です」

　澄まし顔で通話をしている渚を見て、大地はハタと気づいた。

　ああ、そういえば、渚は歌手として活動しているんだった。

『リラ』という名前で素す性じようを隠かくし、覆面美少女歌手として人気を博しているらしい。

　大地は教えられるまで全然知らなかったが、かなりの人気らしい。

　電話を切った渚が髪かみをかきあげた。

「リラのプロデューサーよ。ちょっと話があるから、来週くらい、時間をとってほしいって。何だろう、改まって」

「そういえば、最近仕事はしてるのか？」

「来月、夏休みに入ったら新曲のレコーディングに入る予定なの」

「すごいなあ……」

　レコーディングか。別世界の話だ。普通に話をしている渚が、遠い世界の存在のように感じた。

「別に、スタジオで歌を歌うだけよ」

　渚は特に気き負おう様子もなく言った。

　彼女は別に歌手になりたいと思っていたわけではなく、頼まれて仕方なくという感じらしい。

「でも、おまえの歌は心ここ地ちいいから、楽しみだよ」

「ほんと？」

　渚が嬉うれしそうな顔になった。

　こうやって無む邪じや気きに喜んだときの渚は本当に可愛かわいい。

　おそらく自分ではわかっていないと思うが、子どものように幼い顔になるのだ。

　ドキドキする。

　そのとき、階下から声がした。

「渚ちゃ―――――ん、これはなあに？」

「ママったら、何かしら」

　渚なぎさがドアを開け、階下を見る。

「なあに、ママ！」

「キッチンに置いてあるこの大きい箱はなあに！　『ラーメンくがぬま』って書いてあるけど」

「あっ、それは触らないで！」

　渚がドタバタと階段を駆け下りる。

　大だい地ちもつられて下に行った。

　キッチンで、セシリアが大きい箱を困ったように見ている。

「これ、渚ちゃんのなの？」

「そ、そうよ！」

「あなたは本当にラーメンが好きねえ……作るのが下へ手たなのに。ママが作ってあげましょうか？」

　渚がぶんぶんと頭を振る。

「いい！　ラーメンくらい、作れるわよ！」

「前に大失敗して、泣いていたじゃないの……なんとかいう名店の貴重なラーメンなのにって……」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、あれは昔の話！」

　渚なぎさが必死でセシリアの話をさえぎる。

　その慌てっぷりがおかしくて、大だい地ちは噴き出した。

「お取り寄せか……。外で食べられないときは、そうやってラーメンを食べていたんだなあ……」

　不憫な話だ。無む類るいのラーメン好きならば、食べ歩きが楽しみだろうに、妙なプライドゆえに店に足を運べないとは。

「何、その哀れみの目！」

　渚が食ってかかってくる。お得意の八つ当たりだ。

　セシリアが、いい考えが浮かんだとばかりに両手をうち合わせた。

「そうだわ。大地くんにラーメンを作ってあげたら？　だいぶ量があるみたいだし……」

「もう、ママはいいから！　放ほうっておいてよ！」

「渚ちゃん！　ダメよ、暴れたらテーブルが壊れるでしょ！　わかったわ、ラーメンには手を出さないから、キッチンから出て行って！　あ、大地くん、パイを作るから待っててね！」

　慌てたセシリアが渚の背中を押した。
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「ごめんね、うるさい母親で……」

「いや、アップルパイまでごちそうになってありがとう」

　キッチンから追い出された渚とともにリビングでＵＭＡの話をし、焼きたてのパイとお茶を振る舞われ、大地は渚の家を出た。

　もう外はすっかり暗くなっている。

「ママったら本当にわがままなんだから！」

　渚がぷうっと頬ほおをふくらませる。

「おまえにもかなわない人がいるんだなあ……驚おどろいた」

　暴れまくる渚をあっさり追い出した手際など、見習いたいものだ。

　渚がキッと睨にらんでくる。

「なあに、それ！　まるで私がわがままみたいじゃないの！」

　心外だ、というように渚が言うので、大地は笑ってしまった。

「まあいいけど」

「でも、明るい人だな。おまえもそうだけど、童どう話わの人魚姫のイメージと違うなあ。もっと暗くて大人しい感じがあったんだけど」

「基本的に大人の人魚って明るいわよ。だってラブラブで幸せなんだもの！」

「みんなそうなのか？」

「ママから聞く話によるとね。人魚は恋に生きるから、幸せだって。好きな人がいて、その人を思うときほど幸せを感じることはないって」

「そんなものかあ……」

「まあ、ママを見てると説得力があると思うわ」

「確かにそうだな」

　大だい地ちはセシリアの幸せそうな顔を思い出し、笑ってしまった。

　あんなに生き生きとした女性は初めて見た。

　あれほど思われれば、きっと相手の男性も幸せだろう。

「ん？」

　ぱしっと手が渚なぎさの手に当たり、大地はちらっと渚を見た。

「どうかしたのか？」

　わざと手を当てたように思え、大地は聞いてみた。

「ううん、何でもない！」

　渚が慌てて手を後ろに回して隠かくした。

　……怪しい。

「おまえ、なんか手に隠してるだろう？」

　渚がぎくりとしたように肩かたを上げた。

「なっ、何もないわよ！」

　猫かぶりは得意なくせに、嘘うそが下へ手ただな、こいつ……。

「何か企たくらんでるだろ！　見せてみろ、手！」

　さっと手を伸のばすと、渚が慌てたように後ずさった。

「何もないって言ってるでしょ！」

「じゃあ、両手をこっちに向けてみろ」

「……そ、それは無む理りだけど！」

「何でだ……」

「何でも!!」

　強情な奴やつめ……。

「わかったよ、もういい」

　そう言うと、渚がホッとしたように近づいてきた。

　まさか、引っかかるとは思わなかった。

「隙すきあり！」

　がばっと大地は渚を覆うように手を伸ばした。

「あっ！」

　バランスを崩した渚なぎさが塀にぶつかった。

　慌てた大だい地ちは塀に手をつく。

　目の前に渚の顔があった。

　緑色の目が怯おびえたように揺れている。

　その、どこか頼りなげな表情に、大地の胸むねはどくんと大きく打った。

　守ってやりたい――そう思わせるような表情だったのだ。

　だが、次の瞬間、渚の顔は般はん若にやへと変わった。

「あんた騙したわね」

「ひいっ！」

　もう手に何を隠かくしていたのかなど、大地の頭から吹っ飛んだ。
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　ガラス窓の向こうはすっかり闇やみに包まれてしまっている。

「やっぱりダメだ……」

　朱あか里りは静かにノートを閉じた。

　ファミレスでの会合後、まっすぐ家に帰る気になれず、駅前の喫茶店で二作目の執筆をしていたのだが、どうにも筆が進まない。

　大地くんに話を聞いてほしい。

　その思いが募って、離れない。執筆に集中できないのも、それが大きかった。

　朱里はペンケースから青のペンを取り出してみた。

「おまじないかあ……」

　もし効くのなら。

　朱里は左手に名前を書こうとした。

「ダメ！　また他力本願じゃない！」

　誰だれかが、何かが、待っていたらどうにかしてくれる。

　そんな風に考えているから、いつまでたっても動けないのだ。

　せっかく大地くんが悩なやみを聞いてくれたのに、何も話せなかった。

　しかも逃げるようにして立ち去ってしまった。

　思い出すだけで恥ずかしい。

　朱里は立ち上がった。

「行ってみよう……」

　勇気を出してみるんだ。

　そうすれば――何かが変わるかもしれない。

　朱あか里りは店を出ると、大だい地ちの家へ向かった。

　この前行ったから、道順は覚えている。

「あ――」

　向こうから、大地と渚なぎさが歩いているのが見えた。

　とっさに朱里は電信柱の陰に隠かくれた。

　なぜ隠れたのか、自分でもわからない。

　二人は楽しげに話していた。

　特に渚が、いつもよりずっとくつろいだ様子でいるのが目についた。

　そして、渚がぱっと手を背はい後ごに隠した。

　楽しげにやりとりすると、大地が渚に抱きつくように詰め寄った。

　逃げようとした渚が塀を背にする。

　大地が渚に覆い被かぶさるようにして塀に手を置いた。

「!!」

　もう見ていられなかった。

　二人は完全に付き合っているカップルのように見えた。

　切り裂かれたような痛みが胸むねに走る。

　朱里は振り返らずに走り去った。

　なので、渚に蹴けりをいれられる大地の姿を見た者はいなかった。



    

  
    
      
第三章　合宿へＧＯ！





「いい天気ね！」

　土曜日の九時、浜はま森もりの駅前にある『物見の塔』に行くと、空く美みがにっこり笑って迎えてくれた。

「絶好のＵＭＡ探たん索さく日和びよりですね！」

　大だい地ちは微笑ほほえみ返した。

「ところで、空美先輩、すごい荷物ですね……」

　泊まりとはいえ、気楽な登山だというのに、空美が何泊するのかと言いたくなるようなどでかいザックを背負っている。

「あ、私がご飯係なんだ。ね、香かお流る！」

「どうしてもやりたいって言うから、仕方なく……」

　香流がはあっとため息をつく。

「空美にだけはこの役をやらせたくなかった……」

　先週の土曜日に集まったとき、空美の恐ろしいメニューを聞いたばかりだ。

　ありえないカレーとかサンドイッチとか。

「六人分の食料を持つのは大変でしょ。私がやるに決まってるじゃない！　何のための部長よ！」

　空美が胸むねを張る。

「で、でも重そうですよ、それ。俺おれがかつぎますから……」

　雨具やタオル、水筒に非常食のカロリーメイトなど、最低限のものしか持っていない大地のリュックは軽かった。

　だが、空美は笑顔で首を振った。

「リーダーを任されたんだから、一番しんどいことは全部やるのが当たり前だよ。気にしないで。体力には自信があるから！」

　香流が頷うなずく。

「……そうよ、大地くん。空美は心配いらない。私たちが心配すべきなのは、晩ご飯だけ」

「はあ……」

「昼ご飯はお弁当だから大丈夫。晩ご飯はレトルトにしろって言っておいたけど、あのザックの量が気になる……」

　香流が心配そうに言う傍らで、

「最高！　女の子とお泊まり、最高！」

　何も考えていない光こう輝きが無む邪じや気きに喜んでいる。

「おはようございます」

　ザックをかついだ渚なぎさが、穏おだやかな笑みを浮かべながらやってきた。

「おはよう、渚ちゃん！　……て、あれ？」

　光こう輝きが声を弾はずませたが、不ふ思し議ぎそうに渚を見た。

　それもそのはず、渚はなんと膝ひざ上うえ丈のスカートをはいていたのだ。

　一応、足にはスニーカーを履いているものの、明らかに登山をする格好ではない。

「あの、渚ちゃん、その格好で大丈夫？」

　心配げに尋たずねる空く美みに、渚が笑顔を向けた。

「ええ！　ズボンって動きにくくて苦手なんです。このほうが軽くて楽ですし、私、これでも運動神経がいいので、転んだりしませんから！」

「そ、そう……」

「いい天気ですね。登山、気持ちよさそう」

　大だい地ちはスカートだけでなく、渚も空美と負けず劣らず大きいザックをかついでいるのが気になった。

　魔ま獣じゆう具ぐを入れているのはともかくとして、それでも多すぎる。何が入っているのだろう。

　尋ねようとしたとき、朱あか里りがやってきた。

「おはよう、大地くん」



    

  
    
      



    

  
    
      　大だい地ちと目が合うと、朱あか里りが弱々しく微笑ほほえんだ。

　なんだか、いつにも増して元気がない。

「大丈夫？　体調が悪いの？」

「平気」

　微笑む朱里の目が赤い。コンタクトをやめて眼鏡めがねにしているのに。

「寝ね不ぶ足そくなんじゃない？　登山大丈夫？」

「うん」

「そう？　いざとなったら、俺おれが荷物持つから」

　朱里のリュックは小さい。これなら余裕で持てる。

「ありがとう……」

　朱里がうつむくと、大地から離れた。

　何だか落ち込んでいるようだ。

　どうしたのだろう。最近、朱里の様子がおかしい。

「さ、バスが来たよ！　乗って！」

　空く美みにうながされ、大地は慌ててバスに乗り込んだ。

「わあ、すいてる！」

　こんな朝から駅と逆方向に行く人はいないのか、バスの中は無人だった。

　大地は喜んで前方の席の窓側に座った。子どもっぽいと言われようが、見晴らしのいい席が好きなのだ。

「あ……」

　すっと大地の隣の席に座ってきたのは渚なぎさだった。

　目が合うと、渚が睨にらみつけてきた。

「私、前の席が好きなの！　それだけだから！」

「あ、うん……」

「じたばた動かないでよね」

「文句言うなら、別の席に座れば」

「私じゃ不服？　それとも誰だれか他ほかに座ってほしい人でも!?」

　その形ぎよう相そうの恐ろしさときたら、震えあがってしまうほどだ。

「い、いや別に……」

「あ、そう」

　渚がザックをドサリとおろすと足下に置いた。

　やはりでかい。しかも中身が詰まっていてパンパンになっている。

「……おまえも荷物多いな。何が入っているんだ？」

「女にはいろいろ必需品があるのよ！」

　渚なぎさがつんと顔をそらせる。

　そのとき、大だい地ちは渚の左の手のひらに何か青い字のようなものがあるのを見た。

「おまえ、手に何かついてるぞ？」

　渚がハッとしたように左手を見る。

「べ、別に何でもないわよ！」

　そう言うと、左手をがっちり握る。

「そうか？」

　大地たちの後ろには、空く美みと香かお流る、そしてその後ろに朱あか里りと光こう輝きが座った。

　朱里がそばを通るとき、ちらりと悲しそうに大地を見つめた。

　どうしたのだろう。

　気になったが、席は遠い。また着いてから、話してみよう。

「さあ、出発――――！」

　バスが動き出し、空美が楽しげに声を上げた。

「だいたい四十分くらいで着くから」

「終点だと気が楽ですね、のんびりできる！」

　光輝が心底楽しげに言う。

　こいつはこれから大蛇を探しに行くという自覚があるのだろうか。

　用意したカメラを取り出すと、大地は点検を始めた。

　考えるだけでわくわくする。

　もしかしたら、初のＵＭＡ撮影に成功するかもしれない。

　何せ、ごく最近の目撃情報なのだ。

　しかも、かなりの大物。

　取り逃すことはないだろう。

「大蛇かあ……う――――ん」

　空美が首をひねっている。

「どうしたんですか、空美先輩？」

　大地が尋たずねると、空美が苦笑した。

「あれから気になって、おじいちゃんとか近所の人とかにも聞いてみたんだ。白しろ蛇へびの伝説について。でも誰だれもそんなの知らないって言うんだよね……」

　空美が首を傾かしげる。

「変じゃない？　そんな祠ほこらだってあるのに、地元の人が知らないなんて……」

「じゃあ、里り緒お奈なさんの勘かん違ちがいなんでしょうか」

　渚の言葉に、またまた空美が首を傾げた。

「でも、嘘うそを言ってる感じじゃなかったんだよね……人知れず伝えられたものかも。大地くんの『智ち仙せん丸まる』みたいに」

「恋のおまじないに蛇っていうのも、もっともらしいね」

　香かお流るが話に入ってきた。

「蛇って、恋する女のイメージがあるから」

「もしかして、清きよ姫ひめのことですか？」

　大だい地ちが苦笑すると、香流が頷うなずいた。妙なことに詳しい人だ。

「清姫ってなあに？」

　渚なぎさが尋たずねてくる。

「『道どう成じよう寺じ』って有名な話があるんだ。清姫は家に泊まった旅の僧そうに恋をする。でも、僧は清姫を避けて、嘘うそをついて出て行く。裏切られたと知った清姫は凄すさまじい勢いで僧を追いかけ、川に来ると蛇に姿を変えて更に追跡するんだ」

「こ、こわ……女の怨おん念ねんだな」

　光こう輝きが震えあがった声を出したので、空く美みたちはどっと笑った。ただ、朱あか里りだけが笑わなかった。

「で、どうなるの？」

　渚が興きよう味み津しん々しんに聞いてくる。

　こいつが清姫だったら、あっという間に追いついて、頭から呑み込みそうだなーと思ったが、大地は声には出さなかった。

「僧は命からがら女人禁制の寺へ逃げ込み、鐘かねの中に隠かくれたんだけど、鐘に巻きついた蛇によって、鐘ごと炎で焼きつくされてしまうんだ」

「う、うわ助からないの？」

　光輝が絶望したように頭を抱える。

「恋する女を裏切ったら、逃げられないって教訓ね、なるほど」

　渚が納得したように頷く。

「一般的に、蛇は怖いイメージがあるね。『邪じや悪あく』とか『誘惑』とか」

　香流の言葉に、空美が頷いた。

「なるほど……だからかな。おまじないのことを聞いたとき、なんだか不吉な気分っていうか、怖かったんだよね……」

「あ、確かに……」

　大地は頷いた。

　里り緒お奈なは小こ柄がらで華きや奢しやな女の子なのだが、近づきがたい雰ふん囲い気きがあったのは、そのせいもあったのかもしれない。

　蛇に関するおまじないをした少女、というイメージがどことなくおぞましかったのだ。

「でも、そういえば里緒奈ちゃん、肝心の恋はどうなったのかな？」

　空く美みの言葉に、朱あか里りがおずおずと口を開いた。

「あまり、うまくいっていないみたいです……」

「そっか……そんな怖い目に遭ったのに、残念ね」

「そ、そんな恐ろしいことをするからですよ！　普通に告白とか、クッキーを焼くとかじゃダメなんですかね？」

　光こう輝きの言葉に、空美が苦笑した。

「……そうだね。光輝くんが正しいよ。でも、それができない子もいるんだよね……」
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「はあ―――――、空気がいいね！」

　バスから降りると、空美が大きく伸のびをした。

　つきだした豊かな胸むねが揺れ、大だい地ちは慌てて目をそらせた。

「ほんと、気持ちいいですね」

　渚なぎさが軽かる々がるザックをかつぎながら、にこりと笑う。

「渚ちゃん、ザック重くない？　俺おれが持つよ！」

　光輝がチャンスとばかりに、渚のところへ行く。

「あら、ほんと？　でもかなり重いから大変よ？」

「華きや奢しやな渚ちゃんにはきついだろ？　これでも俺は男なんだから、任せてよ！」

　光輝がよせばいいのに、胸を張る。

　バカめ……その女は、俺らの千倍は力持ちなんだぞ……。

　大地はそう心の中でつぶやいた。

「ぐおっ！」

　渚からザックを受け取った光輝が、無惨にもよろめいた。

「な、何この重さ！　岩でも入ってるの、渚ちゃん……」

「それは着いてのお楽しみ」

　渚がとびきりの笑顔を光輝に向ける。

「うぐお……今の笑顔で、何とか歩けそうだ……」

　よろよろと足を進める光輝を、大地は痛々しい思いで見つめた。
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「あ、これが分ぶん岐きですね」

　登山口から三十分ほど緩やかな林りん道どうを登ると、二手に道が分かれている場所に来た。

「そう。祠ほこらに行くには左だけど、まずはロッジに荷物を置きに行こう」

　空く美みがそう言うと、右の道を進み始めた。

「大丈夫、光こう輝きくん？」

　ザックをかついだ渚なぎさが心配そうに光輝を振り返る。

「うう、大丈夫だよ……ごめんね、渚ちゃん……」

　息も絶え絶えで光輝が言う。その背にザックはない。

　渚のザックをかついで十分ほどで限界を迎えた光輝は道に倒れ込む羽は目めになり、結局、渚は自分のザックをかついで、光輝のリュックは大だい地ちが持つことになった。

「おまえ、本当にサッカー部か？」

　さすがにその体力のなさに呆あきれた大地が言うと、光輝がキッと睨にらんだ。

「自慢じゃないが、俺おれは万年補欠だ！　俺の役目は常にベンチを温めること！　走るのは女の子がこっちを見てるときだけ！」

「ほんと、自慢じゃないな……」

　そんなことを言っているうちに、ロッジが見えてきた。

「ほら、あそこよ！」

「へえ、素す敵てきですね！」

　渚が楽しげに声を上げる。

　確かに丸太で造られたロッジは、いかにも山の中という感じで雰ふん囲い気きがあった。

　空美があらかじめ借りていた鍵でドアを開ける。

「わあ……」

　丸太でできたロッジに入るのは初めてだ。

　大地は新鮮な気分で中に入った。

　木の温かみが感じられ、一気にくつろいだ気分になった。

　広いリビング、その奥に台所。

「おっ、二階もある！」

　これまた木でできた階段があった。

　二階は少し天井が低く、ロフトのイメージだ。

「上で寝ねられるわけね」

　ちゃんと布団まで用意されている。

「さ、最小限の荷物だけ持って、祠に行くよ。戻ってきたら、お弁当を食べよう！」

　空美がザックの中からウエストポーチを取り出す。

　六人はロッジを出て、分ぶん岐きに戻った。

「えーと、左の道を行き止まりまで進むんだよね」

　空美が先頭を歩きながら言った。

「で、突き当たりの崖がけを登るんだよね」

　確かにほぼ直角の崖だが、高さは二メートルほどだし、石などを足がかりにすれば登れないこともない。

「篠しの崎ざきさん、大丈夫？」

　もたもたと石をつかむ朱あか里りに、大だい地ちは手を伸のばした。

　だが、

「大丈夫。一人で登れるから」

　そう言うと、朱里は一人で何とか登ってきた。

　どうしたのだろう。

　なぜか、よそよそしく感じる。

　ふう、とため息をつく朱里を、大地は心配そうに見つめた。
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「あれね！」

　空く美みが声を上げた。

　里り緒お奈なからの情報は正確だった。

　崖を登ってから、山頂方向に五分ほど歩くと、今にも崩れ落ちそうな小さな祠ほこらがあるのが見えた。

「これって、なんだか打ち捨てられてるみたいですね……」

「そうだね……」

「鏡ってこれ？」

　香かお流るがすっと指差した。

　祠の前に飾られているのは、人の顔くらいの大きさの銀色の円盤だった。

　鏡というには、あまりにもくすんでいるし、凸でこ凹ぼこしているので、銀色の古びた皿のように見える。

「どれどれ！」

　空美がぐっとのぞき込む。

　ためすすがめつ、首をひねったり、顔をぐるぐる動かしたりしている。

「……何も映らないね……」

　空美ががっかりしたように言った。

　大地ものぞき込んでみたが、かろうじて、歪ゆがんだ人の顔が映るだけだ。

「鏡が光って、白い蛇が映るんだよね……」

　次に香流がじいっと鏡をのぞき込む。

　だが、変化はない。香かお流るがどくと、今度は渚なぎさが鏡の前に立った。

　大だい地ちはドキリとした。

　人魚のハーフである渚は、魔の海の血を引いている。

　蛇が魔ま物ものだとすれば、何らかの変化が鏡に起こるかもしれない。

　そう思ったのだが。

　渚がため息をついて顔を上げた。

「……何も起こらないですね」

「えーと、男の子が見ても意味ないんだよね。朱あか里りちゃんは？」

　空く美みが声をかけると、なぜか朱里がびくっとした。

　そして、すっと顔をそらせる。

「いえ、私はいいです……」

「そう？　まあ、女が三人も見たからいいか。とりあえず、待ってみようか」

　大地はドキドキした。

　いったい、どこから現れるのだろう。

　巨大な蛇か――。

　想像するだけでわくわくする。

　いつ出てきてもいいように、大地はぐっとカメラを構えようとした。

　そのとき、空美が大地の右手をいきなり握ってきた。

「ドキドキしてきた―――――!!　うわー、どうしよう！　大蛇よ、大蛇!!」

　目を輝かせ、空美はじたばた足を踏みならせた。

「落ち着きなさい」

　香流が呆あきれたように、興奮して暴れる空美の頭をぺしりと叩たたいた。

「それに、なんで大地くんの手を握ってるの？」

「あのね、なんか大地くんの右手を握っていると落ち着くんだよね」

　大地は苦笑して、必死で手を握りしめている空美を見た。

　先輩である空美が、まるで年下の女の子のように見えた。
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　ぎゅっと大地の手を握っている空美を見て、朱里の胸むねはずきんと痛んだ。

　私には絶対にできない。あんなこと。

「はあようやく落ち着いてきた！」

　空美が大きく息を吐く。そして、手を離した。

「ありがと、大地くん！」

　空く美みから解放され、大だい地ちがホッとしたように笑った。

　そのとき、傍らにいた渚なぎさがよろけた。

「あっ」

　体を支えようとした渚が、ぐっと大地の足を踏みつけた。

「ぎゃあ！」

　悲鳴を上げる大地に、渚がすまなそうに謝った。

「あら、ごめんなさい。よろけちゃって」

「お、おまえなあ……」

「やっぱり足場が悪いわね、山の中は……」

「……」

　見つめ合う大地と渚には、二人にだけ通じ合う空気があった。

　きゅっと朱あか里りは自分の体を抱えるようにした。

　大地と渚が仲良く話しているのを見るだけでつらい。

　朱里は絶望的な気分で目をきつく閉じた。

　全然うまくいかない。大地と話したいのに、意識するあまり素そっ気けない態度をとってしまう。

　このままじゃ嫌われちゃう。

　そう思うのに、一歩が踏み出せない。声をかけられない。

　朱里はため息をついた。
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　待てど暮らせど、蛇の気配すらなかった。

　三十分ほど待って、空美がため息をついた。

「とりあえず、ロッジに戻って腹ごしらえしようか。そのあと、交代で見張りに立つってどう？　ロッジからは二十分くらいで来られるし、携帯電話もかろうじて繋つながるみたいだし」

「了解！」

　つまらなさそうにしていた光こう輝きが、嬉うれしげに賛成した。

　ずっとカメラを構えていた大地は残念そうに肩かたを落としている。

「元気だして。ＵＭＡってそんなに簡単に見つかるものじゃないんでしょ？」

　大地の肩を力づけるようにして叩たたいたのは渚だった。

「ああ、そうだな……そうだよ、簡単に見つかるなんて、ＵＭＡじゃない！」

　大地は気持ちが明るくなるのを感じた。

　俺おれは何を焦っていたんだ。

　見つかるまで、何時間だって待つ。

「そうよ、大だい地ちくん！　無駄足を山ほど踏んでこそのＵＭＡ探たん索さく隊よ！　さあ、勝負はここからよ、暗くなるまでずっと待つよ！」

　張り切る空く美みの声に、周囲から苦笑が漏れた。



　そして、数時間後。

　時じ刻こくは六時を過ぎ、すっかり山は闇やみに包まれてしまった。

　皓こう々こうと灯あかりのついたロッジに集合したＵＭＡ研究会のメンバーの間には、隠かくしきれない倦けん怠たい感かんが漂っていた。

　暗くなるぎりぎりまで粘ったが、結局大蛇どころか生き物一匹出てこなかったのだ。

「ああ……ＵＭＡの初ショットが……」

　大地はリュックをおろすと、がっくりと肩かたを落とした。

　交代と空美は言ったが、大地は志願して昼食後はずっと祠ほこらの前に陣取っていたのだ。

　ＵＭＡとの初遭そう遇ぐうを待って。

「俺、また行ってこようかな。もうちょっと粘ってみたい」

「ダメだよ！　夜から天気が崩れるって予報が出てるんだから。それにもう真っ暗だよ。危ないって」

　空美にそう言われ、大地は今日の探索を諦あきらめるしかなかった。

「なんで出てこないんだろう……」

「ていうか、そんな大蛇、やっぱりいないんじゃないのか？」

　悩なやむ大地に、光こう輝きがさくっと言う。

「目撃者がいるんだ――――!!　いるんだ、ＵＭＡは！」

「わかったから、涙目になるな気持ち悪い！」

　光輝が嫌そうに、つかみかかってきた大地をはねのけた。

「お腹すいたよね？　そろそろ晩ご飯作りに取りかかるね」

　空美がいそいそとザックを開ける。

「やっぱり、アウトドアといったらカレーだよね」

「カレー？」

　香かお流るが嫌な顔をする。前に言っていた珍味カレーを思い出したらしい。

「さ、作るぞ」

　張り切って空美が出してきたのは、人参やジャガイモなどの野菜だ。

　それを見ていた香流が目をむいた。

「作るって、レトルトのカレーにするって言ってなかった？　お湯で温めればいいだけの！」

「せっかくだし、ちゃんと作ったほうがおいしいかなって」

　空く美みが微笑ほほえむと、香かお流るの顔からすっとすべての感情が消えた。まるで一瞬で人形に変わったかのようだ。

「か、香流先輩？」

　無言で固まる香流に、大だい地ちはこわごわ声をかけてみた。

　ゆっくり香流が顔を上げる。

　色しき素その薄いガラス玉のような目が、じっと大地を見つめた。

「ごめん。私の判断ミス。晩ご飯は覚悟して」

「そ、そんな大げさな！　大丈夫ですよ、だってカレーじゃないですか」

　大地は、カレーは万能の調理法だと思っている。

　肉にもシーフードにも豆にも合うし、野菜だって定番の人参やジャガイモ以外のナスやズッキーニ、キノコ類だって何だってＯＫだ。作り方だって簡単。炒めて煮込めば、おいしく出来上がる。

「市販のルーを使うんでしょう？　だったら」

　失敗しようがない――そう慰なぐさめようとしたのだが。

　香流のすべてを諦あきらめたような目を見て、大地は口をつぐんだ。

「……すぐにわかる。私の言ってること」

「そ、そんな……じゃあ、俺おれが手伝います！」

　台所に向かおうとしたが、

「大丈夫！　今回、私がご飯係なんだし！　それにこの依頼を受けたのは私だし！」

　空美は頑がんとして台所を譲らない。

「そ、そんな……」

　空美の責任感の強さが、ここで仇あだになってしまっている。

「もう無む理り。大地くん、諦めて」

　静かな香流の声が、妙にもの悲しく聞こえる。

「いいから、みんなはトランプでもＵＮＯでもしておいて。私のザックに入ってるから！　ほら、ほら！」

　空美に押され、大地たちはリビングにいるしかなかった。
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「できたわよ、特製カレー！」

　一時間後、台所の空美から声がかかった。

「うっ……」

　台所から漂う不ぶ気き味みな香りが、びくびくとＵＮＯをしていた面々の不安をかきたてる。

　諦てい観かんすら漂う香かお流るを先頭に、面々は台所に入った。

　空く美みが満面の笑みを浮かべて迎えてくれる。

「さ、お待たせ」

　空美が台所のテーブルにカレーライスを運んできた。

　皿の上でほこほこ湯気のたっているそれは、確かにカレーライスだ。少なくとも、見た目はそうだ。

　でも、何かが違う。いつも家や店で食べているカレーとは違う。

　本能がそう言っている。

　それは皆も同じであったようで、誰だれもがカレーを前に硬こう直ちよくしている。

「さ、みんないっぱい食べてね！」

「は、はい……」

　食べないわけにもいかない。

　大だい地ちはスプーンを手にし、おそるおそる口に入れてみた。

「うっ！」

　すぱいしー！　カレーだから、っていうわけじゃなく、刺激的な味がする！

「な、何だこれ！」

「香りづけにオレンジの皮を入れてみたんだ」

　道理でじんわり酸さん味みのある味が舌にこびりつくはずだ……。

　大地は力ない笑みをこぼした。

「うぐっ、甘い!!」

　渚なぎさの悲鳴が聞こえた。

　渚がコップを手にすると、必死で水を一気飲みしている。まるで味をすべて流したいかのように。

「えーと、それはね……」

「教えてくれなくていいです！　知りたくない！」

　渚がぶんぶんと蜂はち蜜みつ色の髪かみを振った。

「……止めなかった私が悪い……」

　ブツブツ呪じゆ文もんのように唱えながら、暗い表情で香流がスプーンを口に運ぶ。まるで苦く行ぎようのようだ。

　だが、一分ともたず、全員スプーンを置いた。

「あれ？　みんなどうしたの？」

　一人でぱくぱく食べている空美が不ふ思し議ぎそうに面々を見回した。

「いえ、ちょっと胃の調子がイマイチで、カレーがきつくって……」

　光こう輝きが苦しい言い訳をする。

「ご馳ち走そう様さまでした……」

　疲れ切った表情で大だい地ちたちはリビングに戻った。

「腹がすいた……」

　光輝が泣きそうな顔になる。

「一応、私カロリーメイト持ってきてるからあげる……」

　香かお流るが暗い表情でザックに向かう。

「いいですよ、そんな先輩の非常食を！」

「いいの……食べて……先輩として申し訳ない……」

　悲しいやり取りをしていると、渚なぎさがこほんと咳せき払ばらいをした。

「一応、夜食が必要かもと思ってこんなものを持ってきたんですけど」

　渚がどでかいザックを開ける。

「あ――」

　大地は声を上げた。

　そこから出てきたのは、見覚えのある大きい箱だった。

「ラーメンセットなんです。あ、別にラーメンが好きってわけじゃなくて、夜食だとラーメンかなって思っただけなんですけど。で、一応これも」

　渚が続いて出してきたのは、どんぶりだった。しかもちゃんと人数分ある。

　渚が持ってきたのは、お取り寄せをした『ラーメンくがぬま』のセットだった。

　ラーメンとどんぶり六人分。道理でザックがでかいわけだ。

「うおおおお、さすが渚ちゃん！　気がきくなあ！」

　光輝が今にも泣き出しそうな感激の面持ちで叫ぶ。

　よっぽど腹がすいていたのだろう。

　まあ、それは大地も同じだ。

「へえ、『ラーメンくがぬま』……初めて見るわ。どこのスーパーに売ってるの？」

　香流が不ふ思し議ぎそうに箱を見る。

「……ちょっとしたもらいものなんですよ」

　渚がにっこり嘘うそをつく。

　大地はつっこみたいのを堪えるのに必死だった。

　この女はテレビを見て速攻でチェックし、わざわざ取り寄せたんですよ――と。

　渚がにっこりと上品に微笑ほほえむ。

「よかったら、作りますよ。たくさんあるのでご遠慮なく」

「食べた――――い！」

　全員が手を挙げる。

　渚なぎさが満足そうに頷うなずいた。

「わかりました。あ、山やまノの上うえくん、手伝ってくれる？」

「あ、はい！」

　ザックから取り出したのは立派なネギだ。

「まず、ネギを切って。私はお湯をわかすから」

「はい！」

　うまいラーメンを食べられるのなら、いくらでも手伝う。

　大だい地ちはいそいそと包丁を握った。
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「お、おいしい―――――――!!」

　ラーメンを食べた空く美みが絶叫する。

「うん、これは負けを認めざるを得ないわね！　私のカレーより、断然こっちのほうがおいしい！」

「……」

　それ以前の問題ではと、空美以外の全員が心の中でツッコミを入れていた。

「ほんと、すごい。普通のインスタントラーメンとは全然違う……」

　香かお流るも感心したようにラーメンを見た。

「最高！　渚ちゃんの手料理最高！」

　光こう輝きが涙を流さんばかりに叫ぶ。

　……お湯をわかして麺めんをゆで、スープを温めただけのような気もするが。

　だが、さすがに本格的といおうか、醤しよう油ゆだれをあらかじめどんぶりに入れておき、スープは別に温めて入れるという、店の手順と同じ作り方をしている。

　麺も時間を秒単位で管理してゆでている。

　付け合わせのチャーシューも一緒に温め、ネギとメンマと一緒にのせれば、店のラーメンとほぼそっくりの見た目となった。

「は―――い、次の三人分です！」

　渚が運んできてくれる。

　スープと麺を同時に作業するため、大きい鍋でも一度に三人分しかできないのだ。

　後発隊の大地と朱あか里りの前に、ほかほか湯気のたつどんぶりが置かれる。

「いただきます！」

　渚が腰掛けると同時に、すっと麺をすくう。

「うおっ、うまい！」

　絶妙のゆで加減だった。コシのある細ほそ麺めんの弾力に、大だい地ちは思わず叫んだ。

「スープもおいしい!!　豚骨ならではの旨うま味みがあるのに、後口はさっぱりしてるのね」

　渚なぎさが感激したように言う。

「お取り寄せした甲か斐いがあったわ！」

　隣から、渚がこそっと囁ささやいてきた。大地は力強く頷うなずいてみせた。
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　そっと顔を寄せ合う渚と大地の姿を、朱あか里りだけが見てしまった。

　当事者の二人だけが醸かもし出せる、濃密でいて秘めやかな空気――。

　やっぱり、二人は付き合っているんだろうか。

　そんな思いが頭を駆け巡り、ラーメンの味がわからなくなってきた。

「篠しの崎ざきさん、どうラーメンは？」

　不ふ意い打うちだった。

　思いがけず大地が自分を見たのだ。

　まだ心を落ち着かせることもできず、笑顔で取り繕う余裕もないときに。

「……」

　朱里は何とか笑顔をつくろうとした。

　だが、顔を歪ゆがませることしかできなかった。

　何か――何か一言答えようとした。

　だが、混乱しきっている頭は何も答えをくれない。

　バランスが崩れ、一気に涙がせりあがってくる。

　唇くちびるが震えた。

　ダメだ、泣いちゃ。

　せっかくみんなで楽しくしているのに、泣いてしまったらぶち壊してしまう。

　朱里はすくっと立ち上がった。

　うつむいたまま早口で、

「私、ちょっと」

　そう言うのが精一杯だった。

　朱里は早足になるのを必死でこらえ、ロッジを出た。

　みんながどんな顔をしているのか、考えるのもつらかった。

　できることなら、私のことなど気にせずに楽しんでいてほしい。そう願うしかなかった。

　外に出ると、朱里は暗い道を進み始めた。

　離れたかった。

　せめて、思う存分泣ける場所まで。

　闇やみの中へと、朱あか里りは足を進めていった。
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　朱里はひたすら足を進めていた。

　不ふ思し議ぎと、夜の暗い山の中を歩くことに恐怖は覚えなかった。

　ただただ、胸むねの中を荒れ狂う苦しみから解放されたいという衝しよう動どうに駆られ、朱里は足を進めていった。

　あまり高い木がないのと、月明かりが照らしてくれているおかげで、林りん道どうを歩くのはさほど困難ではなかった。

　一人でしんとした夜の山を歩いていると、次第に心が落ち着いてくる。

「恥ずかしい……」

　ようやく心に余裕が出てきた。朱里はつぶやいた。

　ちょっと大だい地ちと渚なぎさが仲良くしているだけで、あれほどパニックになってしまった自分が信じられなかった。

「恋ってつらいなあ……」

　朱里は夜空を見上げた。

　昼間よりも曇っており、暗あん褐かつ色しよくの雲がたちこめているものの、合間からはっきりと星の煌きらめきが見える。

　後悔したくない。だから、本当は積極的にアプローチしたい。

　でも、うまくいかなくて、大だい地ちと気まずくなるかもしれないと思うと怖かった。

　大地と話すのは、朱あか里りにとって楽しみだった。

　もう、笑いかけてもらえなくなるかも。

　そんな想像をしてしまうと、どうしても勇気が出せない。

　でも、見てばかりの自分が嫌だ。

　ぐるぐるとそんな答えの出ない感情が駆け巡る。

　いつの間にか、朱里は分ぶん岐きのところまで戻っていた。

「白はく蛇じや鏡きようか……」

　恋をした少女の願いを叶かなえるという鏡。

　昼間は怖くて見られなかった。

　でも、今なら。もし、勇気をもらえるのなら。

　朱里は左の道を進み始めた。

　ざっ、ざっ、と自分の足音がやけに大きく響く。

　私――どうするつもりなの？

　自分でもわからないまま、朱里は突き進んでいた。
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「あ……」

　古びた祠ほこらを見つけたとき、朱里は思わず声を上げてしまった。

　考えがまとまらないまま崖がけを登り、道なき道をでたらめに突き進んだというのに、ちゃんと辿たどり着いてしまったことが、朱里の恐怖をかきたてた。

　私――白蛇鏡に呼ばれたんだろうか。

　それとも、私があまりに必要としているから、本能的に探り当てたんだろうか。

　朱里はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　そうっと朱里は鏡に手を伸のばした。

　月明かりに照らされ、鏡は鈍い光を放っている。

「本当に叶うのかな……」

　鏡にそっと触れると、ひんやりした感触が返ってきた。朱里はじっと鏡を見つめた。

　そのとき、悪お寒かんが背筋を駆け抜けた。

「いやっ！」

　朱里は鏡から飛び退のいた。

　鏡に変化はない。

　ドキドキする胸むねを押さえ、朱あか里りはまるで忌いまわしいもののように鏡を見つめた。

「気のせい……？」

　一人でこんな暗い場所にいるから、怖くなってしまったらしい。

　朱里は辺りを見まわした。

　黒い木々のシルエットが、自分をあざ笑うかのように揺れている。

　一度わきあがった恐怖は容易には消せそうになかった。

「やだ……」

　適当に歩いてきたので、帰り道もわからない。

　昼と夜ではまったく光景が違う。ちゃんと帰ることができるだろうか？

　不安がどんどんふくれあがってくる。

　もし、ここに大だい地ちくんが捜しに来てくれたら――。

　ふっとそんな想像をしてしまった。

　映画やドラマだったら、こんなときに必ず現れるのだ。

　好きな相手が息を切らせて。

　心配したよ、捜したよ――と言って。

「来てくれるわけないよね……」



    

  
    
      



    

  
    
      　黙って出てきたのだ。誰だれも自分が祠ほこらにいるなんて知らない。

　それどころか、出て行ったことすら気にもしていないかもしれない。

　今頃、大だい地ちは渚なぎさたちと楽しく話しているだろう。

　自分のような目立たない、地じ味みな人間に、そんな都合のいいことは起こらない。素す敵てきな小説やドラマのような展開とは無縁なのだ。

「うっ……」

　朱あか里りの目に涙が浮かんだ。

　大地と楽しそうにしていた渚の姿が目に浮かぶ。

　輝くような蜂はち蜜みつ色の髪かみ。エキゾチックな緑色の目。整ととのった顔立ち。完かん璧ぺきなスタイル。

　華はなやかなオーラに包まれた渚。

　自分とあまりに違いすぎる。

　女から見ても魅力的なのだ。

　大地が惹ひかれるのも当然だろう。
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　空く美みがちらっとロッジのドアを見た。

　つられて大地も視線を向ける。朱里が出て行ってしばらくたったが、そのドアが開く気配はなかった。

　外の空気が吸いたいのだろうと、気楽に見送ったのだが。

　もう十分以上たつ。

「朱里ちゃん、遅いね。どうしたんだろう」

「そうですね、見てきます」

　大地は素早く立ち上がった。

　ロッジの外に出ると、ひんやりした空気が顔に当たる。町中より五度以上温度は低いだろう。

　山の中にいるのだ、ということを意識せざるをえない。

　ロッジの前に人の姿はなかった。

「あれ？　篠しの崎ざきさん？」

　大地はロッジの周りを歩き始めた。

　必要なものはロッジの中に揃そろっている。出歩く必然性が思いつかない。

　だからこそ、ちょっとした気分転換だと思ったのだが。

「篠崎さん！」

　大声で呼んだが、返事はなかった。

　大だい地ちはロッジに駆け戻った。

「大地くん、篠しの崎ざきさんは？」

　尋たずねる空く美みに答えず、大地は荷物置き場に向かった。

　朱あか里りの赤いリュックはそのままだ。帰ったのではない。準備をして出かけたのではない。

　おそらく何も持たず、山の中にいるのだ。

「ちょっと篠崎さんを捜してきます！」

　大地は自分の青いリュックを手に取った。

　異い変へんを感じた空美が立ち上がった。

「近くにいないの？　私も行くよ！」

「ダメです！　夜の山は危険だし、バラバラにならないほうがいい！　俺おれなら大丈夫です。とりあえず、捜して定期的に携帯で連絡しますから！」

「わかった」

　空美が硬かたい表情で頷うなずく。

「なぎ……、麻生あそうさんちょっと……」

　大地は渚なぎさを手招きした。

　渚の表情も硬い。

　大地はそっと渚に囁ささやいた。

「なあ、潮しお騒さいは聞こえたか？」

　魔の海とこの世界が繋つながったとき、特別な潮騒が聞こえるらしい。だが、それは魔の海と血の繋がった渚にしか聞こえない。

「ううん、聞こえないわ」

「そうか……」

　大地はホッとした。

　もしかしたら、魔ま物ものに襲われたと思ったのだが、どうやら杞き憂ゆうらしい。

　なら、おそらく大丈夫だ。この山に危険な獣はいない。せいぜい、ウサギや狸たぬきだろう。

「篠崎さんは山に慣れていない。ちょっとその辺りを散歩のつもりが、迷ってしまったってこともありうる。見てくる」

「あんたは大丈夫なの？」

「大丈夫。俺の右手には魔の海の羅ら針しん盤ばんがあるから」

「でも――私も行ったほうが」

　心配そうな渚を力づけようと、大地はうっかり失言した。

「超方向音痴のおまえが来るほうが心配だって！」

「誰だれが方向音痴よ!!」

　毛を逆立てた猫のような渚に、大地は慌てて走り出した。

「とにかく、行ってくる！」

　大だい地ちはロッジを飛び出した。
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　ぽつ。

　ぽつ、ぽつ。

「冷たっ！」

　朱あか里りは頬ほおに当たる雫しずくに、思わず空を見上げた。

「！」

　どんどん闇やみが濃くなっている。もう星も月もわずかにしか見えない。

「雨？」

　山の天気は変わりやすいと聞いていたが、あまり現実的に考えていなかった。

　今日は晴天だったのだ。

　ぞくっと冷気も漂ってきた。

「あ、私……」

　朱里はようやく自分の現状を理解しつつあった。

　着の身着のままで飛び出した朱里は、連絡をとる携帯電話も、身を守る雨具も、道を照らすライトも何も持っていなかった。

　そして、帰り道もわからない。

「どうしよう……」

　朱里もようやく、自分が危険な状態にいるということを自覚しつつあった。

　町からも近い山をちょっと登ったところ。いつだってすぐに帰れる。そんな気楽な思いでいたのだ。

　アウトドア経験のほとんどない朱里は、たいした危険を感じようもなかった。

　実際、一晩山で過ごすくらい、空腹で恐ろしいが、命の危険は感じなかっただろう。

　山で迷ったとき、じっとその場を動かないのが一番だと、朱里も知っている。

　だが、今は雨が降ってきている。

　びしょ濡ぬれのまま、何時間も雨に打たれることを考えるとぞっとした。

「帰らなきゃ……」

　ロッジに戻る。

　その選択しかない。

　朱里はそろそろと立ち上がった。

「ええっと、祠ほこらの方向からすると――」

　朱あか里りは再び祠ほこらを見た。視界に飾られた白はく蛇じや鏡きようが入る。

「!!」

　そのとき、くすんでいた白蛇鏡がぎらりと光った。

　それは凶暴ささえ感じさせる激しい輝きだった。

「な、何これ――」

　一気に悪お寒かんが背筋を突き抜ける。

　自分を取り巻く空気が、どんどん冷えてくる。雨のせいだけではない。

　空ヽ気ヽがヽ変ヽわヽっヽたヽ。

　朱里ははっきりとそれを感じた。

　危険な状況に置かれ、全身全霊で警戒しているからなおのこと、空気の変化を鋭敏に感じ取ったのだ。

　どうしようもなく胸むねがざわめく。

「何――何が起こるの……」

　ずり――。

　何か重たいものが地を這はう音が聞こえた。

「!!」

　ずり――ずり――。

　それは近づいてくる。

　朱里は悲鳴を上げるのをこらえるため、必死で自分の手で口をふさいだ。

　体はもう止めようもないほど震えている。

　何か来る――何か。

「!!」

　朱里は見てしまった。

　木々の合間に、太く長いものがうねりながら進んでいるのを。

　その黒いシルエットはまるで――巨大な蛇に見えた。

「ひっ……」

　喉のどの奥からひきつった声が漏れる。

　朱里は近くの木の陰に隠かくれた。体の震えが止まらない。

　本当だった。里り緒お奈なの言うことは嘘うそではなかった。

　見間違いじゃない。

　なぜなら、巨大なものが地を這う音がずっと聞こえるからだ。

　朱里はそっと木の陰から、もう一度音のするほうを見た。

「!!」

　さっきより近づいた大蛇が、ゆっくりその巨大な鎌かま首くびをもたげたところだった。

　わずかな光の中、ぬめぬめと光るは虫類特有の質感がはっきり見えた。感情の見えない赤い目と、チロチロと小刻みに動く細い二ふた股またに分かれた舌も――。

「!!」

　涙がこぼれてきた。だが、朱あか里りは震える手で必死で口を押さえ、声が漏れないようにした。

　絶対にバレてはいけない。

　私がここにいることを。

　あの蛇に。

　朱里は本能的に気づいていた。

　あれは、幽霊じゃない。

　恋に破れた女の化身でもない。

　そんな儚はかないものでは断じてない。

　あれは、怪物だ。

　舌なめずりをして、獲え物ものを探す化け物だ。

　肉体を持ち、明確な食欲を持つ生き物なのだ!!

　朱里は一瞬にして肌で感じていた。

　その大蛇がエサを探しに来たことを。

　そして、蛇が捕食者であり、自分が被捕食者であることを――。

「どうしよう……」

　震えはひどくなっていく一方だ。

　心臓は激しく打っているのに、どんどん体が冷えていく。

　涙が頬ほおを伝っていくが、ぬぐうことすら思いつかなかった。

　こんな恐怖を感じたことは今までなかった。

　夜道を一人で歩いていても、家に一人でいても――。

　自分が何かに食われるかもしれない、なんて思ったことは、これまでの人生でただの一度もなかったのだ。

「逃げなきゃ……」

　あんな大蛇を前にして、戦うという選択肢などない。

　離れるしかない。

　だが、足が凍りついたように動かない。

　それに、もし動いたとしてもこの暗い山の中だ。すぐに足を取られてしまうだろう。

　音を聞いた大蛇がどういう反応をするのか、考えずともわかった。

　膝ひざを折り曲げ、きゅっと朱里は体を抱え込んだ。

　幸い、まだ大蛇は自分の存在に気づいていない。

　やり過ごすのだ。

　この場でじっと小さくなって、気配を押し殺して――。

　蛇がいなくなるまで、じっと――。

　きゅっと更に体を縮こませたとき、バランスが崩れた。

「!!」

　よろけた朱あか里りは、思わず手をついた。

　手は細い枯れ枝の上に落ち、そして――

　ぱき。

　かすかな音を立ててしまった。

「!!」

　だが、そんなかすかな音でも大蛇の注意を引くのに充分だった。

　大蛇がはっきり鎌かま首くびを持ち上げ、朱里のほうを向いた。

　その目が歓かん喜きに躍るのを、朱里は見てしまった。

　そこにあるのは、純粋なまでの食欲。

　ずずずずず、と鈍い音を立てて大蛇が向かってきた。

「きゃあああ！」

　朱里は悲鳴を上げ、木こ陰かげを飛び出した。

　もう何も考えられない。

　ただひたすら、必死で足を動かしていた。

「あっ！」

　何かに足を取られ、朱里はつんのめった。

　必死で体を支えようとした瞬間、左足に突き刺すような痛みが走った。

　左足首をひねったまま、朱里は地面に叩たたきつけられた。

　だが、痛みを感じている余裕はなかった。

　逃げなきゃ！

　朱里はすぐさま立ち上がろうとした。

「いたっ！」

　慌てて立ち上がろうとした朱里の足に、稲いな妻づまのような激痛が走った。

　ひどくひねったようだ。立ち上がろうとする意志に反して、体が言うことをきかない。

「うっ……」

　ずずずず、という音が近づいてくる。

　大蛇が来る！

　朱里は必死で四つんばいになって道を進んだ。

　シュー、シュー……。

　背はい後ごから聞こえる不ぶ気き味みな空気音に、朱あか里りは振り向いてしまった。

「!!」

　ほんの一メートルほどのところに、鎌かま首くびをもたげた蛇の巨大な顔があった。

　裂けた口からチロチロと動く舌。

　そして細められた目。

　今すぐにでも飛びかかることができるのに、大蛇はそうしなかった。

　動けなくなった獲え物ものをなぶるように、ことさらゆっくりとじりじりと、舌なめずりをしている。

　恐怖で頭が真っ白になり、朱里は硬こう直ちよくした。

　そのとき、ひゅっと何かが空気を切り裂く音がした。

「!!」

　蛇の頭部に何かが当たり、蛇が顔をそむける。

「篠しの崎ざきさん！」

　凍りついた朱里の耳に、飛び込んだのは大だい地ちの声だった。

　信じられなかった。

　現実とはとても思えない。

　だが、朱里は駆けてくる大地の姿を確かに見た。

「大地くん!!」

　朱里は思わず叫んでいた。

　来てくれた――大地が来てくれたのだ！

　大地がさっとライトを蛇に当てると、蛇が一瞬眩まぶしげに目をつむった。

「こっち！」

　ぐいっと大地が朱里の手をつかむ。

「つっ！　大地くん、私、足を挫くじいちゃって――」

　朱里が言うが早いか、大地が朱里を軽かる々がるかついだ。

「えっ、あのっ」

　朱里をかついだまま、大地が走り出す。

　だが、蛇の動きは速かった。

　大きく開けた口が頭上に迫ってくる。

「くっ！」

　大地が口をよけようと体勢を変えた瞬間、ぐらりと揺れた。

「あっ！」

　大地の進行方向に地面はなかった。

「うわああああああ！」

　朱あか里りを抱えたまま、大だい地ちは崖がけをすべっていった。
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　イライラとロッジの中を歩き回っていた渚なぎさは、ちらっと空く美みを見た。

　大地が出て行って二十分ほどたつが、まだ連絡はない。

「私も捜しに行きます」

「待って、雨がひどくなってきた」

　空美が窓に叩たたきつける雨粒をじっと見つめた。

　大地が出かけてから少しして、雨が降ってきたのだ。

　渚はため息をついた。

　大地は無事でいるだろうか。

　さっき、潮しお騒さいの音が聞こえたような気がした。

　土ど砂しや降ぶりの雨のせいで、よく聞き取れなかったが、万一そうだとしたら危険だ。

「私、やっぱり行きます！」

　ザックをかつごうとした渚の肩かたを、空美がつかんだ。

「ダメだよ、渚ちゃん！」

「でも――！」

　そのとき、香かお流るが声を上げた。

「空美！　大地くんからメール！」

　リビングに置いてあった空美の携帯電話に、着信があった。

　空美がさっそくメールを開ける。

　そして、ホッとしたように顔をほころばせた。

「二人とも無事だって。雨がひどいから、雨宿りしてから戻るって」

「そうですか……」

　よかった。やはり潮騒は気のせいだったようだ。

　渚は胸むねをなでおろした。

　だが、別のことに気づいてしまった。

　雨宿り。

　夜の山に二人きり――ってこと？

　大地と朱里が……。

　渚は左手の手のひらを見た。

　もう薄くなってしまっている、大地の名前。

　渚はきゅっと手を握った。

　握手さえしていれば――今、離ればなれにならずに済んだのだろうか。

　雨あま音おととともに、渚なぎさの胸むねの痛みも激しくなってきた。
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「大丈夫、どうやら行ったみたいだ……」

　そっと洞どう穴けつの入り口をのぞいた大だい地ちはつぶやいた。

　四、五メートルほど滑り落ちた後、転がるようにして入ったのがこの洞穴だ。

　幸い、蛇は崖がけ下したまで追ってこなかったらしく、近づく気配はなかった。

　だが、土ど砂しや降ぶりの雨がひどい。

　激しい雨が、叩たたきつけるようにして降っている。

　雨具は一人分しか持ってきていないし、足場も悪く、視界も悪い。

　雨がやむか、小降りになるまで動かないのが賢明だろう。

　幸い、最低限の食料や飲み物もある。

　大地は洞穴の奥に戻った。

　地面に置いたランタンが描く光の円の中に、朱あか里りがちょこんと座っている。

「大丈夫？　寒くない？」

「ありがとう、上着。中はそんなに冷えてないね」

　大地の上着を羽織った朱里が微笑ほほえんだ。

　足を挫くじいているものの、思ったより元気そうな姿に大地は安心した。

　幸い、かろうじて電波が通じたので、メールを送った。

　通話も試みたが、電波状況が悪いようでかからないのだ。

「空く美み先輩からメールだ」

　ロッジのほうに異常はなく、大丈夫だとのこと。向こうもそうだろうが、こちらも安心して雨宿りできる。

「ここ、どこかな……」

　朱里が不安げにつぶやく。

　大地は右手の手のひらが熱くなるのを感じた。

　羅ら針しん盤ばんが動くのがわかる。

「大丈夫。ロッジからそんなに離れていないから。そうだな……歩いて三十分くらいだよ。ちょっと斜面を登らないといけないけどね」

　朱里が感心したように、大地を見つめた。

「大地くん、今の場所がわかるの？」

「あ、ああ」

「すごいね……山に慣れてるんだ。そういえば、前も山の中ですぐに帰り道がわかっていたよね」

　朱あか里りが素直に感心する。

　大だい地ちは苦笑した。

　これは手のひらの羅ら針しん盤ばんのおかげなのだが。

「水飲む？」

「うん……ありがとう」

　朱里がこくこくと水筒の水を飲んだ。

　怖かったのだろう。喉のどがからからだったようだ。

　そんな朱里を見ていると、ぎゅっと抱きしめてあげたくなる。

　いかん、いかん！

　大地は慌てて妄想を振り払った。二人きりなのだ。妄想が暴走したら、自分でも止められなくなりそうだ。

「蛇……あれはどこから出てきたの？」

　そう言うと、朱里がびくりとした。

「ごめん！　怯おびえさせるつもりじゃなかったんだけど……」

「あ、ううん、いいの！　大丈夫。わからないの。鏡が急に光って、そしたら森の奥から突然出てきたのよ……」

「そっか……」

　間近で見た大蛇。

　あれは――魔ま物ものなのだろうか？

　なんだかそんな気がした。

　あの蛇の目が、妙に人間くさいというか、は虫類とは思えない感情豊かな感じがあったのだ。

　渚なぎさがいれば、潮しお騒さいが聞こえたか聞けるのにな。

　大地はそう思った。

「とにかく、逃げられてよかった……」

　心底そう思う。足を滑らせたのが、功を奏した。

　大地はちらりと朱里を見た。

　どうして祠ほこらへ？

　そう聞きたかったが、大地はやめておいた。

　きっと朱里は話したくない、そんな気がした。

　言いたくなったら、自分から言うだろう。

　今は朱里が無事なことだけで充分だ。

「ふう……」

　朱あか里りがこちらを見た。

「雨、やみそうにないね」

「そうだね……この調子だと、一晩降るかも」

　大だい地ちは自分の言葉にハッとした。

　ということは、一晩ずっと二人きり!?

　思わず朱里の顔を見ると、彼女は慌てたように口を開いた。

「……で、でもあんまり眠れそうにもないね」

「そ、そうだね。シュラフもないし」

　ちゃんとしたロッジに泊まると聞いていたので、寝ね袋ぶくろのたぐいは持ってこなかったのだ。

「な、何か話でもしてようか」

　上ずりがちな声を引き締め、大地は笑顔をつくった。

　ダメだ。意識したら、ダメだ。

『女の子と二人きり』、とか『夜』、とかキラーワードを思い浮かべちゃダメだ。

　――と考えれば考えるほど、意識してしまう。

「あの……大地くん」

　朱里が思い詰めたような声で言った。

「は、はいっ！」

　大地はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　朱里が口を開きかけ、だが閉じてしまった。

「ううん、何でもないの……」

　最近の朱里は、何か言いたげなのに、言わないことがある。そんな気がした。

「何かさ、最近、ずっと悩なやんでるよね？　話しにくいこと？」

　大地はずっと気になっていたことを聞いてみた。

「ええっと……」

「言いたくないなら、いいんだ。でも、気になっててさ」

「……気にしてくれてたんだ」

　朱里がぽつりとつぶやいた。

　そして、意を決したように、まっすぐ大地を見つめてきた。

「実は……ちょっと小説のことで悩んでいて」

「そうなんだ」

　なるほど。小説のことか。それは相談相手になれそうにないな。

　朱里が相談してこないのも納得だ。

「そういえば、来月本が出るんだよね？」

　気き軽がるに聞いてみたのだが、朱あか里りはびくりとした。
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「う、うん……」

　いきなり本の話になり、朱里はびくびくと頷うなずいた。

「もしかして、悩なやみってそれ？」

「え？　ああ、違うの。本は無事に出るんだけど、今、二作目を書いてて……」

「そうなんだ！　すごいね！」

「でも、うまく書けなくって……」

「ああ、それで悩んでるんだ。なるほどね」

　納得したように大だい地ちが頷く。

　朱里は驚おどろいていた。あれほど難しいと思っていたことが、するっと簡単に話せたのだ。

「どんな話なの？」

「あ、えっと、主人公は高校生の女の子なんだけど、クラスメイトの男の子に片思いをしているの。なんとか彼に近づきたいって思ってるけど、勇気が出せなくて――っていうところまで書いたんだけど、そこから筆が進まないの」

　いったん転がり出すと、すらすら話せた。

「本当は頑がん張ばってアプローチすると思うんだけど、そこが浮かばなくて……」

「……無む理りすることないんじゃないのかなあ」

　大地がぽつりと言った。

「でも……」

「なかなか好きな人にアプローチができない。それが彼女らしいんじゃないのかな」

「うん……」

　自分を重ねた主人公なのだ。朱里自身が勇気を出せないのに、彼女が出せるわけもない。それはわかっている。でも――。

「大丈夫」

　大地が笑顔を向けてきた。

「その子、きっと勇気が出せるよ。頑張ってるんだろ？　なんとかしようって。きっといいタイミングで一歩を踏み出せるって！　だから、焦らなくていいんじゃないかな」

「踏み出せるのかな……」

「俺おれはそう思ったけど。篠しの崎ざきさんもそういう主人公が書きたいんじゃないの？」

「うん」

「じゃあ、書いていくうちに自然にそうなっていくと思うんだよね」

　朱あか里りはじっと大だい地ちを見つめた。

　大丈夫。勇気を出せる。

　大地の言葉がゆっくりリフレインする。

「あ、ごめん、偉そうなこと言って。全然参考にならないよね」

　沈黙を気まずさと勘かん違ちがいしたらしい大地が慌てて謝ってきた。

「ううん……すごく嬉うれしい、ありがとう」

「そ、そう？」

「うん……」

　朱里は自然に微笑ほほえんでいた。

　まるで自分が励まされたみたいだった。

　自分は自分のままでいい。焦らずとも、頑がん張ばっていればいつかは一歩を踏み出せる。

　そう言ってもらえたようで、すごく嬉しかった。

　自分の小説について自分から人に話すのは初めてだった。気恥ずかしさと傷つけられるのではないかという不安が常につきまとっていた。

　特に大地には、何を書いているか知られたくなかった。

　だが、今は大地が自分の小説に興味を持って聞いてくれたことがすごく嬉しい。

　そのとき、朱里は不意に気づいた。

　大蛇に襲われた、心底恐ろしかった体験をすっかり忘れていたことを。

　挫くじいた足の痛みさえ忘れて、一心に会話をしていた。

「男の子は私を傷つける……」

　朱里はぽつりとつぶやいた。

「え？」

　大地が怪け訝げんそうに聞き返す。

　不ふ思し議ぎだ。彼には何でも話せる。

　朱里はごく自然に思いついたことを口にしていた。

　そんなことは初めての経験だった。

「主人公の女の子のモノローグなの。『男の子は私を傷つける。それは苛か烈れつに。だから、私は彼らに近づかないようにしていた。ずっと』。彼女は基本的に男の子が怖いの……」

　それは私も同じ。

　小学生のときにいじめられてから、本当に男の子が怖くなってしまった。

　彼らは残酷なまでに、気に入らない女の子を追い詰める。

　はやし立て、嘲あざけり、心をずたずたにする。

　それは楽しそうに。

　私は何もしていない。

　なのに、投げつけられる侮ぶ蔑べつの言葉。いわれのない暴力。

　ずっと私にとって男の子は、凶暴で残虐な獣のようなものだった。

　高校に入ってからも、いつもびくびくしていた。

　優しげな顔をしている周囲の男子生徒が、いつ自分に牙きばをむいてくるかと。

「でも違うんだよね……傷つける男の子ばかりじゃない。幸せにしてくれる男の子もいるんだよね。そして――」

　命がけで守ってくれる男の子も。

　大だい地ちは大蛇に襲われている自分を見て、なんのためらいもなく飛び込んで助けてくれた。

「男の子は私を幸せにする――」

　朱あか里りは口にしてみた。

　言葉にした瞬間、ぱあっと目の前が開けた。

　それは暗雲を切り裂く、凄すさまじいばかりの光。

「あ……」

　大人しくて、怖がりの少女。ヒロインの姿が浮かぶ。

　彼女が惹ひかれたのは、彼の外見でもなく、彼のイメージでもない。

　きっと、彼女は彼の優しさに惹かれたはずだ。

　さりげない言葉や態度に見え隠かくれする思いやりに。

　だから、きっと。

　彼女は勇気を出せる。

　素直にそう思えた。

　それをもたらしてくれたのは、この目の前にいる大地。

　朱里はじっと大地を見つめた。

　心配げにこちらを見つめている。

　きっと、今なら。

　今なら、私も勇気を出せる。
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　朱里がにこっと笑いかけてきた。これほど屈くつ託たくなく笑う朱里を、久しぶりに見た気がした。

「ありがとう、話を聞いてくれて。ずっと大地くんに話を聞いてもらいたかったの。でも、なかなか言えなくて」

「そんなことくらい、いつでも言ってよ！」

　小説のことはよくわからないが、どうやら朱里に喜んでもらえたようだ。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いい？」

　朱あか里りがじっと見つめてきた。

「ああ」

「前にも聞いたけど、大だい地ちくん、渚なぎささんと付き合ってるの？」

「え？　いや、付き合ってないよ？」

　嘘うそを言っているわけではない。だが、なぜかドキドキした。

「そう……最近、すっごく仲がいいから、付き合ってるのかなって……」

「い、いや全然！」

　確かに、渚と一緒にいるのはとても自然になっているが、『付き合っている』という感じではない。

　こんなこと、渚が聞いたら怒り狂うに違いない。

　――なんで、あんたなんかと私が――――――!!

　想像するだけで恐ろしい。

「そうなんだ……付き合ってないんだ……」

　大地はドキリとした。

　朱里の黒い大きな瞳ひとみが宝石のように輝いている。

　その顔は緊きん張ちようしたように引き締まっていた。

「あ、あの、大地くん」

「え？　あ、はい」

「あ、あのね……そ、その……」

　大地はごくっと唾つばを飲み込んだ。

　どうしたんだろう。朱里はすごく言いにくそうだ。

　もじもじと手を握っている。

　なぜか緊張している自分を感じた。

　心臓がドキドキしている。

　だが、それは不快ではなかった。

「あ、あの……ほ、ほら、空く美み先輩って、大地くんの、その、よく手を握るよね？」

「へ？　ああ、まあ……」

　羅ら針しん盤ばんの埋め込まれた右手を握ると落ち着くらしく、空美はパニックになったり興奮するたび、大地の手を握ってくるのだ。

「わ、私もね……えっと、ちょっとその御ご利り益やくっていうか、あの……」

　何なのだろう。朱里がしどろもどろになってしまっている。

　戸と惑まどう大地に気づいた朱里が、意を決したように息を吸った。

　そして目をつぶると、叫んだ。

「ちょっとだけでいいから、手を握ってほしいの!!」

「い、いいけど……」

　女の子の手を握る。考えただけで照れくさいし緊きん張ちようするが、必死な様子の朱あか里りを見ていたら、そんなことは言っていられなかった。

　ドキドキしながら、大だい地ちはすっと手を差し出した。

　そっと朱里が手を伸のばしてくる。その小さな手はかすかに震えていた。

　大地は思いきって、朱里の手をぎゅっと握った。

　温かくて、やわらかくて、でも折れそうに細い――。

　その瞬間、大地の胸むねが大きく弾はずんだ。カッと顔に血がのぼる。

「あ……」

　空く美みに手を握られたときもドキドキした。でも、今はもっと激しく動どう揺ようしている。

　ゆっくりと朱里が顔を上げた。

「大地くんの手って大きいね……それに温かい」

　頬ほおは赤く染まり、大きな黒い瞳ひとみは潤んでいる。大地は慌てて目をそらした。

　このまま見つめていると、自分の行動が自分で制御できなくなりそうだった。

　なんといっても、好感を持っている可愛かわいい少女と二人きりという状況なのだから。

　しかも、手をつないでしまっているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとう……」

　かすかな、だが思いのこもった声に、大だい地ちは朱あか里りを見た。

　朱里は微笑ほほえんでいた。照れくさそうだけれど、とても幸せそうな笑顔に、大地は思わず見とれてしまった。

「あの、大地くん……」

「はいっ！」

　大地はうわずった声で返事をした。

「大地くんて、先輩たちを名前で呼んでるよね、空く美み先輩とか香かお流る先輩とか」

「あ、ああ……」

　いったい何の話だろう？

　大地は朱里の手から伝わる熱と、その柔らかい感触を感じながら、耳を澄ませた。

「名前で呼ぶっていいよね……親したしみがあって」

「そ、そうだね……」

　朱里の目が輝きを増していく。

　大地はただただ、見とれるだけだった。

　可愛かわいいと前から思っていた。だけど、こんなに、見つめるだけで心臓が激しく打ってしまうほど、魅力的だっただろうか？

「私も『大地くん』って名前で呼んでるでしょ。だから――」

　朱里が照れくさそうに顔をそらした。

「わ、私も『朱里』って呼んでほしいの！」

「ええええええっ！」

　思いがけない申し出に、大地は悲鳴のような声を上げてしまった。

　その黒い瞳ひとみの力強さに、大地は圧倒された。

「……イヤ？」

　朱里が悲しそうにうなだれた。

「い、いやだなんてそんな……い、いいよ」

　ぼけっとしていたのを誤解されたらしい。大地は慌てて言った。

「ほんと!?」

　朱里の顔が途と端たんに輝く。

　その様子に愛いとしさがつのった。

「よかった……」

　朱里が息を吐くと、静かに目を閉じた。

「えっ？」

　大地は思わず声を上げた。

　朱あか里りが頭を大だい地ちの肩かたにもたせかけてきたのだ。

「ええっ!?」

　大地は朱里の伏せられた長い睫まつ毛げをまじまじと見つめた。

　朱里はじっと目をつむったまま動かない。

　小さな赤い唇くちびるが大地の目に飛び込んだ。

　キス？　キスを求められているのだろうか、これは！

「し、しの、いや、あ、あか……」

　大地はしどろもどろになった。

　心臓はばくばくいって、今にも爆発しそうだ。

　頭に血がのぼり、考えがまとまらない。

「すう……」

　そのとき、大地の耳に健やかな寝ね息いきが耳に届いた。

「え？　ええ!?　もしかして……寝てるの？」

　疲れていたのだろう。

　スイッチが切れたように、朱里は眠りに入ったようだ。

「か、勘かん違ちがいだったか……」

　大地はほうっと息をついた。

　危なかった。もう少しで朱里にキスしてしまうところだった。

「うぐ……」

　しかし、どうしたものか。

　大地は肩にもたれたまま、安らかな寝顔を見せる朱里を見つめた。

　とても眠れそうになかった。



    

  
    
      
第五章　ほろ苦い決着





「う……ん」

　まどろみの中から、朱あか里りは這はい出すようにして覚かく醒せいした。

「もう、朝？」

　光がうっすら目に入ってくる。

　朱里はゆっくり体を起こそうとし、違い和わ感かんに気づいた。

「え？」

　頭の下にあるのはジャージをはいた足だ。

「ええっ!?」

　朱里は飛び跳ねるようにして起きた。

　目の前で座っているのは大だい地ちだった。

「きゃああああ!!」

　朱里は悲鳴を上げた。

　信じられないが、どうやら大地の足を枕まくらにして寝ねていたらしい。

　心臓がばくばくする。

「あ、あの、えっと……」

　昨日、どうしたんだっけ。

　朱里は必死で思い出そうとした。

　確か、手をつないでもらって、それから名前で呼んでほしいって言って――。

　そこまで思い出し、朱里は顔が赤くなるのを感じた。

　私、なんてことしちゃったんだろう。

　そのとき、朱里は大地が困ったように自分を見ていることに気づいた。

「私、寝ちゃって……」

「あ、うん、気持ちよさそうに寝てたから、動けなくて、その……」

　大地は起こさないよう、動かずにいてくれたらしい。

「ごめんなさい！」

「あ、いいんだ、全然」

　大地は笑ってくれた。

　だが、目は赤く、隈くまができている。明らかに寝不足だ。

「そろそろロッジに戻ろうか。みんな、心配してる」

　大地の言葉に朱里は頷うなずいた。
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「よかった！　晴れたね！」

　洞どう穴けつから顔を出した大だい地ちは、歓声を上げた。

　夜の土ど砂しや降ぶりが嘘うそのように、澄みきった青い空が広がっている。

　気持ちのいい朝の空気を、大地は思いきり吸い込んだ。

　大蛇の気配はまったくない。

　続いて朱あか里りが洞穴から出てきた。

「ほんと、いい天気ね」

　一晩ぐっすり寝ねた朱里はすっかり元気を取り戻していた。

　大地はホッとした。

「大地くん、本当に大丈夫？」

　朱里が心配そうに尋たずねてくる。

「大丈夫、大丈夫」

　よれよれになりながら、大地は微笑ほほえんだ。

　結局、大地は一睡もできなかった。

　できるはずがない。肩かたにもたれていた朱里が、ついには大地の足を枕まくらにして、寝息を立てたのだから。

　大地は一晩、朱里の枕として過ごすしかなかった。

「じゃあ、ロッジに戻ろうか。さっき空く美み先輩にはメールを送っておいたから」

　やはり電波状況は芳しくなく、メールを送ることしかできなかった。

「晴れてるけど、地面は濡ぬれて滑りやすいから気をつけて」

「うん」

　大地は足を挫くじいた朱里のために、そっと手を貸した。

　だが、まだ右手には朱里の熱が残っている。

「どうしたの？　大地くん」

　声を聞くだけでドキドキする。まだ昨晩の余よ韻いんが残っているようだ。

「いや、何でもない」

　大地は慌てて想像を振り払った。自分の自制心に自信がなくなる。

　そのとき、大地は朱里が軽く足をひきずっていることに気づいた。

「足、痛い？　おぶっていくよ！」

「い、いい、大丈夫！」

　朱里が焦ったように手を必死で振ると、後ずさりをした。

「どうしたの？　ほら、急に動くと危ないって！」

「え、あ……」

　朱あか里りがバランスを崩し、後ろに倒れそうになる。

　大だい地ちは慌てて抱き留めた。

「きゃっ！」

　よろけた朱里は眼鏡めがねがずれてしまっている。

「動かないで！　どうして焦るの？」

「だ、だって、私、重いからダメ!!」

　顔を真っ赤にした朱里が必死で叫んだ。

「はあ？」

　あまりに思いがけない言葉に大地は驚おどろいた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな朱里が重いはずない。

「大丈夫だよ」

「ダ、ダメ！　手を貸してくれるだけでいいから！」

　顔を赤らめて必死に言う朱里が可愛かわいくて、大地は思わず笑ってしまった。

「わかった。もうしないから、落ち着いて。ほら、眼鏡がずれてるよ」

「あ……」

　もう顔の下のほうまでずれてしまった眼鏡を、朱里は慌てて直した。

　かなり動どう揺ようしてしまっている。大地は話題を変えることにした。

「あのさ、昨日の大蛇のことなんだけど……」
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　朱里に手を貸しながらゆっくり山道を三十分ほど進むと、ロッジに着いた。

「戻りました」

　ドアを開けると、待ちかまえていた空く美みたちが飛び出してきた。

「大丈夫!?　怪け我がは？」

　空美が声を上げるのも無む理りはなかった。

　大地は苦笑した。

　崖がけをすべり落ちたので、二人とも服は泥にまみれているし、ところどころ破けてしまっている。

「俺おれは平気です。でも、篠しの崎ざきさんが足を挫くじいてしまっていて……」

「湿しつ布ぷを持ってくるわ！」

　空美がさっとザックから湿布と包帯を取り出す。

「そこのソファに座って。大地くん、手を貸してあげて」

「はい！」

　すっと大だい地ちが膝ひざをついた。

「おぶっていくよ！」

「え、いいよ……そんなに腫はれていないし。それに重いから！」

「だから、重くないって！」

「ダメ！　絶対にダメ！」

　必死の形ぎよう相そうになった朱あか里りに、大地は噴き出してしまった。

「わかった。諦あきらめるから、もう転んだり、眼鏡めがねをずらしたりしないで」

　笑いながら言うと、朱里が真っ赤になった。

「ひ、ひどーい！　大地くんってば！」

「冗談だって！　はい」

　大地はそっと朱里の小さな手を握り、ソファまで連れていった。

「よかった。思ったより元気そうで。朱里ちゃん、足を出して」

　空く美みがにこにこしながら、湿しつ布ぷと包帯を持ってきた。

「……すいません、私が迷まい子ごになったばっかりに心配をかけてしまって……」

「いいよ、そんなこと。無事でよかった！」

　空美がホッとしたように言う。

　朱里がちらっと大地を見た。

　道すがら相談したのだが、朱里が祠ほこらに行ったことと、大蛇を見たことは秘密にしておくことになった。

　朱里が祠に行ったのを知られたくなかったというのもあったし、大地もあんな危険なものに空美たちを近づけたくなかったのだ。

　朱里には、『大蛇のことは空美先輩たちに秘密にしておいて。こういうことのエキスパートが知り合いにいるから』と言って安心させておいた。

　そのエキスパートとはもちろん、腕を組んで仁王立ちになり、不ふ機き嫌げんそうに緑色の目を輝かせている人魚姫のハーフだ。

　ていうか、なんであんなに機嫌が悪いのだ？

　大地はびくびくと渚なぎさを見た。

　とりあえず、服を着替えてこよう――大地はリュックを抱え、リビングを出た。
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　気に入らない。

　まったく、気に入らないわ。

　渚なぎさは空く美みに手当てをしてもらっている朱あか里りを、じいっと見つめた。

　大だい地ちと二人で一晩を過ごした、ということだけでも心穏おだやかではないのに、明らかに二人が親したしくなっているのだ。

　何、あのいちゃいちゃっぷり。

　まるで恋人同士じゃないの！

　渚はイライラしてきた。自然に足が床を叩たたく。

　泥だらけの服を着替えた大地がリビングに戻ってきた。

　ちょうど湿しつ布ぷをはってもらい、立ち上がった朱里を心配そうに見つめる。

「大丈夫？　篠しの崎ざきさん……じゃなくて、あ、朱里さん……だっけ」

　しどろもどろになる大地を見て、朱里が真っ赤になった。

「あ、あのごめんなさい。変なこと言っちゃって……言いにくかったらいいの！」

「いや、そういうわけじゃなくって、まだ慣れていないだけで……」

　大地までもが顔を赤らめている。

　渚は耳を疑った。

　朱里さん、ですって？

　なんで、いきなり名前で呼んでるの？

　それにあの親しげな話し方――。

　渚は自分の足が震えていることに気づいた。

　何があったの。

　一晩一緒に過ごして――そこで何が。

　渚はすっと大地に近づいた。

「ちょっといい？」

　そう言うと、大地が気けおされたように頷うなずいた。

　リビングを出て、誰だれもいないキッチンに行くと、渚はそっと囁ささやいた。

「大地……篠崎さんと何かあった？」

「何かって？」

　言った瞬間、大地の顔が赤くなる。

　そして、ゴシゴシ手をこすり合わせ始めた。

　明らかに動どう揺ようしている大地の姿に、渚まで動揺した。

「な、何よ、それ……何を思い出したのよ」

「ち、ちがう！　何もない！」

　大地は必死で首を振るが、その顔がほんのり赤くなっている。

「何もないわけないでしょ―――――――――!!　何で名前で呼んでるのよ！」

　声を抑えながらも、渚は詰め寄った。

「そ、それは名前で呼んでって言われたから」

「ふうん、名前でね……。篠しの崎ざきさんは、あんたにとって特別なのね」

　渚なぎさはぎっと睨にらんだ。大だい地ちがびくびくとする。

「おまえのことも、名前で呼んでるじゃん……」

「二人きりのときは、でしょ！」

「じゃあ、普段も呼んでいいのか？」

　渚はぐっと詰まった。

「そ、それはダメだけど……」

　学園のアイドルである自分が、一人の男子生徒だけに呼び捨てにされるのは困る。しかもそれが変人と名高い相手であれば尚なお更さらだ。

「じゃあ、別にいいじゃん」

「っ!!　そうね、別にたいしたことじゃないしね!!」

　渚はそう言いつつも、気になって仕方なかった。

　このバカは気づいていないかもしれないけれど、女の子が自分の名前を呼んでほしいなんて、何とも思っていない男に言うわけがない。

　朱あか里りは本当に好きなのだ。大地のことが。

　そして、それを彼に伝えようとしている……。

「許せない……」

　そう呟き、渚はハッとした。

　許せない？　なんで？

　私には関係ないのに。別に大地は私の恋人じゃないし、そうなる予定もないのに。

「な、なあ、それより魔ま物ものの話があるんだ！」

　大地の言葉に渚はハッとした。

「魔物が出たの？　昨日、潮しお騒さいが聞こえた気がしたんだけど、土ど砂しや降ぶりでよくわからなくて」

「出たよ、白いでかい蛇だ。矢や口ぐちさんの言っていたとおり」

「そうなの！　よく無事だったわね」

「ああ、ラッキーだった。あいつ、どうやら祠ほこらの近くにしか行けないみたいだ」

　渚はさっと頭を切り換えた。今は魔物のことが優先だ。

「なるほど……でも、どうして昼間は出なかったのに、夜に出てきたのかしら。夜行性？」

「いや、矢口さんは昼間見たって言ってたから、関係ないと思う」

「とにかく、出るんなら叩たたき潰つぶさないとね！」

「ああ、あいつはやばい。容よう赦しやなく襲ってきてた」

　大地と渚はこれからの手順を相談した。
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「あ、忘れ物しちゃった！」

　バス停で駅前に向かうバスが来た瞬間、渚なぎさが声を上げた。

「え？」

「ごめんなさい、ロッジに戻ります！　みなさんは先に帰っててください」

「でも――」

　空く美みが心配そうに渚を見る。

「あ、大丈夫。俺おれがついていきますから」

　大だい地ちがすかさず言う。内心、渚の自然な演技に感心していた。さすがに猫かぶり歴が長いだけある。

　こいつ、歌手だけじゃなくて女優にもなれそうだ。

　空美が困ったように大地と渚を見ていたが、すぐに頷うなずいた。

「忘れ物を取ったら、すぐに帰るのよ。それから、帰るときに連絡してね」

「大丈夫です！」

　二人はバスに乗り込むメンバーたちに手を振った。

　窓から、朱あか里りが大地をじっと見つめていた。

　その目は静かで、何を考えているのか大地にはわからなかった。

「行くわよ」

　先ほどまでとは打って変わって真しん剣けんそのものの渚に、大地は頷いた。

　二人は再び林りん道どうを上り、分ぶん岐きを左に曲がり、祠ほこらに向かった。



　祠に着いた渚は、さっそく鏡をのぞき込んだ。

「さあ、どうよ！」

　だが、待っても待っても何も出てこない。

　鏡も光らない。

「何も起きない……どうして？」

　渚が苛いら立だったように言う。

　大地は首をひねった。

　どういう条件下で出るんだろう？

　昼と夜、時間は関係ない。

　とすると、状況か？

　里り緒お奈なと朱里のときは出た。昼間六人で行ったときと今二人でいるときは出てこない。この違いは――

「もしかしたら……女の子が一人じゃないとダメなのかも」

　大だい地ちはぽつりとつぶやいた。

「え？」

「あいつ、俺おれが駆けつけたときはもう篠しの崎ざきさんを追っかけていたんだよ。女が一人でいるときでないと出ないのかも！」

「なるほどね……試してみる価値はあるわね」

　渚なぎさがキッと祠ほこらを睨にらんだ。

「じゃあ、大地、ロッジまで戻ってて」

「……わかった、気をつけろよ」

「誰だれに言ってるのよ」

　渚がニヤリと力強く笑った。

　ザックをおろすと、中から魔ま獣じゆう具ぐを取り出す。

「勇ましいな……これから地獄の亡者たちをボコりにいく獄卒のようだ……」

「あんたねえ……もっと麗うるわしい表現はできないの！」

　魔獣具を振り回す渚に、大地は悲鳴を上げてロッジに向かった。
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「まったくもう！」

　大地が立ち去ってから十分ほどして、渚は祠の鏡を見つめた。

「さあて、出てきてもらおうじゃないの」

　渚はじいっと鏡を見つめる。

　昨晩、朱あか里りも同じことをしたのだろうか。

　ふっとそんなことが頭をよぎった。

　恋の成就を願って。

　その相手はもちろん――。



　ザザーン……。



　渚はハッとした。

　静かな、それでいて重苦しい波の音が耳の奥でこだまする。

「潮しお騒さいだわ……来るわね……」

　渚はぐっと魔獣具を握った。

　ずず……。

　木立の間から、不ぶ気き味みな音がした。

　ぬうっと顔を出したのは、巨大な白い蛇だった。

「のこのこやってきたわね……私に倒されるために！」

　どうやら大だい地ちの予想は正しかったようだ。

　渚なぎさの姿を見ると、白い蛇は舌なめずりをした。

「……どうやら“〝女好き”〟みたいね」

　渚がにやりと笑う。

「女をなめてると、痛い目をみるってみっちり教えてやるわ！　ボッコボコにしてやる！」

　大地がいたら、震えあがりそうなことを渚は言った。
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「大丈夫かな……」

　分ぶん岐きを過ぎ、ロッジが見えてきた。

　自分には『潮しお騒さい』は聞こえない。だからこそ、心配だ。

　大地は再び祠ほこらに駆け戻った。

　あの怪かい力りき人魚のことだから、大丈夫だと思うが。

　魔ま獣じゆう具ぐもあることだし。

　だが、肝心なところでツメが甘いというか、前回は人魚の力が使えないのに一人で魔ま物ものと戦いに行くなど、無謀なところもあるのが渚だ。

　崖がけを登った大地は、巨大な蛇と対たい峙じしている渚を見た。

「渚！」

　魔獣具を握った渚が振り返る。

「大地！　あんたの言ったとおりだったわ！」

　そう言うと、渚は地面を蹴けった。

　大きく口を開ける蛇の頭部に、思いきり魔獣具を叩たたきつける。

　ぐしゃ！と鈍い音がし、蛇の頭が力なく垂れた。

「おらおらおらおら―――――――!!」

　ぐしゃ、ばき、どか、べき、ごき――――。

　凄すさまじい連打だ。

　蛇の頭部をぐしゃぐしゃに粉砕するまで、渚は手を止めなかった。

　何度見ても恐ろしい。

　撲殺人魚の本領発揮だ。

　そんな大だい地ちの心の内など頓とん着ちやくせず、

「これくらい余裕よ！」

　と、渚なぎさがガッツポーズをとった。

　そんな渚の足下で、大蛇はぐったりと倒れている。

「す、すごいな、おまえ……」

　大地はこわごわ近づいた。

「こんなでかい奴やつを一気に……」

「ちょろいもんよ」

　渚が自慢げに、豊かな蜂はち蜜みつ色の髪かみをかきあげた。

「渚！」

　大地はせっぱ詰まった声を上げた。

「え？」

　渚も異常に気づき、足下の大蛇を見つめた。

　触れてもいないのに、蛇の潰つぶれた頭部から、縦に幾筋にも引き裂かれていく。三メートルほど引き裂かれたとき、ようやく止まった。

「な、なに……あれ」

　引き裂かれた七つの頭部が脈打ち始める。

「な――」

　七つに分かれた蛇の頭が、ゆっくり鎌かま首くびをもたげた。そして、ぐしゃぐしゃになった元の頭部の肉片を振り払う。

　冬眠から覚めたといいたげな眠たげな七組の目に、次第に光が宿る。

「あらら、八岐大蛇やまたのおろちならぬ、七岐ななまた大蛇ってわけ……」

　どういう生命力なのか、叩たたき割られた頭部を脱ぎ捨てるようにして、七つの細い蛇の頭が現れた。

　七つの頭が凶暴そうに牙きばをむき、渚に襲いかかってきた。

「ちっ！」

　渚は魔ま獣じゆう具ぐで蛇の頭たちを払うと、大きく後ろに一回転して距離をとった。

　怪かい力りきほど目立たないが、この常人離れした運動能力も人魚の特質のようだ。

「面めん倒どうね！　レヴィを呼び出すわ！」

　渚が大きく口を開けた。

　そこから放たれる至上の歌が、魔獣具の中に眠る強大な魔ま物もの、レヴィアタンを呼び出すのだ。

「あっ！」

　渚が声を上げた。

　七つに分かれた蛇の頭部が、それぞれ渚なぎさの体に巻きついたのだ。

「渚！」

　一匹は左手に、一匹は右手に、一匹は胴体に、一匹は右足に、一匹は左足に――しなやかにうねる蛇たちに絡め取られ、あっという間に渚は磔はりつけされたイエスのように宙に浮いた。

「うっ！」

　渚の手から魔ま獣じゆう具ぐが落ちた。

　そして一匹が渚の喉のどに巻きついた。

「!!」

　渚は声も出ない。大きく目と口を見開き、苦く悶もんの表情になる。

「渚！」

　大だい地ちは思わず大蛇に体当たりをしていた。

　魔の海のものは魔の海のものでしか倒せない――そうと知っていても、体が勝手に動いた。

「渚を離せ！」

　もちろん、大蛇はびくともしない。

　一匹残った頭が、ムチのようにしなり、大地に体当たりをした。

「うわっ！」

　凄すさまじい衝しよう撃げきを受け、大地は吹っ飛ばされ、地面を葉っぱや小枝とともに転がった。

「く……」

　体中に激痛が走る。衝撃で目の前がチカチカした。

　間断なく痛みを訴える体を、大地は必死で動かそうとした。

　どうしたらいい!!

　頼りになるのは、右手に埋め込まれた魔の海の羅ら針しん盤ばんだけだ。強い磁力の力が使えることは使える。

　だが、大地は絶望的な思いで辺りを見まわした。

　木ばかりで、使えそうなものは見当たらない。

　人里離れた山の中――ここが町中であれば。鉄の塊などいくらでもあるのに！

「くそっ！　何か――何か!!」

　それでも大地は右手を大きく広げ、必死で念じた。

　右手が熱を帯びる。まるで燃えるようだ。

　からん。

　小さな音だった。

「!!」

　大地は見た。鉄の細い杭くいのようなものが一本転がってくるのを。

　それはぴたりと大だい地ちの手に吸いついた。

　誰だれかがうち捨てた杭くい。今はその誰かに感謝だ。

「うあっ！」

　大地は思いきり鉄の杭を蛇に突き立てた。

　――つもりだった。

　だが、見事に跳ね返された。

　それでも衝しよう撃げきは感じるのか、蛇がうるさそうな目を大地に向ける。

　そして、再びしなった蛇の頭部が大地に叩たたきつけられた。

「うっ！」

　手でブロックしたが、それでも大地は吹っ飛ばされた。

　手から、鉄の杭が遠くに飛んでいく。

　やっぱりダメか。俺おれの力じゃ。

　大地は激痛をこらえてよろよろと立ち上がり、蛇の背はい後ごに倒れ込むように回った。

　蛇に捕まった渚なぎさの目が、心配そうに自分を追うのがわかる。

　武器を放棄し、どうするつもりかって言いたいんだろう？

　蛇の頭部がうるさそうに、大地の動きを追う。

　そして、カッと牙きばをむいた。

「大地!!」

　渚が悲鳴を上げる。

　大地はぴたりと大蛇の持ち上がった胴体部分に右手を当てた。

「こうするんだよ！」

　念じた瞬間、落ちていた鉄の杭が浮き上がった。

　そして、凄すさまじい勢いで大地の右手に向かってきた。

　そう、すなわち、右手の前にある大蛇の胴体部分に。

　どん！と鈍い音がし、鉄の杭が蛇の胴体に当たった。

　本来なら、突き抜けるだろう威力だ。

　だが、もちろん、跳ね返される。魔の海のものではないから効かないのだ。

　しかし、衝撃はさっきの数十倍はあるはずだ。

　苦く悶もんした蛇がうねり、渚を締めつける力が緩んだ。

「渚！」

　大地は手を伸のばした。

　からみつく蛇の頭部を押しやり、渚が手を伸ばしてくる。

　渚の左ヽ手ヽを、大地はがっちりつかんだ。

　思いきり引っ張り、渚を地面におろす。

　二人は転がるようにして地面に落ちた。

　蜂はち蜜みつ色の髪かみの毛に葉っぱをからませた渚なぎさの顔がすぐ近くでほころんだ。

「大だい地ち、やるじゃない！　あとは私に任せて！」

　軽やかに立ち上がる渚を、大地は寝ね転ころがったまま見つめた。全身を襲う激痛で、もう動けなかった。

　――任せたぞ、渚。

　蜂蜜色の髪をなびかせた渚は、世界を抱くように大きく両手を広げた。

　その姿は、まるで神話の女神のように神々しく、美しかった。

　すっと目をつむり、渚が高らかに歌い始めた。

　清せい冽れつでいて雄壮な歌声が、一陣の風のように山の中を駆け抜ける。

　どこまでも、世界の果てまでも連れていってくれそうな歌声。

　一瞬にして、世界が澄み渡る。そこはもう、彼女のステージだった。

　浜はま森もりの――唯一無二にして最高の歌姫。

　俺おれだけが知っている、渚の姿。

　大地は感慨深く渚を見つめた。

　はなから、大蛇を倒せるなんて思わなかった。

　俺は隙すきをつくり、渚を自由にすることだけ望んでいたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　渚なぎさがやってくれる、きっと――。

　そんな期待に違たがわず、渚の声とともに天が割れた。

　そこから出てきたのは、聖書に出てくる恐ろしい怪物そっくりの姿。

　銀色の輝くウロコに覆われた体は、龍りゆうにもワニにも蛇にも見える。

　吐く息は炎。

《苦戦したな、小娘！》

　どこか笑いを含んだ声が、空に響く。

　渚がニヤリと壮絶な笑みを浮かべた。

「こいつを蹴け散ちらして！　跡形もなく！」

　レヴィの口が笑うように大きく裂け――一気にその巨体が垂直降下した。

　役者が違った。白い大蛇はあっという間にその巨大な顎あごにはさまれ、引きちぎられた。

「グギャッ！」

　白しろ蛇へびが断だん末まつ魔まのうめきを上げた。その巨体が血しぶきを飛ばしながら、のたうちまわる。

　苦く悶もんする体が近くにいた木々にぶち当たり、大きく枝をしならせた。

「は――」

　大だい地ちは思わず声を出していた。

　ここは今、怪物の世界。

　そのなかで、人など、あまりにちっぽけな存在だ。

　凜と立って、大蛇の最さい期ごを見届けている渚を大地は見つめた。

　彼女のように――力がほしい。

　再び、魔ま物ものが現れたときに、魔の海に行ったときに、戦えるような力が。

　大地はじっと右手の手のひらを見つめた。

　あっさり大蛇を仕留めたレヴィアタンが、渚のそばに降り立った。

《小娘。わしは強い。だが、おまえは弱い。自覚せねば、死はまぬがれないぞ》

　レヴィアタンの声には、見下しているような、思いやっているような、からかうような――そんな複雑な思いが絡み合っているように聞こえた。

　もちろん、殊勝に「これから気をつけるわ。ありがとう」などと言う渚ではない。

「フン。私の美麗な歌声がなければ、カスカスの死体のくせに偉そうに……」

　渚がツンと、その尖とがった形のいい顎をつきあげる。

　渚の負けん気の強さに、大地は思わず笑ってしまった。

　人魚が魔ま獣じゆう具ぐを持つようになったのは、その身を守るため。

　その怪かい力りきから、人間の世界では強いが、魔物が跋ばつ扈こする魔の海では、人魚とて狩られる側に回るのだ。

　それを知っていてなおかつ、堂々とレヴィアタンと渡り合う渚に、大地は爽そう快かい感かんを覚えた。

　そうだな。麻生あそう渚なぎさはそうでなくっちゃ。

《何か言ったか、小娘》

「はいはい、気をつけるわよ、うっさいわねえ！」

　渚の声に、フッとレヴィアタンが苦笑いしたような気がしたのだが、気のせいだろうか。

《ではな》

　レヴィアタンが激しく体を回転させ、天に昇っていく。

「きゃああああ！」

　巻き起こった上昇気流に渚のスカートが跳ね上がった。

「うわ……」

　真っ白い下着が一瞬、丸見えになった。

　渚も気を抜いていたのだろう。手で押さえる暇もなかった。

　ふわりとスカートが元に戻ったとき、屈辱でわななく渚の拳こぶしが握られた。

「あ、あいつわざとやったわね、あのエロワニ!!」

　渚が顔を真っ赤にして天を仰ぐ。

「まあ、落ち着けって。大蛇をやっつけてくれたんだし」

　ギロリと渚が大だい地ちを見た。

「あんた……見たでしょ？」

「え？　何が？」

　もちろん、バッチリ見えた。

　だが、大地はすっとぼけた。命がかかっている。迫真の演技もできるというものだ。

「あんた……目が泳いでるわよ」

「泳いでない！」

「……なんで必死に目をそらせるの？」

「いやあ、すごい戦いだったなあ！　魔ま物ものを倒せてよかった！　依頼もこれでクリアしたし！」

　わざとらしく、伸のびなどしてみる。

　渚が執しゆう念ねん深く見つめていたが、ようやく諦あきらめたようだ。

「まあね……それにしても、人騒がせな祠ほこらよねえ。ぶっ潰つぶしておいたほうがいいかしら」

　渚が魔ま獣じゆう具ぐ片手に祠に近づく。

「バチが当たるぞ！」

　おじいちゃんっ子だった大地は迷信深い。大慌てで渚の後についていく。

「だいたい、この鏡が悪いのよね」

　祠につけられた鏡を、渚は乱暴にはぎとった。

「お、おい！」

　慌てた大だい地ちはハッとした。

　鏡の後ろに見覚えのあるカードが貼はってあったのだ。

「それは――占い師のカード！」

　先月、セイレーン事件で使われたカードにそっくりだった。

「なんでここに……」

　渚なぎさも愕がく然ぜんとしている。

「これを見て」

　カードには『篠しの崎ざき朱あか里りと麻生あそう渚がいなくなりますように』と書かれていた。

「ど、どういうことだ？」

　占い師のカード。それは、魔の海の魔ま物ものを召還する力を持つ。

　美み木き多た純じゆんが怪しげな占い師からカードを手に入れ、カードに願いを書き、それを叶かなえるための魔物が召還されたのだ。

　つまり、祠ほこらに魔物が現れたのは偶然などではない。

「……白はく蛇じや鏡きよう伝説を誰だれも聞いたことがなかったわけね。これは罠わなよ」

　渚がぽつりと言った。

「罠？」

「そう。私と篠崎さんを邪じや魔まに思った誰かが、ここに私たちをおびき寄せたの」

　そんなことをできる子は一人しか思いつかなかった。

「それって……矢や口ぐち里り緒お奈なさんがやったってこと？」

　影の薄い、病弱そうな少女が浮かんだ。

「他ほかに考えられる？　だいたい、引っかかってたのよ。そんな恐ろしいおまじないをするってことも、わざわざできたばかりのＵＭＡ研究会に調べてほしいなんて依頼をするってことも」

　渚がじっと大地を見つめる。

「このカードがあるってことは、彼女のバックに占い師がいるってことね」

「どうするんだ？」

「もちろん、彼女に聞くのよ。占い師のことも、なぜ、私と篠崎さんを狙ねらったのかも」

「決着は――明日だな」

「ええ。それから、このことは他の人には内緒ね。逃げられたら元も子もないから」

　渚の言葉に大地は頷うなずいた。



　　　　　　　＊



　山を下りながら、大だい地ちはぽつりとつぶやいた。

「もっと、じいちゃんの資料があればな……」

「え？」

「魔ま物ものの情報だってあるし、今回の白はく蛇じや鏡きようの伝説なんて浜はま森もりにはないってこともわかったのに……」

　そう、情報さえあれば、朱あか里りや渚なぎさを危険な目に遭わせることもなかったのに。

「あんたが書けばいいじゃない」

　渚があっさり言った。

「えっ」

「出会った魔物たちの本を作れば？　おじいさんの跡を継いで。ううん、もっと詳しい浜森の本を作ればいいじゃない」

「……俺おれが？」

「あんたしかいないじゃない」

　渚がくすくす笑った。

「浜森が大好きで、謎なぞとＵＭＡが何よりも好きで好きで――そんなの、あんただけよ、大地」

「俺が書く――」

　この浜森について。

　大地は急に目の前が開けた気がした。

　単発のレポートなら書いたことがある。だが、本を作ろうと思ったことはなかった。

　そうか、俺が書いたっていいんだ。

　じいちゃんみたいに――。

「サンキュ、渚！」

　嬉うれしくて、つい渚の背を思いきり叩たたいてしまう。

「痛いわね、か弱い乙女に何すんのよ、この！」

「ひいいい！」

　鬼の形ぎよう相そうで魔ま獣じゆう具ぐを振り回す渚に追われ、大地は山を駆け下りる羽は目めになった。
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　バスを待っているとき、大地は渚が左手の手のひらを見ていることに気づいた。

「怪け我がでもしたのか？」

　尋たずねると、渚が慌てて手を隠かくした。その手のひらに、うっすらと青い字が書かれているのが見えた気がした。

「ううん……なんでもない」

「そうか？」

「あんたさあ……私の手を握ったのよね、ほら、蛇から引っ張り出すとき」

「ああ。それがどうかしたか？」

「……すごい偶然よね……」

「は？」

「ううん、何でもない！」

　渚なぎさが首を振る。

　変な奴やつ。

　なぜか幸せそうに微笑ほほえむ渚を、大だい地ちは不ふ思し議ぎそうに見やった。
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　その夜、大地は朱あか里りに電話をかけた。

「専門家に頼んで、大蛇は退たい治じしてもらったんだ。だから、もう大丈夫だよ」

　そう言うと、電話口の奥で小さい安あん堵どのため息がした。

「それで、その専門家の人が、このことは誰だれにも言わないほうがいいって言うんだ。空く美み先輩たちには俺おれからうまく言っておくから、このことは秘密に――」

「大地くん」

　電話口からかぶせるように朱里の声がした。

「な、何？」

「その専門家って、もしかして渚さん？」

「え、ええ!?」

「だって、それしか考えられないもの。あんな短時間によそから専門家を呼べるわけがないし。二人だけで残ったのも、大蛇を退治するためなんでしょ？」

「う……」

　うまい言い訳が見つからない。

「そ、そうなんだ。どうも麻生あそうさんは霊能力というか、そういう力がある家系で。あ、でもこれは内緒に……」

「霊能力……」

　朱里の戸と惑まどったような声が聞こえた。でっちあげもいいところだ。まともな人間なら、鵜う呑のみにしないだろう。

「わかったわ。秘密なのね」

「あ、ありがとう……」

　朱あか里りは信じてはいないらしいが、それでも、約束は守ってくれるようだ。

　大だい地ちはホッとして、電話を切った。
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　翌日の月曜日の朝、朱里は一年二組に行った。

　大地には内緒で、里り緒お奈なに報告をしようと思ったのだ。

　日曜日の夜、家に帰ると大地から電話があった。

　もう大蛇は出ないから心配しないで、と言われた。そしてこのことは誰だれにも秘密――そうも言われた。

　だが、この依頼をしてきた里緒奈には報告しておこう。そう思ったのだ。

　一年二組をのぞくと、

「あ……」

　朱里に気づいた里緒奈が立ち上がる。

　どうやら、元気になったらしい。こけていた頬ほおが元に戻っている。

　長い髪かみを揺らして、里緒奈が駆け寄ってきた。

　廊下の窓際に、朱里は里緒奈を誘った。

「体調は大丈夫？」

「ええ……あの、篠しの崎ざきさんも元気そうね」

　里緒奈が探るように見てきたのが気になった。

「え？　私？　どうして？」

「丹に野の山やまに行ったんじゃなかったの？　ＵＭＡ研究会で調査するって……」

「うん、行ってきた……」

「……蛇は出なかったの？」

「ううん、出たわ。あなたの言ったとおり、大きい白い蛇だった」

　里緒奈の目が見開かれる。

「本当に!?」

　里緒奈が驚おどろく。

「で？」

「逃げたの。すごく怖かった。でも、もう大蛇は出ないから、安心して」

「え？」

　里緒奈が怪け訝げんそうに言った。

「もう、白い蛇は出ないんですって。だから、大丈夫」

「渚なぎささんも無事なの？」

「ええ……どうして？」

「そう……」

　里り緒お奈なが暗い表情になった。

　もっと喜んでくれると思ったのだが――。

　朱あか里りは複雑な思いで、里緒奈と別れた。
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「里緒奈さん！　ちょっといい？」

　昼休みに渚なぎさは里緒奈を呼び止めた。

　ふわりと長い髪かみが揺れ、一瞬里緒奈の目が鋭く光った気がし、渚は戸と惑まどった。

　だが、里緒奈はいつも通りの生気のない顔で自分を見ていた。

　気のせいだったのだろうか。

「土日に丹に野の山やまに行ってくれたみたいですね。朱里さんから聞きました。どうも、ありがとうございました」

　ぺこりと里緒奈が頭を下げる。

「いいえ……たいしたことなかったわ」

　渚はじっと里緒奈を見つめる。

　ふい、と里緒奈が視線をそらした。

　やはり何か隠かくしている。渚は確信を持った。

「あなた、その白はく蛇じや鏡きようの伝説、どうして知ったの？」

「え――だからネットで」

「嘘うそでしょう、それ」

　渚はズバリと切り込んだ。まどろっこしいのは性に合わない。

「そんな……」

「文ぶん献けんにも載のっていないし、お年寄りも知らない。噂うわさにもなっていない。あなたしか知らない。……あの伝説は最近あなたが一人で作った。そうじゃない？」

　里緒奈の口がゆっくり裂けていった。

　つりあがった口元は、確かに笑みを浮かべていた。

　それは、邪じや悪あくな笑みだった。

　本性を現した――そんな風に見えた。

　里緒奈が長い髪をかきあげる。さらさらと細い髪が絹のように、里緒奈の手の上を滑っていく。

「正確には、私が作ったんじゃないわ。彼が作ったの」

「彼って誰だれ？」

「名前は知らないわ。占い師なの」

「やっぱり……その占い師にあのカードをもらったのね!?」

「知ってるの？　なら、話は早いわね」

　悪びれるそぶりもなく、里り緒お奈なは言った。

「あなた、わかってるの？　魔ま物ものを呼び出すのがどんなに危険か！」

「わかってるわ!!　体力が消耗していくって彼から聞かされたもの！」

　叫んだ里緒奈の目に涙が浮かんだ。

「でも――それでも、あなたたちが邪じや魔まだったのよ!!」

　体中の力を振り絞しぼるようにして叫ぶ里緒奈を、渚なぎさはじっと見つめた。

「……どうして？　なぜ私と篠しの崎ざきさんにいなくなってほしいの？」

　キッと里緒奈が睨にらんできた。

　これまで大人しかっただけに、その憎しみに満ちた目は、渚ですら驚おどろくほど迫力があった。

「純じゆん先輩に近づくからよ！」

　そう叫んだ瞬間、里緒奈はわっと泣き出した。

「ちょ、ちょっと……」

　泣いている女の子は苦手だ。

　怒ることもできやしない。

　渚はおろおろと、泣きじゃくる里緒奈を見つめた。

　本心をぶちまけて、張り詰めたものが切れたようだ。

　それも当然だ。人を憎むというのは非常なパワーがいる。

　そして、人を憎んで傷つけても、結局は報われない。自分にその負のパワーが返ってきて、消耗するだけなのだ。

　本当に幸せになりたいのなら、間違えてはいけない。

　どんなに甘美に見えても、人を陥れるための罠わなは自分をも捕らえる。

　そこから這はい上がるのは至難の業だ。

　だが、人はたやすく道を踏み外す。

　悲しい思いで渚は里緒奈を見つめた。

　ぽつり、ぽつりと里緒奈が口を開いた。

「でも、怖くて怖くて――ご飯も食べられなかったし、ゆっくり眠ることもできなかった。あなたたちがいなくなればって願っていたけど、それが現実になってしまったら、どうしようって不安で――」

「彼はどこに？　彼は誰なの？」

「知らない……わからないわ。一昨日、家に来てくれてから、連絡が取れないの……」

「そう……もう、近づかないほうがいいわ。そして関かかわらないで。普通の人間の手に負えることじゃない。魔ま物ものは私たちが倒したから、体調も戻るだろうし、もう魔物のことを憂える必要はないわ」

　里り緒お奈ながじっと渚なぎさを見つめた。

「それから、私は純じゆん先輩のことを何とも思っていないから、心配することないわ。それに……篠しの崎ざきさんもたぶんそうだと思う」

　渚は一瞬浮かんだ苦い思いを振り払った。

　占い師はまだ、この近辺をうろついていたのだ。

　渚はぎりっと歯を食いしばった。

　絶対に見つけてやる。

　そして、浜はま森もりに二度と近づかないよう、痛い目に遭わせてやるのだ。

「彼の外見は？　それくらい教えてくれてもいいでしょ？」

「会ってるわ」

　里緒奈がぽつりと言った。

「え？」

「お見み舞まいに来てくれたときに会ったでしょう？」

「あの人なの!?　私はてっきりお兄さんかと――!!」

　なんてこと。

　会っていたなんて！

　無表情で冷たい感じの顔が浮かぶ。

「大蛇を倒してくれてありがとう……」

　里緒奈がぽつりとつぶやいた。

「そして、ごめんなさい……」

　里緒奈が肩かたを落として去っていった。

　しばらくはつらいだろう。だが、もう彼女を苦しめる魔物はいない。

　あとは彼女次第だ。今度こそ、間違えた道を選ばないように祈ることしかできない。

「それにしても、あいつだったなんて！」

　渚は叫ばずにはいられなかった。

　あんなに目の前にいたのに！　みすみす逃してしまった！

　渚はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

　この浜森の力を利用し、災わざわいをまき散らす存在。

　絶対に許さない。

「次に会ったときがあんたの命日よ！」

「ひいっ！」

　いつの間にかそばに来ていた大だい地ちが悲鳴を上げた。

「あんた、なんでこんなところに」

「心配だから来たんだよ……ああ、恐ろしかった。おまえ、視線だけで男の心臓をとめられるな……ゴーゴンみたいだった」

「誰だれが蛇女よ！」

　むぎゅうっと頬ほおをつねられ、大地が悲鳴を上げた。



    

  
    
      
エピローグ





　昼休み、朱あか里りは見てしまった。

　楽しそうに渚なぎさと話す大地を。

　ちくり、とバラのトゲに刺されたような痛みが走る。

　だが、以前のような切り裂かれるような胸むねの痛みはなかった。

　つらいけど。

　でも、私は諦あきらめない。

　もっと好きになってもらうんだ。もっと仲良くなるんだ。

　一歩を踏み出せたのだ。勇気を出せたのだ。

　私は変われる、きっと。

　そのとき、教師たちが傍らを血相を変えて走っていく。

　ちょうど友人の園その田だ三み花かがいたので、朱里は聞いてみた。

「何かあったの？」

「二組の矢や口ぐちって子が倒れたんだって」

「里り緒お奈なさんが!?」

「元から病弱な子みたいで、これが初めてじゃないみたいだけどね……」

「そう……」

　さっきは元気だったのに。

　でも、何か緊きん張ちようしているように見えた。
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　放課後、朱あか里りは小さな花束を手に、里り緒お奈なの家に向かっていた。

　インターホンを鳴らすと、応答したのは年配の女性だった。

「あ、あの、篠しの崎ざきといいます。里緒奈さんのお見み舞まいに――」

「まあ、ありがとう！　里緒奈の母です！」

　里緒奈にあまり似ていない、ふっくらした明るい女性だった。

　朱里が浜はま森もり高こう校こうの制服を着ているのを見て、すっかり警戒を解いている。

「ここ三日くらい、実家に急用で帰っていて、あの子を家に一人きりにしてたから心配してたんだけど、やっぱり体調を崩していたみたいで……」

　朱里は首をかしげた。

「一人きりって……あ、でも、お兄さんがいらっしゃるから」

「え？　兄？」

「え……」

　里緒奈の母の反応に、朱里は戸と惑まどった。

「どなたのこと？　あの子はひとりっこですけど……」

「え」

　じゃあ、あれは。

　あの親したしげな、いかにも勝手知ったるように家にいた男性は。

　いったい誰だれだったんだろう――。

　混乱した朱里は、花束を渡すと適当なことを言って里緒奈の家を後にした。

　別にあの男性が里緒奈に危害を加えたわけでもないが、不ぶ気き味みな感じはぬぐえない。

　あの大蛇の話もそうだ。

　先月は純じゆん先輩たちがおかしくなっていた。

　何か、嫌なものが浜森を取り巻いているような気がして、朱里はぞっとした。

「やあ」

　いつの間にか駅前に来ていた朱里は、いきなり声をかけられ驚おどろいた。

　そこに立っていたのは、里緒奈の兄と思っていた男性だった。

　白いシャツにジーンズという軽けい装そうだ。

「また会ったね」

　彼はうっすら笑みのようなものを浮かべている。

　だが、それが友好のしるしでないことは、醸かもし出される冷たい雰ふん囲い気きからわかる。

「あ、あなた誰だれなんですか！　里り緒お奈なさんの兄じゃないんですか！」

「僕は兄なんて名乗った覚えはないけど？」

　朱あか里りはぐっと詰まった。

　そんな朱里を彼は面おも白しろそうに見つめた。

　そして、探るように朱里を見つめた。

「きみも僕が必要なんじゃない？」

「え？」

「つらくてたまらないことがある。そうじゃない？　自分を変えたくない？」

　どくん、と心臓が跳ねた。

　そっと肩かたに手が置かれる。

　ひんやりした手。

「僕なら――力を貸せるよ？」

「けっこうです！」

　朱里は彼の手を振り払った。



    

  
    
      



    

  
    
      　昨日までの自分なら、ふらふらついていったかもしれない。

　それほど彼の言葉には力があった。

　でも、今は違う。

　他人の力など借りなくても、私はできる。

「私、自分でやれますから！」

「そう」

　何かおかしそうに、彼は目を細めた。

「もし、僕が必要になったら、いつでも呼んで。きみの望みを叶かなえてあげる」

「私の望み？」

「きみはどうしても叶えたい望みを抱えている。僕はそういうのがわかるんだ」

　吸い込まれそうな深い眼まな差ざしだった。

　その手を取れば。願いが叶う。

　なぜかそう信じてしまう力があった。

　でも。

　大だい地ちの顔が浮かんだ。

　そして、彼の手の温かい感触も。

　それがあれば、私は自分を支えられる。

　朱あか里りはキッと青年を見つめた。

「私の望みは私のものなの。自分で叶えてこそ、意味があるの！」

「そうか……残念だな。きみはすごく僕の好みなんだけどね」

　彼はすいっと音もなく歩き出す。

　まるで風のようだ。

　災わざわいをもたらす風――。

　

　朱里はじっと彼の後ろ姿を見送った。



了



    

  
    
      
あとがき





　城き崎ざき火か也やです。

　今回、取材を兼ねて軽いトレッキングに行ってきました。

　やっぱり自然豊かな場所というのは気持ちがいいものですね。

　空気が違うし、リフレッシュできます――けれでも、痛いほど感じる体力不足に心肺能力の低下。そして、翌日襲ってくる筋肉痛との闘い。

　楽しかったですが、体力のなさを痛感しました。

　今年こそは運動を頑がん張ばりたいです……。



　さて、三巻、いかがだったでしょう？

　今回は朱あか里りがかなり頑張っております。渚なぎさが脅威を感じるほど。



　朱里をじっくり書けて、楽しかったです。これまではなかなか機会がなかったので、書きたくてうずうずしていました。

　渚みたいな明るいタイプの女の子も好きですが、朱里みたいなシャイなタイプも実はかなり好きだったりします。



　つまりは、女の子を書くのが大好きみたいです。空く美みや香かお流るなどの他ほかの女の子に関しても、徐々に詳しく書いていけたらいいなあ、と思っています。



　そして、今回ついに渚の母も登場！

　実は一巻で登場予定だったのですが、芽め衣いと同じく登場シーンをざっくり削られてしまいました。

　満を持して（？）、ようやく三巻でお目見えすることになりました。

　パワフルさでは渚以上かも？　この人も書くのが楽しいです。



　今回も編集長、担当さまにはお世話になりました。

　そしてイラストの桐きり野のさんにもお礼を。まだ表紙しか見ていないのですが、朱里がすごく可愛かわいくて、他のイラストも楽しみです。

　

　そして読んでくださった皆様、ありがとうございました！

　これからも面おも白しろいものを書いていきますので、よろしくお願いします。

　

　次はまた、渚なぎさがメインの話になる予定です。

　今回、ようやくその姿を現した占い師がどう出るか？

　渚に新たなトラブルが発生！　そのとき大だい地ちは？

　大きく展開する四巻を楽しみにしていてください。

　

　感想や要望がありましたら、ぜひ挟み込みのハガキや手紙で送ってくださいませ。



　それでは、四巻でお会いできることを願って。





二〇〇八年一月某日

城き崎ざき火か也や拝



    

  
    
      



    

  
    
      　著者
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      渚フォルテッシモ３



著者名……城崎火也

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年８月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2008 Kaya Kizaki



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          プロローグ
        




        		
          第一章
        




        		
          第二章
        




        		
          第三章
        




        		
          第四章
        




        		
          第五章
        




        		
          エピローグ
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p255.png





OEBPS/image/o_p201.png





OEBPS/image/o_p261.png
3BTIN!
BEFRICEILCE>HVYYFUEEDH T

BICS5—
SEEDLSICEE

SAICBENTRTHDS — X YRABDT
MOBFEELTHIOINEHEB>TNET,

*NS-EVFvT
2ETESTVWEXTFHIR2/N\ -V 3 VEST, HRFS0TT—w
KRIBFEMDNRENBOLEVIBOTIN, BFRBIDOBEIC,






OEBPS/image/ec_000000_png_heartkuro.png





OEBPS/image/o_p085.png





OEBPS/image/o_p231.png





OEBPS/image/o_p099.png





OEBPS/image/o_p169.png





OEBPS/image/o_p135.png





OEBPS/image/ec_000000_png_nami.png





OEBPS/image/o_p123.png





OEBPS/image/o_p047.png





OEBPS/image/ec_000000_png_nami_y.png





OEBPS/image/o_p013.png





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





